
イラストレーションⅡ

広告代理店退社後フリーランス     イラストレーター   デザイン

商業施設・働く場においてのイラストレーションの活用

アドビ・イラストレーターを活用したデザイン
パンフレット、イベントの告知等のデザイン

実際のケースを想定してたトレーニングを行い現場で活用できる技術の習得

図形を使ったデザイン　クリスマスツリー
ソフトのツールの説明／図形

パスファインダーと図形・組み合わせによってロゴを作成
オリジナルデザイン

TwitterロゴマークInstagramロゴマーク
ベジェ曲線ツールの使用法

ピカチューのトレース
ベジェ曲線ツールの使用法

文字と効果・自分の名前・おかしの名前

文字と効果
名刺のデザイン・ショップカード

トリムマークとポストカード
地図の構成

前期／おさらい／旭山動物園のボトルデザイン
プランニングで価値を高める

人物／動物／海洋生物／デザインとイラストレーション

人間のトレース・アイドル・芸能人透明効果の応用

イベント告知とデザイン
アクアショップ

イベント告知とデザイン
地図の作成

提出物

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

アパレルブランドとイラストレーション、パーカー衣服のデザイン

テストで行った作品制作の講評

テスト・時間をくぎり「名刺のデザインを行う」
オリジナルロゴ、フォントの効果

エコ、コミュニケーション科　２年制　昼一

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用

パソコン教室使用
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一般誌におけるカットの書き方
また、様々な手法を学ぶ。　

画材の使用方法を
オリジナルの表現方法の発見
偶然性の面白さの模索　　　　

イラストレーションⅠ

広告代理店退社後フリーランス     イラストレーター   デザイン

商業施設・働く場においてのイラストレーションの活用

イラストレーションの楽しさを学ぶ

実際のケースを想定してたトレーニングを行い現場で活用できる技術の習得
生きていく中での余暇の過ごし方・選択肢としてのデザイン

資料を使い猫の形態を模索する
動物をディフォルメしキャラクターへ変換する技術・また擬人化してみる。

資料を使い猫の犬態を模索する
動物をディフォルメしキャラクターへ変換する技術・また擬人化してみる。

人体の頭身を変えることによっての変化の模索・オリジナルキャラクター
キャラクターデザインのコツ・人間の描き方01

人体の頭身を変えることによっての変化の模索・オリジナルキャラクター
キャラクターデザインのコツ・人間の描き方02

文字の模索/POP
フォント、袋文字、見え方や描き方・文字による印象・違いの発見

人体の頭身・ポーズ・クロッキーを参考にディフォルメする体験
校内でのスケッチと擬人化・ディフフルメ・着彩

資料を使い海の生き物をイラストレーションで描く

トレースダウン手法使用したイラストレーションの完成
丁寧に仕上げるスキルの構築

ディフォルメしキャラクターへ変換する技術・また擬人化してみる。

人間の似顔絵・コツまた特徴を捉える

動物の顔をテーマに作品を制作
アクリル絵の具を使用した作品の制作

01書籍の仕事・実習

提出物

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実習・講義

実際の生き物の特性を想定した説明文・イラストレーションの作成

02書籍の仕事・実習
実際の生き物の特性を想定した説明文・イラストレーションの作成

鳥類・両生類・爬虫類01　　擬人化やキャラクターに変換

鳥類・両生類・爬虫類02

飼育に関するイラストレーション　生体と合わせたデザイン

ノベルティーグッツのデザイン　キャラクターグッツ販売の想定

エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

キャラクターデザインのモチーフになるデザインの情報収拾

ボールオペン・鉛筆によるクロッキー・できれば街であるく人物画

ボールオペン・鉛筆によるクロッキー・
ファッション雑誌のトレース、人間のポーズや頭身の把握

パンフレット・街中のフライヤーのデザインに触れる
また、気に入ったデザインを集める習慣を身につける

人間の顔・素描10分（ネットで検索した老人の画像を使用）ボールペン

講評にむけて、作品コンセプトのスピーチ原稿（２～3分程度）

キャラクターデザインのモチーフになるデザインの情報収拾

キャラクターデザインのモチーフになるデザインの情報収拾

キャラクターデザインのモチーフになるデザインの情報収拾

ボールオペン画　素描5分のイラストレーションの練習
猫　犬

本屋に行き・自分の好きなジャンルのイラスとを探してみる
クロスワードパズルの表紙、中身のイラストレーションを確認してみる

本屋に行き・自分の好きなジャンルのイラスとを探してみる
クロスワードパズルの表紙、中身のイラストレーションを確認してみる

２色のみ使用したイラストレーションの模索

２色のみ使用したイラストレーションの模索
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回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 後期試験

15 講義

【使用教科書・教材・参考書】使用教科書は特になし。参考となるものは① "Animal Training" (著者) SeaWorld Parks &
Entertainment (https://seaworld.org/animals/all-about/training/)、② "Zoomility" (著者）Grey Stafford（出版社）An
iReinforce.com book.

後期の講義内容の理解度、学生の知識の体
制化・説明力・日本語力を確認する。

小グループで試験の準備学習を行う。

学生の理解度が十分でない事項を中心に、
全ての学生が試験に出された項目を正しく理
解する う 説 する

自己の試験結果と解答解説をもとに、自己の
まとめノートに加筆・修正などを行う。

準備学習　時間外学習
毎回の授業中にとったノートを基に、良く分からなかったこと、疑問に思ったこと、興味を持っ
たことについて自分で調べ、それらを整理しまとめたものを自分のことばで書いたまとめノー

回数・割合を基準とした間歇強化について学
びなぜ不定率強化が望ましいか理解する、

まとめノートの作成

ブリッジ・ポイントは一つではないことを理解
し、メンテナンス・トレーニングが出来るように
なる

まとめノートの作成

期待とブリッジの関係を理解し、ブリッジのメ
ンテナンスが出来るようになる。

まとめノートの作成

オペラント条件付けの正と負
まとめノートの作成

連続強化と強化子の関係を学び、強化子の
報酬性について考える、

まとめノートの作成

時間を基準とした間歇強化について学びなが
ら、非予測性に富んだトレーニングの重要性
を 解する

まとめノートの作成

レスポンデント条件付けの随伴性
まとめノートの作成

3種類の条件反応と動物の行動の柔軟性
まとめノートの作成

オペラント条件づけの随伴性
まとめノートの作成

水族館の５つの役目とトレーナーの責任につ
いて考え、正しい態度を身に着ける。

まとめノートの作成

Belive(動画)と解説。
まとめノートの作成

SeaWorld Bhind the Scene(動画)と解説
まとめノートの作成

授業の受け方、ノートの取り方、英語の重要
さを理解する。

自己の目標を見つめ直し、後期の自己の学
習・生活計画を立て直す。

教員の略歴
ケワロ湾海洋哺乳類研究所およびハワイ大学海洋生物研究所研究員兼トレーナー、沖縄海洋研究
所飼育顧問、あわしまマリンパーク飼育顧問、南知多ビーチランド飼育・研究アドバイザー、海洋哺乳
類エデュケーションセンター代表理事

授業の学習
内容

水族館の５つの機能とトレーナーの責任について学ぶ。レスポンデント条件づけとオペラント条件付けのどちらも
随伴性の学習であること、両者の違いを理解する。レスポンデント条件付け、オペラント条件付けと期待の関係を
理解する。強化における正と負を正しく理解する。。

到達目標　
エントリー、ジュニア・レベルのトレーナーとして知るべきことを学び、シニアトレーのしていることを理解できるように
なる。水族館の機能とトレーナーの責任を正しくりかいする。またメンテナンス・トレーニングの重要性を理解する。

評価方法と基準

出席率・授業態度：２０％
前期試験：８０％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 山本　聡
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

科目名 イルカの行動と管理 I

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 後期試験

15 講義

【使用教科書・教材・参考書】使用教科書は特になし。参考となるものは① "Animal Training" (著者) SeaWorld Parks &
Entertainment (https://seaworld.org/animals/all-about/training/)、② "Zoomility" (著者）Grey Stafford（出版社）An
iReinforce.com book.

後期の講義内容の理解度、学生の知識の体
制化・説明力・日本語力を確認する。

小グループで試験の準備学習を行う。

学生の理解度が十分でない事項を中心に、
全ての学生が試験に出された項目を正しく理
解する う 説 する

自己の試験結果と解答解説をもとに、自己の
まとめノートに加筆・修正などを行う。

準備学習　時間外学習
毎回の授業中にとったノートを基に、良く分からなかったこと、疑問に思ったこと、興味を持っ
たことについて自分で調べ、それらを整理しまとめたものを自分のことばで書いたまとめノー

様々な動物の知性 まとめノートの作成

心の発達
まとめノートの作成

心の発達とアタッチメントの形成
まとめノートの作成

ターゲット・トレーニングとゲーティング
まとめノートの作成

様々な動物の情動
まとめノートの作成

鏡像認知と自意識
まとめノートの作成

トレーナーのレベルとそれぞれのレベルに要
求されること、まず的確な　　サイン出しと強
化が出来な と 毛 事を学ぶ

まとめノートの作成

ヒトの脳とイルカの脳　①
まとめノートの作成

ヒトの脳とイルカの脳　②、脳化指数と動物の
知性

まとめノートの作成

海外の組織と日本の組織。IMATAや飼育技
術学会を紹介する。

まとめノートの作成

アメリカのAnimal Warfare Actを学び、Animal
Firstの考えを持つ。

まとめノートの作成

参考文献を紹介し、改めて英語で学ぶ重要さ
を実感する。

まとめノートの作成

海外の優れた施設、動物の飼育トレーニング
だけでなく、HPのデザインなどにも注目する

自己の目標を見つめ直し、後期の自己の学
習・生活計画を立て直す。

教員の略歴
ケワロ湾海洋哺乳類研究所およびハワイ大学海洋生物研究所研究員兼トレーナー、沖縄海洋研究
所飼育顧問、あわしまマリンパーク飼育顧問、南知多ビーチランド飼育・研究アドバイザー、海洋哺乳
類エデュケーションセンター代表理事

授業の学習
内容

動物の情動に注意を向けさせ、動物にも心がある事を確信させる。またゲーティング・トレーニングやA-Bトレーニ
ングなどの基礎的なトレーニングが出来るようになる。

到達目標　
エントリー、ジュニア・レベルのトレーナーとして知るべきことを学び、シニアトレーのしていることを理解できるように
なる。水族館の機能とトレーナーの責任を正しくりかいする。またメンテナンス・トレーニングの重要性を理解する。

評価方法と基準

出席率・授業態度：２０％
前期試験：８０％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 山本　聡
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

科目名 イルカの行動と管理 Ⅱ

必修
選択



30

1

回数 日程 授業形態

1 講義

2 演習

3 演習

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 前期試験

15 講義

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

科目名 イルカの行動と管理Ⅲ

必修
選択

担当教員 山本　聡
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

学生の進路希望のヒアリング、就職活動につ
いてアドバイスをする。

今年の自分の目標を考え、1年間の生活・学習
計画をたてる。レポート課題の告知。

教員の略歴
ケワロ湾海洋哺乳類研究所およびハワイ大学海洋生物研究所研究員兼トレーナー、沖縄海洋研究所飼育顧問、
あわしまマリンパーク飼育顧問、南知多ビーチランド飼育・研究アドバイザー、海洋哺乳類エデュケーションセン
ター代表理事

授業の学習
内容

飼育動物は医療ケアの際に痛みを感じたり、様々なことに不安や恐怖、驚きなどのストレスを感じたりする。こうした不快を軽
減・取り除くために脱感作が絶対必要で、本授業では脱感作のメカニズムや行い方について学ぶ。次に動物のトレーニングや
しつけおいて罰がなぜ不適切かを学び、罰を使わない動物の問題行動の対処法を学ぶ。またジャンプなどの動作を教える、採
血を行うなど全てのことを行うための基盤となるトレーニングと施設デザインがある。本受業ではこれらの事項についても学
ぶ。本受業を通じてアニマル・ファーストで動物の飼育・トレーニングを考えられるようになってもらいたい。

到達目標　

クリッカー・トレーニングを体験し、行動形成を行うコツをつかむ、行動形成をする際の注意点を明確に認識するようになる。ハ
ズバンドリーとは何かを正しく理解し、ハズバンドリー行動とは何かを説明できる。脱感作には3種類あることを理解し、それぞ
れの脱感作のやり方・主な注意点を説明できる。アグレッションなどの問題行動に対してABC分析を適用し、まず問題の原因
を明確にしなければいけないことを理解し、問題に対してHow（原因）ではなくWhy（解決策）の考え方をするようになる。動物の
行動や態度を変化させるには、まずトレーナーのトレーニングのやり方、態度を変化させなければならいと考えるようになる。

評価方法と基準

出席率・授業態度：２０％
前期試験：８０％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再試験は公欠
が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

クリッカー・トレーニングを通して行動形成を
体験理解する。

まとめノートの作成
クリッカー・トレーニングを通して行動形成の
注意点認識できるようになる。

まとめノートの作成
正式なレポート・論文の書き方を知り、それ
らを留意してレポートが書ける。、

まとめノートの作成

3種類の脱感作とはどのようなものか、馴化と
はどのような現象か説明できる ハズバンド

まとめノートの作成

直接的・生理的嫌悪刺激に対する脱感作の行い
方を説明できる

まとめノートの作成

心理的不安や恐怖に対する脱感作の行い方を説
明できる

まとめノートの作成

インターアクティヴ・プログラムにおいて何を
どのように脱感作するか考えられる

まとめノートの作成
代表的なアグレッションの種類とその病理を説
明できる。

まとめノートの作成

行動形成１　行動の分解とトレーニング・プ
ランの設定

まとめノートの作成

行動形成２　ステップバイステップのトレーニ
ンとトレーニングに行き詰った時の対処法

まとめノートの作成

行動形成３　3種類のサイン付けのやり方を理
解する

まとめノートの作成

動物の心の理論と概念形成：動物たちとシン
ボリックなコミュニケーションが出来ること

まとめノートの作成

【使用教科書・教材・参考書】教科書は特になし。参考となるものは ① Carrots and Sticks -Principles of Animal Training  （著者）P. McGreen
and R. Boakes （出版社) Cambridge University Press、② Zoospensefull(https://zoospensefull.com/) およびZoospensefullのFacebook、③ Zoo
Logic (https://zoologic.libsyn.com/)

前期の講義内容の理解度、学生の知識の体制
化・説明力・日本語力を確認する

小グループで試験の準備学習を行う。

学生の理解度が十分でない事項を中心に、全
ての学生が試験に出された項目を正しく理解

自己の試験結果と解答解説をもとに、自己の
まとめノートに加筆・修正などを行う

準備学習　時間外学習
毎回の授業中にとったノートを基に、良く分からなかったこと、疑問に思ったこと、興味を持ったことにつ

いて自分で調べ、それらを整理しまとめたものを自分のことばで書いたまとめノートを作成する。
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1

回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 後期試験

15 講義

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

科目名 イルカの行動と管理Ⅳ

必修
選択

担当教員 山本　聡
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

罰を動物のトレーニングやしつけに用いること
が出来ない倫理的理由を説明できる

自己の目標を見つめ直し、後期の自己の学
習・生活計画を立て直す。

教員の略歴
ケワロ湾海洋哺乳類研究所およびハワイ大学海洋生物研究所研究員兼トレーナー、沖縄海洋研究所飼育顧問、
あわしまマリンパーク飼育顧問、南知多ビーチランド飼育・研究アドバイザー、海洋哺乳類エデュケーションセン
ター代表理事

授業の学習
内容

飼育動物は医療ケアの際に痛みを感じたり、様々なことに不安や恐怖、驚きなどのストレスを感じたりする。こうした不快を軽
減・取り除くために脱感作が絶対必要で、本授業では脱感作のメカニズムや行い方について学ぶ。次に動物のトレーニングや
しつけおいて罰がなぜ不適切かを学び、罰を使わない動物の問題行動の対処法を学ぶ。またジャンプなどの動作を教える、採
血を行うなど全てのことを行うための基盤となるトレーニングと施設デザインがある。本受業ではこれらの事項についても学
ぶ。本受業を通じてアニマル・ファーストで動物の飼育・トレーニングを考えられるようになってもらいたい。

到達目標　

罰の本質とオペラント条件づけの理論を理解すれば、動物のトレーニングに罰を用いることが倫理的にも理論的にも不適切で
あること、罰にはどのような副作用があるかを説明できる。DRL・DRI・DRO・LRS・タイムアウト・リコールのそれぞれの目的と適
切な用い方・行い方を説明できる。ゲーティング・トレーニングやA-Bトレーニングなどの基礎トレーニングがなぜ必要かを理解
し、それらのトレーニングの仕方を説明できる。海洋哺乳類の飼育施設をデザインするうえでどのようなことに留意すべきか考
えられるようになる。

評価方法と基準

出席率・授業態度：２０％
前期試験：８０％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再試験は公欠
が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

動物のトレーニングやしつけに罰を用いること
ができない理論的根拠を説明できる

まとめノートの作成

主な罰の副作用を説明できる。ABC分析に
よって問題行動の原因を考えられるようにな

まとめノートの作成

実習体験レポート　①　単に何をやったかを
報告するのではなく 様々な疑問について討論

まとめノートの作成

DRLとDRIの目的、適用方法、注意点を説明で
きる

まとめノートの作成

DROとLRSの目的、適用方法、注意点を説明
できる

まとめノートの作成

タイムアウトとリコールの目的、適用方法、注
意点を説明できる

まとめノートの作成

実習体験レポート　②　単に何をやったかを
報告するのではなく 様々な疑問について討論

まとめノートの作成

ターゲティングを行える条件、ゲーティングの
やり方を説明できる

まとめノートの作成

ゲーティング・トレーニングのやり方、ゲー
ティング行動の維持の仕方を説明できる

まとめノートの作成

A-Bトレーニングの配置レイアウトを考え、ト
レーニングの行い方を考えられる

まとめノートの作成

全てのトレーニングの基盤となる行動・姿勢
には何があるかを説明できる

まとめノートの作成

主なAnimal Language Studyにはついて学び、
それらの成果の応用利用について考えられる

まとめノートの作成

          
and R. Boakes （出版社) Cambridge University Press、② Zoospensefull(https://zoospensefull.com/) およびZoospensefullのFacebook、③ Zoo
Logic (https://zoologic.libsyn.com/)

後期の講義内容の理解度、学生の知識の体制
化・説明力・日本語力を確認する

小グループで試験の準備学習を行う。

学生の理解度が十分でない事項を中心に、全
ての学生が試験に出された項目を正しく理解

自己の試験結果と解答解説をもとに、自己の
まとめノートに加筆・修正などを行う

準備学習　時間外学習
毎回の授業中にとったノートを基に、良く分からなかったこと、疑問に思ったこと、興味を持ったことにつ

いて自分で調べ、それらを整理しまとめたものを自分のことばで書いたまとめノートを作成する。
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1

回数 日程 授業形態

1 4月20日 講義

2 4月27日 講義

3 5月11日 講義

4 5月18日 講義

5 5月25日 講義・実習

6 6月1日 講義

7 6月15日 講義

8 6月22日 講義

9 6月29日 講義

10 7月6日 講義

11 7月13日 講義

12 7月20日 講義

13 8月31日 講義

14 9月7日 試験・レポート

15 9月14日 講義
準備学習　時間外学習 事前学習にて講義の概要受け入れを準備し、事後学習にて自己の習得率を向上する

　【教材・参考書】　イルカ概論(粕谷俊雄著)　海獣水族館～飼育と展示の生物学　(村山司・祖一誠・内田詮三著)　ケトス知恵～
イルカとクジラのサイエンス(村山司著)　イルカ・クジラ学～イルカとクジラの謎に挑む(中原史生著)　世界のクジラ・イルカ百科辞

典(アナリサ　ベルタ著）捕鯨問題の歴史社会学（渡邊洋之著）　イルカのくれた夢　ママのくれた夢　（三好晴之著）

《イルカショウ》考察、ショウパフォーマンス
運営にあたって必要な役割分担

水族館におけるイルカ・アシカショウを機能さ
せる人材配置とその主な役割を考察する

60分筆記試験＋30分の感想文作成
前期を振り返りつつ、自己の理解度を確かめる
また、レポートにより自己分析を明確化する

試験の振り返りと共に、後期に対する取り組み
方をそれぞれに鑑み進級に際する修整を考える

前期を総括しつつ、自身における進路の方向性
を強化もしくは修正し、後期に備える

《イルカ》に関する様々な病気や疾患について
の対処や処置方法等の歴史を学ぶ

《イルカ》の病気や疾患について、個体の健康
管理方法を学ぶ　後に解剖解体にも繋げる

《人類》と《鯨類》の比較を、その身体的な違
いを元に提起していく

人類と鯨類のそれぞれの異なる《部位》を分別
し、その役割が説明出来るようになる

《鯨類・魚類・海棲類》の表記方法の歴史、そ
れらを意味する漢字表記の学習

主に水族館や海洋業界で使用される生体の表記
法等を改めて事前学習し習得する

改めて《イルカ》に関する生態的な情報と知識
を学びつつ、夏期休暇について考察する

《実習》を通して得た経験を元に初の長期休暇
への《実践的な学び、履歴書制作》を考察する

《イルカ》の初期飼育についての考察、個体捕
獲方法や捕鯨の歴史について学ぶ

古式～近現代に至る《捕鯨の歴史》に関する造
詣を深める。捕獲や輸送、初期飼育等を想定

《鯨類》について、現存する鯨類の種や科を学
び、それらの個体に対する造詣を深める

現在確認されている《鯨類》の種や科について
図式化し判別出来るよう、学術を理解する

海業界に求めれる《人財》の構築…事前に
《サービス業》に求められる人材を定義する

《水族館実習》に関する事前学習を主とし、ク
ラス、個人としての課題を明確化する

五月に行われる水族館実習《ドルフィンファン
タジー》の準備を通して、イベントや業務に対
応する《事前・実践・事後》の運用や対処法、
必要な能力を自己体験を元に学んび、自己分析
と評価し、後に参加する個人実習目標を掲げる

《水族館実習》の実践として現場においての振
舞い方、質疑応答対応、自己評価等を経験する
《水族館実習》の事後学習による自己分析とイ
ベント運営に対する論議による向学を行う

《水族館》の成立ちと現在、実習、就職先とな
る施設への理解度を高める

《水族館》の所在地と自身との関連性や目標施
設の設定を行う…実習を行う準備学習

前期の講義にあたっての主旨説明と《イルカ》
に関する様々な分野への理解の始まり

《イルカ》を図解し、その身体的特徴を明確化
しつつ説明出来、業界分野を理解する

教員の略歴 同志社大学卒　TCA・ECO副校長　日本唯一のイルカ訓練施設　㈲ドルフィンベェイス代表取締役

授業の学習
内容

①《歴史》とは、その世界における先人達により積み重ねた探求の産物である…長きにわたる研究の先に今に
至り、現状の業界運営における基本として成立ち、また今日も日々積み重なっている。その膨大な挑戦の記録
から、海の業界、ここでは《イルカ》の世界に導く為に重要である知識と経験を実践と座学、時に実習を踏まえて
の習得を主として学習して行く　②《イルカ・海関連》の様々な講義と関連し相互的な理解と活用が必要である。
③《イルカ》を中心とした歴史を学び、生態としての知識、訓練や処置方法、業界に求められるスタッフ像等、海
業界に適応する為に必要な様々な能力や知識を多面的に取り入れ、世界を担う人材となって貰いたい

到達目標　

①《イルカ》業界の成立ち…イルカとその業界についての初歩的知識を認識する　②《水族館》施設の現状…本
校との関りや自身のこれからを投影しつつ未来を予測する　③《実習》への対応…実戦的な実習を通して、自己
能力を見定め、自己評価や修整力を身に着ける　④《鯨類》の考察…イルカを中心としつつ、更に広い分野とし
て鯨類の種や科を理解する　⑤《イルカ》に関する様々な知識…飼育のみならず、捕獲方法や病気、その処置の
方法等、普段飼育していく上で必要不可欠な日常的情報と仕事面での有り様を学び取る　⑥《イルカの五感》に
ついての研究史…訓練や飼育に関して、理解度を高める為、個体としての五感の能力を学習する

評価方法と基準

定期試験　(60％)　出席数　(20％)　レポート　(20％)　達成レベル…①《イルカ》の初歩的知識の習得　②《水族
館》の現状の理解　③《実習》体験への準備とスキルアップ　④《鯨類》の種や科への理解　⑤《イルカ》の捕獲法
や病気等を知識として習得　⑥《イルカ》の五感についての様々な事象と能力を認識する　試験は筆記で施行
筆記試験評価：（A評価　100～９0点　B評価　８9～８0点　C評価　７9～７0点　Ｄ評価　69～60点　F評価　59～0
点）　再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってＤの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

動物業界における必要スキルとしての《適性》
と現場における《礼儀礼節》を指導する

三好豪
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

担当教員

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

科目名 イルカの歴史Ⅰ

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 10月5日 講義

2 10月12日 講義

3 10月19日 講義・実習

4 10月28日 講義・実習

5 11月2日 講義

6 11月9日 講義

7 11月16日 講義・実習

8 11月23日 講義

9 11月30日 講義

10 12月7日 講義

11 12月14日 講義

12 1月11日 講義

13 1月18日 講義

14 1月25日 試験・レポート

15 2月1日 講義

　【教材・参考書】　イルカ概論(粕谷俊雄著)　海獣水族館～飼育と展示の生物学　(村山司・祖一誠・内田詮三著)　ケトス知恵～
イルカとクジラのサイエンス(村山司著)　イルカ・クジラ学～イルカとクジラの謎に挑む(中原史生著)　世界のクジラ・イルカ百科辞

典(アナリサ　ベルタ著）捕鯨問題の歴史社会学（渡邊洋之著）　イルカのくれた夢　ママのくれた夢　（三好晴之著）

60分筆記試験＋30分の感想文作成
後期を振り返りつつ、自己の理解度を確かめる
また、レポートにより自己分析を明確化する

試験の振り返りと共に、最終学年時に対する取
り組み方・また就活法をそれぞれに鑑みる

後期を総括しつつ、自身における進路の方向性
を強化もしくは修正し、二年時に備える

準備学習　時間外学習 事前学習にて講義の概要受け入れを準備し、事後学習にて自己の習得率を向上する

《イルカ》に関するハズバンダリー訓練や健康
管理・処置方法等の歴史を学ぶ

飼育動物に関する起こり得る疾患や処置方法を
事前に予習しておく。事後として対処法の確認

《イルカ》の五感訓練史①…《視覚・触覚》に
ついて、飼育における実践的な意味合い

前期の学習や各施設での経験を踏まえつつ、自
己学習経験から得ている《イルカの五感》の意
義を事前に提示する。事後学習としては、その
五感の能力を用いた訓練を行う施設を各々で調
べ、訓練方法《ショウへ転用等》を推察する

《イルカ》の五感訓練史②…《聴覚》につい
て、コミュニケーション手段としての活用法
《イルカ》の五感訓練史③…《反響定位》につ

いて、各水族館での訓練技法と向上方法

翌週に控えた《オーストラリア実習》に伴い、
国内と海外施設の相違についての学習

施設として《シーワールド》見学実習の事前学
習とイルカに関する知識面での語学力の向上

海外における野生イルカとそれに携わる人々と
の観点の相違を飼育側から学び取る

《ドルフィントレーニング》の呼称や動作を事
前に、海外実習参加後の経験から提示する

海外における《ドルフィントレーニング用語》
解説英語を交えながら、国内との共通点を見る

《ドルフィントレーニング用語》を英語表記し
その呼び名とアクションを考察する

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

翌週に記載控えた《和歌山実習》に対する事前
学習を行い、現場での理解度を高める

《和歌山実習》での個人スキルアップ事項の確
認。個人目標とクラス目標の設定を行う

後期の講義にあたっての主旨説明と《イルカ実
習》に関する様々な分野への理解の始まり

後期学習における受講生それぞれの実学スケ
ジュールの作成と前期の反省を提示する

《和歌山実習・鯨博》での現地レクチャー４つ
の項目(アルビノ・捕鯨・骨格等)の確認と学習

10月に行われる宿泊実習《鯨の博物館・ドル
フィンベェイス・その他の水族館施設》におけ
る全ての施設に対する事前学習(生体展示やレ
クチャー、トレーニング、ショウ参加)等を予
習準備する。また、それぞれ翌週は事後学習を
して、反省を踏まえた論議(アルビノ・捕鯨・

骨格等について)し身に付ける

《和歌山実習・ドルフィンベェイス》でのスキ
ンダイブ向上とトレーニング参加学習

《鴨川・大洗実習》におけるバックヤードツ
アーの事後学習と現地レクチャー予習

《水族館実習》の事後学習による自己分析とイ
ベント運営に対する論議による向学を行う

同志社大学卒　TCA・ECO副校長　日本唯一のイルカ訓練施設　㈲ドルフィンベェイス代表取締役

授業の学習
内容

①《歴史》とは、その世界における先人達により積み重ねた探求の産物である…長きにわたる研究の先に今に
至り、現状の業界運営における基本として成立ち、また今日も日々積み重なっている。その膨大な挑戦の記録
から、海の業界、ここでは《イルカ》の世界に導く為に重要である知識と経験を実践と座学、時に実習を踏まえて
の習得を主として学習して行く　②《イルカ・海関連》の様々な講義と関連し相互的な理解と活用が必要である。
③《イルカ》を中心とした歴史を学び、生態としての知識、訓練や処置方法、業界に求められるスタッフ像等、海
業界に適応する為に必要な様々な能力や知識を多面的に取り入れ、世界を担う人材となって貰いたい

到達目標　

①《イルカ》業界の成立ち…イルカとその業界についての初歩的知識を認識する　②《水族館》施設実習…後期
開始一ヶ月間で訪れる国内外6つの施設の事前学習を行う　③《個人実習》への対応…実戦的な実習を通して、
自己能力を見定め、自己評価や修整力を身に着ける　④《鯨類》の考察…イルカを中心としつつ、更に広い分野
として鯨類の種や科を理解する　⑤《イルカ》に関する様々な知識…飼育のみならず、捕獲方法や病気、その処
置の方法等、普段飼育していく上で必要不可欠な日常的情報と仕事面での有り様を学び取る　⑥《イルカの五
感》についての訓練史…飼育に関して、理解度を高める為、改めて個体としての五感の能力を学習する

評価方法と基準

定期試験　(60％)　出席数　(20％)　レポート　(20％)　達成レベル…①《イルカ》の初歩的知識の習得　②《水族
館》の現状の理解　③《実習》体験への準備とスキルアップ　④《鯨類》の種や科への理解　⑤《イルカ》の捕獲法
や病気等を知識として習得　⑥《イルカ》の五感についての様々な事象と能力を認識する　試験は筆記で施行
筆記試験評価：（A評価　100～９0点　B評価　８9～８0点　C評価　７9～７0点　Ｄ評価　69～60点　F評価　59～0
点）　再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってＤの評価とする。

三好豪
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

科目名 イルカの歴史Ⅱ

必修
選択

担当教員

教員の略歴



30

　（　1単位　）

回数 日程 授業形態

1 4月22日 講義

2 5月6日 講義

3 5月13日 講義＆演習

4 5月20日 講義

5 5月27日 講義

6 6月3日 演習・講義

7 6月17日 講義

8 6月24日 演習・講義

9 7月1日 演習・講義

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 演習・講義

12 7月22日 演習・講義

13 9月7日 テスト

14 9月16日 振り返り

15 9月2日 実習振替

準備学習　時間外学習
感動したこと、興味を持ったこと、それぞれの方法で独自に学ぶ。そこで得た知識は体験から得たと同様の「知

恵」となるから重要。

　【使用教科書・教材・参考書】①教科書：「インタープリター養成講座　Work book」菅原茂監修、PACI１０周年記念写真集「Whale & Dolphins」，親
子　安全海遊び講座、海あそびレシピ・海辺の環境教育プログラム事例集、②参考書：「全国水族館&フィールドガイドブック」菅原茂監修、「世界に
広がるホエールウォッチング」、「インタープリター・トレーニング」、など

特別講義「三屋智子」カナダ・オルカラボ研究者。2002
年世界を驚かせた国際的な野生動物保護・そのロマ
ンを学ぶ。

燃える決意発表（1分間スピーチ）レポートを見ずに語
れる。Work book1～3章解説と課題。

アニメ「ファインディング・ニモ」鑑賞＆面接（Workbook
課題＆燃える決意チェック）。感動し学ぶ。自然体験活
動。
この授業の狙いは①学校へ入学し3週間学生たちの
状況を把握。②アニメも使い方により、多くの教育効果
がある。

レポート①、予習課題

レポート②

ワークショップ：数名のグループに分かれ論議・発表す
る。いろんな人の意見を聞き参加者を知る訓練そして
解説。

予習・復習課題

予習・復習課題

予習・復習課題

レポート③

予習・復習課題

予習・復習課題

評価方法と基準
①出席率（６０％）　②レポート、PACIガイドライン達成率（１５％）　③期末テスト・PACI・１Star検定試験（２０％）　④その他貢献度
（５％）
　以上の割合で評価する。　評価点数が90点以上はS、80点以上はA, 70点以上はB、60点以上はC(ここまで単位取得) とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

インタープリテーション（自然や野生動物のメッセージを伝える）能力を身に付けることを第一の目的とする。
授業内容は環境教育促進法（略称）に基づき,環境省（文部科学省、国土交通省の3省）に登録している「インタープリター入門講
座」をベースにしている。水族館関係者、野生動物のフィールド専門家、研究者などPACIの非常勤講師の特別講義をふんだんに、
業界の最新情報の収集やキャリアデザイン能力を磨く等幅広い内容で、インタープリターの基礎知識を学ぶ構成となっている。

到達目標　

日帰りで10人程度の少人数の子供や大人を海辺や水族館・博物館などに案内できるインタープリターになることを目標とする。
<具体的な目標>
①PACI１Star　インタープリターのガイドライン8項目について80％以上の達成を目指すこと。
②PACI　教則本「インタープリター養成講座　Work book」（１Star,2Star兼用の1Star部分）について、80％以上理解をしていること。
③CNAC海に学ぶ体験活動協議会編「海あそびレシピ」環境教育プログラム３３件の内、１０件以上のインタープリテーションが子
供たちに指導できること。

担当教員
菅原　茂

（他PACIの
特別講師）

明治大学政治経済学部卒、あわしまマリンパーク・総支配人、淡島水族館・館長、NPO法人PACI国際海洋自然観察員協会・代表
理事、TCA東京ECO動物海洋専門学校・副校長（大阪、福岡、名古屋、仙台兼務）、NPO法人CNAC海に学ぶ体験活動協議会・理
事

TCA東京ECO動物海洋専門学校

　　インタープリター養成講座Ⅰ
(2021PACI Interpreter Training Course

)
科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

1年生

PACIのビジョン・活動目的・目標を理解する。「燃える
決意」をレポートする。イルカ・クジラ写真集の解説と
贈る言葉。

「インタープリター養成講座Workbook」へ
書き込み復習・予習課題

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

教員の略歴

授業の学習
内容

特別講義「篠原正則」（イルカの行動学の大家）から学
ぶ、研究とは、行動学とは、人類との違いとは、など深
く・広い。
インタープリターをやってみよう。水族館のセイウチの
ショー、数枚の写真を見て何をしているのか、解説に
挑戦。
CNAC「海あそび安全講座」に参加した2年生のリー
ダー数名による講習会。1年生、2年生にとっても学び
の機会。
「インタープリターをやってみよう」その２．野生のドル
フィンウォッチング。数枚の写真を見て、何を語るか解
説に挑戦。
Work book第4～7章解説＆課題。前期中間総括＆夏
休み計画。Plan Do Check and Action(PDCA)のサイク
ル解説。

PACI・１Star検定試験＆ガイドライン達成率チェック

夏休み総括レポート作成＆発表。

レポート④

予習・復習課題

レポート⑤

予習・復習課題



回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 実習

13 講義

14 試験

15 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　

　※指示をした時のみ、タブレット端末などでの検索を許可します。　　

TCA東京ECO動物海洋専門学校

Microsoft teamsを利用した試験を行う。
前回の授業で補足した内容について再度復習し試験
に備える。

解答した試験を元に各自不明な箇所を理解できる。 これまでの板書を読み返し復習をする。

準備学習　時間外学習

代表的な水棲ガメ、両生類の飼育について理解できる。
飼育室で飼育されているカブトニオイガメについて
図鑑を用いて調べる。

ダイビング実習

これまで習得した知識や技術の確認を理解できる。 これまでの板書を読み返し復習をする。

用品⑥その他周辺機器、用品について理解できる。
飼育室で使用されている今までに授業で取り扱って
いない用品を調べる。

代表的なヘビの飼育について理解できる。
飼育室で飼育されているコーンスネークについて図
鑑を用いて調べる。

代表的なトカゲ、リクガメの飼育について理解できる。
飼育室で飼育されているアオジタトカゲについて図
鑑を用いて調べる。

用品③照明、保温器具について理解できる。
飼育室で使用されている照明、保温器具にどのよう
な商品が使われているか確認する。

用品④床材、シェルター等ケージ内用品について理解でき
る。

飼育室で使用されていない床材、シェルターを調べ
ておく。

用品⑤生体の食性に適した餌について理解できる。
餌に使用されている生体を観察し飼育室で使われて
いない餌用生物を調べておく。

用品①爬虫・両生類の飼育に必要な用品はどのような目的で
どのようなものが存在するか理解できる。

飼育室で飼育されている爬虫、両生類を観察し日報
を確認する。

飼育室で使用されている用品の形を記憶しておく。

用品②飼育ケージについて理解できる。
飼育室で使用されているケージの共通点を考察す
る。

到達目標　

爬虫・両生類とはいかなる動物かを理解する。一般に流通している種類について展示・解説・販売ができるようになり、用品について
正しく理解する。
高校で生物を履修していない生徒でも、エキゾチックアニマル関連の業界に就職した場合に困らないだけの基礎的な知識をつける。
園館・流通の業界の違いを理解しどちらの業界で就職した場合でも通用する人材となる。

評価方法と基準 定期試験　100％

授業計画・内容

学科・ｺｰｽ 水族館アクアリスト

教員の略歴

授業の学習
内容

水族館など主として海洋生物を取り扱う業界においても、生態系、生物多様性といった概念の普及に伴って、さまざまな動植物の展示や教育活動が
行なわれるようになり久しい。かつては常に脇役に甘んじていた爬虫・両生類に対する世間の関心や需要も非常に高まっている。水生生物や愛玩動
物を取り扱う問屋、小売店においても、それは同様の傾向にあり、時代のニーズに即した爬虫・両生類に関する知識や飼育技術の習得は、今後ます
ます求められていくものと予想されるため、それに即応した教育を目指すとともに動物業界で仕事をする際に必要な接客スキルを身に付け、流通・水
族館等の現場で即戦力となる人材育成を行う。

担当教員 田中大貴

授業
形態

講義
総時間
（単位）

９０
（２）

科目名 両生爬虫類学

必修
選択

必須 年次 1

爬虫類、両生類の大まかな分類、どのような種がいるか理解
できる。

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

講師紹介。本授業の趣旨を理解できる。



回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 試験

15 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　

　※指示をした時のみ、タブレット端末などでの検索を許可します。　　

TCA東京ECO動物海洋専門学校

Microsoft teamsを利用した試験を行う。
前回の授業で補足した内容について再度復習し試験
に備える。

解答した試験を元に各自不明な箇所を理解できる。 これまでの板書を読み返し復習をする。

準備学習　時間外学習

リスザル、キンカジュー等、サルの飼育方法。販売時の魅
力的な解説を理解する。

図鑑等でコモンリスザルについて調べる。

上記以外の珍獣を呼ばれる動物の飼育方法。販売時の魅力
的な解説を理解する。

ペットトレードに乗る珍獣として扱われる動物には
どのようなものがいるか調べる。

これまで習得した知識や技術の確認を理解できる。 これまでの板書を読み返し復習をする。

マウス、ハムスターの飼育方法。展示・販売時の魅力的な
解説を理解する。

図鑑等でマウス、ハムスターについて調べる。

デグー、モルモット、ウサギの飼育方法。販売時の魅力的
な解説を理解する。

図鑑等でデグー、モルモット、ウサギについて調べ
る。

ハリネズミ、フクロモモンガの飼育方法。販売時の魅力的
な解説を理解する。

図鑑等でハリネズミ、フクロモモンガについて調べ
る。

狩猟鳥獣、特定外来生物の種類、飼育方法、許可の取得に
ついて理解できる。

図鑑等でカミツキガメについて調べ、飼育室で観察
する。

哺乳類・鳥類飼育に使用する照明機器、保温機器等のバリ
エーション、使用方法を理解する。

ネット通販サイトや店舗でどのような用品が販売さ
れているかを確認する。

フェレットの飼育方法。展示・販売時の魅力的な解説を理
解する。

図鑑等でフェレットについて調べる。

クモ、ムカデをはじめとする節足動物の飼育方法。展示・
販売時の魅力的な解説を理解できる。

図鑑等でメキシカンレッドニーについて調べ、飼育
室で観察する。

ゴキブリやカマキリなどの昆虫の飼育方法。展示・販売時
の魅力的な解説を理解できる。

図鑑等でコオロギについて調べ、飼育室で観察す
る。

特定動物の種類、飼育方法、許可の取得について理解でき
る。

図鑑等でアメリカドクトカゲについて調べ、飼育室
で観察する。

評価方法と基準 定期試験　100％

授業計画・内容

講師紹介。本授業の趣旨を理解できる。

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

到達目標　

魚類以外の飼育される動物を理解する。一般に流通している種類について展示・解説・販売ができるようになり、用品について正し
く理解する。
高校で生物を履修していない生徒でも、エキゾチックアニマル関連の業界に就職した場合に困らないだけの基礎的な知識をつけ
る。
園館・流通の業界の違いを理解しどちらの業界で就職した場合でも通用する人材となる。

年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

教員の略歴
東京コミュニケーションアート専門学校卒業、観賞魚卸業、TCA教務を経験後、
現在はエキゾチックアニマルの販売・餌ブリードを行う。

授業の学習
内容

水族館など主として海洋生物を取り扱う業界においても、生態系、生物多様性といった概念の普及に伴って、さまざまな動植物の展示や教育活動
が行なわれるようになり久しい。かつては常に脇役に甘んじていたエキゾチックアニマルに対する世間の関心や需要も非常に高まっている。水生生
物や愛玩動物を取り扱う問屋、小売店においても、それは同様の傾向にあり、時代のニーズに即したエキゾチックアニマルに関する知識や飼育技
術の習得は、今後ますます求められていくものと予想されるため、それに即応した教育を目指すとともに動物業界で仕事をする際に必要な接客ス
キルを身に付け、流通・水族館等の現場で即戦力となる人材育成を行う。

担当教員 田中大貴

授業
形態

講義
総時間
（単位）

30
1

科目名 エキゾチックアニマルⅠ

必修
選択

選択
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1

ｓ

回数 日程 授業形態

1 4月19日 グループワーク

2 4月26日 グループワーク 好きな物マップ。自分を知ってもらう

3 5月10日 個人、グループワーク

4 5月17日 個人ワーク

5 5月31日 グループワーク

6 6月7日 グループワーク

7 6月14日 グループワーク

8 6月21日 個人、グループワーク

9 6月28日 グループワーク

10 7月5日 個人、グループワーク

11 7月12日 グループワーク

12 7月19日 個人、グループワーク

13 8月23日 グループワーク 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自己分析に活かす

14 9月6日 試験

15 9月13日 振り返り

準備
学習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ＣＳＵ教科書、配布プリント

授業内容説明、自己紹介ワーク 教科書１章を読む

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

教員の略歴

授業の学習
内容

北里大学卒業後、日油株式会社勤務。キャリアコンサルタント。精神福祉士取得、コミュニケーション、心理学講師

社会人になるための基本的なコミュニケーション力をつける。今後の研修、就職活動に向けて自己理解を深め、自分の長所や短所
の理解を深めておく。研修先で必要なコミュニケーション力をつける。履歴書作成では主に自己分析に基づいた自己ＰＲを作成出
来るようにする。水族館やショップなどで活かせる対応力、自分自身をＰＲできるプレゼンテーション力をつけていく。

到達目標　
前期は自己理解、他者理解を深めることでコミュニケーション力を上げていく。自己分析は自己分析ツールを使用して理解を深め
る。他者理解はグループワークによって理解を深めていく。後期はＣＳＵ検定の合格、更なる自己理解、他者理解を深めることで就
職活動に活かせるコミュニケーション力をつけていく。

担当教員 片岡紀予
コミュニケーションスキルアップⅠ科目名

必修
選択

必修

授業
形態

講義

1

評価方法と基準
テスト結果20％、授業態度（授業態度を点数化します。再試は試験当日試験を受けなかった学生に対し当日と同じ試験を受けても
らいます。試験日に試験を受けてＤ評価以下の場合はレポートを出してもらい評価します。公欠だった場合は当日に試験を受けた
ものとみなし、評価します。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

教科書2章を読む

試験返却、今後の計画 試験で出来なかったことの復習

教科書３章を読む

教科書３章を読む

　　　わたしのイメージ

対話ワーク 教科書2章を読む

　　日常行動テスト。自己分析

　　　なぞの宝島。コンセンサス

言葉で伝える図形

自己分析に活かす

　自己分析のまとめ

教科書2章を読む

Who am I? 　自己分析のまとめ

　エゴグラム、心理テスト。

基本的にはＣＳＵ教科書を準備学習とする。

模擬店　ジェスチャーゲーム

人間関係の持ち方を日常に活かすストローク肯定的関わり

価値観について考える

もしも～がなくなったら

ワーストワンは誰だ

教科書2章を読む
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１

回数 日程 授業形態

1 4月18日
講義

グループワーク
クラス仲間とコミュニケーションをとる。

2 4月25日
講義

グループワーク

3 5月9日
講義

個人ワーク

4 6月6日
講義

個人ワーク

5 6月13日
講義

個人ワーク

6 6月20日
講義

グループワーク

7
6月20日

5限
個人ワーク

8 6月27日 グループワーク

9 7月4日
講義

個人ワーク

10 7月11日
講義

個人ワーク

11 7月18日
個人ワーク

グループワーク

12 8月22日 グループワーク

13 8月29日 グループワーク

14 9月5日 個人ワーク

15 9月12日
個人ワーク

グループワーク

自分の長所・短所を見つけておく。

ＥＰＰＳ性格検査の
解説と検討

私の特徴
～リフレーミング～

TCA東京ECO動物海洋専門学校

　ＣＳＵ
(コミュニケーションスキルアップ）

科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

教員の略歴

授業の学習
内容

学習項目 学習内容

到達目標　

＊３つのキャリア（セルフマネージメント・チームマネージメント・仕事ゲット力）を高めていくことにより、
　　社会人になるための基礎体力を体得し、就職への意欲を高める。
     　   1．セルフマネージメント：自分をコントロールする能力⇒自分らしさを理解し、積極的に行動する。
          2．チームマネージメント：人との関係をつくる能力⇒他者を理解しながらコミュニケーションをとる。
          3．仕事ゲット力：社会デビュー能力⇒就活や仕事に必要な自己表現力・社会マナーを身につける。
＊社会への自立心を育て、自己実現への準備ができるようになる。

担当教員 岡田弘子

2003年度よりＣＳＵ講師　日本カウンセリング学会カウンセリング心理士　心療内科非常勤カウンセラー

自己紹介ワーク
ＣＳＵとは？クラス仲間と交流する。
「３つのキャリア・１５のスキル」をチェック。

クラスの理解

今までの自分を振り返り、履歴書作りに向
けて、自分の歩みを整理する。

＊将来に向けての「キャリア」（社会力や人間力、生きる力）を高めていきます。
＊クラスの関係作り→自己理解＆他者理解→仲間との交流→協同作業を目的にしています。
＊仕事に必要なコミュニケーション力に磨きをかけていきます。
＊自己理解と他者理解を深めることにより、自己肯定感と他者認知力を育てていきます。
＊「コミュニケーションスキルアップ検定」の合格を目指し、検定試験対策の集中講義を行います。

教科書Ｐ３７～Ｐ３９を予習・復習する。

卒業校の正式名称を確認しておく。

今まで歩みと経験を思い出す。

前期ＣＳＵの振り返り。
学んだことや気づいたことをまとめる。

試験

情報をまとめて課題を達成する。
チームワークに必要なスキルを体験する。

前期に経験したことを思い出す。

評価方法と基準

1）出席回数　30％
2）ワークへの取り組み姿勢　20％
3）振り返り試験　50％
4）授業態度（目に余るマナー違反は減点）

授業計画・内容

準備学習　時間外学習(学習課題）

ＥＰＰＳ性格検査

履歴書作成

情報を送受信しながら図形を描く。
コミュニケーションのプロセスを学ぶ。

自己分析

グループワーク
「言葉で伝える図形」

履歴書作成の基本とポイントを学ぶ。

エゴグラムパートⅠ
心の構造とその特徴を知る。
自分の良いところを見つける。

教科書「コミュニケーションスキルアップ検定」　　　ＣＳＵオリジナルワークプリント

準備学習　時間外学習 自分と他者に関心を持ち、様々な人と交流しながら、社会に向けてのコミュニケーション力を育てていく。

後期プランを作成。
「後期への誓い」を行う。

振り返り

　【使用教科書・教材・参考書】　

日常での自分の行動を振り返る。

クラスの仲間を知る。
グループ会話を体験する。

グループワーク
「なぞの宝島」

グループワーク
「おもしろ村」

グループワーク
「ワースト1は誰だ！」

ＥＰＰＳの採点結果から、
自分の特徴、自分らしさをまとめる。

短所をリフレーミングで長所にする。
自分の特徴をまとめて発表する。

意見交換を通して、お互いの価値観を理解
する。協同作業を行う。

教科書Ｐ１４～P１７を予習・復習する。

睡眠を十分とり、体調を整えておく。
自分の性格傾向を検査。
集中作業に取り組み、達成感を得る。

クラス仲間とコミュニケーションをとる。

クラス仲間とコミュニケーションをとる。

情報をまとめて課題を達成する。
チームワークを振り返り、発表する。

「ＥＰＰＳの採点」
チームワークでＥＰＰＳを採点。
チームサポートを体験する。
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1

回数 日程 授業形態

1 4月19日 個人ワーク、講義

2 4月26日 グループワーク

3 5月10日 グループワーク

4 5月17日 グループワーク

5 5月31日 プレゼンテーション

6 6月7日 プレゼンテーション

7 6月14日 プレゼンテーション

8 6月21日 講義、個人ワーク

9 6月28日 クラスワーク

10 7月5日 プレゼンテーション

11 7月12日 グループワーク

12 7月19日 グループワーク

13 8月23日 グループワーク

14 9月6日 試験

15 9月13日 振り返り

他者から見た自分をまとめ、面接に活かす

コミュニケーションスキルアップⅡ科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

2

　プレゼンテーションの練習

就職活動準備

　　 　業界研究プレゼンテーション

就職活動準備

他者を紹介する資料作り

前期は自分に合った就職先を考え、自ら調べ、就職活動に活かせるコミュニケーション力をつける。また、就職活動には
自己理解を深めて自分をＰＲする能力が必要になるため、1年生のＣＳＵの到達目標である自己理解も更に深めていく。
後期は社会人として職場で役立つコミュニケーション力をつける。

担当教員 片岡紀予

北里大学卒業後、日油株式会社勤務。キャリアコンサルタント。精神福祉士取得、コミュニケーション、心理学講師

評価方法と基準
プレゼンテーション発表の評価（仕事調べでの準備、プレゼンテーションの結果を点数化、ただし研修での公欠は考慮に
入れます）10%、テスト結果40%、授業態度50%。

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

教員の略歴

授業の学習
内容

コミュニケーション力能力をつける、就労、及び自立を目指した学習。将来について考えて、自ら選択する能力をつけ、自
分自身の自己肯定感をアップする。自ら調べる力をつける。社会に出ても通用するコミュニケーション力やプレゼン力を
つけ、新社会人となったときの即戦力をつける。

到達目標　

授業計画・内容

　プレゼンテーションの練習

興味のある仕事について調べる

業界研究 興味のある仕事について調べる

業界研究

業界研究 興味のある仕事について調べる

　　 　業界研究プレゼンテーション

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

授業説明、ジョブタグ 就職活動準備

　　　面接練習；講師との面接含む

業界研究まとめ

ＣＳＵ教科書、配布資料

試験返却、今後の計画 後期に向けてのプランを立てる

準備学習　時間外学習 インターネット、本などでの企業研究。就活の本などを読むようにする

自己ＰＲツリー（ＰＲポイント探し）人生曲線

　　他己紹介（他者を紹介する準備）

面接準備

面接練習

　【使用教科書・教材・参考書】　

面接を受ける際の資料作り

　人前で話す練習、マナーを調べる

　人前で話す練習、マナーを調べる

　　他己紹介（他者を紹介する）
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（ 1）

回数 日程 授業形態

1 4月19日
講義

個人ワーク

2 4月26日 グループワーク

3 5月10日 グループワーク

4 5月17日 個人ワーク

5 5月31日 個人ワーク

6 6月7日 個人ワーク

7 6月14日 個人ワーク

8 6月21日 講義

9 6月28日 個人ワーク 自己ＰＲをイメージしておく。

10 7月5日 グループワーク 面接をイメージしておく。

11 7月12日
講義

個人ワーク
社会的マナーに関心を持つ。

12 7月19日 個人ワーク

13 8月30日
講義

個人ワーク

14 9月6日 個人ワーク

15 9月13日
個人ワーク

グループワーク

就活スキル④
「電話・メール・就業マナー」

自己分析④
「自己ＰＲチャートワーク」

“わたし”に関する１００の質問から、自己ＰＲに
役立つ情報を集め、作成準備を行う。

日常生活を振り返り、苦労したことや困難な体
験から、自己ＰＲポイントを見つける。

自己分析①
「スマホ自己検査」

自己分析②
「パーソナリティチェック」

「他己分析」

自己分析③
「”わたし”に関する

１００の質問」

これまでのワークプリントを活かして、「自己Ｐ
Ｒシート」と「３分間自己ＰＲ」を作成する。

「3分間自己ＰＲ」を発表。面接のポイントを理
解しながら、ロールプレイを行う。

電話のかけ方やメールの送り方など、
実習や仕事に必要なマナーを再確認する。

TCA東京ECO動物海洋専門学校

　ＣＳＵⅡ～キャリアサポート
（コミュニケーションスキルアップⅡ）

科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

教員の略歴

授業の学習
内容

学習項目 学習内容

＜卒業後のキャリア選択・実行に向けてのサポート授業です＞

１．.就活や仕事に必要な「社会人基礎力」を身につけ、就職への意欲と自信を確かなものにしていく。
２．.キャリア教育の視点に基づき、「就労」および「自立」を目指す。
３．これからの「人生」を設計していく。

到達目標　

１．自分で考え、意志決定をして、行動を選択＆実践できる。

２．「履歴書作成力」「自己ＰＲ力」「面接力」をスキルアップし、「就労」および「自立」を実現できる。

３．自分の人生に即したキャリアプランを検討し、それに必要なキャリア形成とキャリア設計ができる。

担当教員 岡田弘子

2003年度よりＣＳＵ講師　日本カウンセリング学会カウンセリング心理士　心療内科非常勤カウンセラー

評価方法と基準

1）出席回数　30％
2）ワークへの取り組み姿勢　20％
3）振り返り試験　50％
4）授業態度（目に余るマナー違反は減点）

授業計画・内容

準備学習　時間外学習(学習課題）

　【使用教科書・教材・参考書】　

授業の目的と目標を理解する。
「社会人基礎力」を自己チェックする。

就活状況を振り返る。

ワークプリントを整理しておく。

「キャリアサポート」とは

就活スキル①
「面接スキル」

就活スキル②
「自己ＰＲ作成」

「不安シューティング！」

２年次の自分を自覚する.

就活スキル③
「面接ロールプレイ」

「不安！」グループ発表
就活進捗チェック

自分の特徴や自分らしさを振り返る。

　　　　　　ＣＳＵⅡオリジナルワークプリント

前期の自分を振り返る。

準備学習　時間外学習 日々の出来事に関心を持ち、自分と向き合うワークから得た学びや気づきを、社会で生きていく力にする。

仕事の進め方の基本であるPDCA（計画→実
行→検証→改善）を実践的に学ぶ。

今の自分のストレス度をチェック。
ストレスへを理解し、その対処法を考える。

前期の振り返り。授業で得たこと、学んだこと、
気づいたことをまとめる。

「夏休みの行動計画」を検証し、後期の課題を
明確にする。クラス発表を行う。

試験

振り返り

夏休みの過ごし方を考えておく。

心身の状態を意識しておく。

夏休みの行動計画

ストレスマネージメント

どんな人間か、自分に目を向ける。

印象的な出来事を思い出す。

面接をイメージしておく。

「就活」をイメージしておく。

面接での注意点や、説得力ある表現など、
面接の知識とスキルを学ぶ。

就活への不安や心配ごとをチェック。
その解決策や対応をグループで話し合う。

自分の長所・短所を見つけておく。

「不安シューティング！」の解決策や対応を発
表する。就活の進捗状況を確認する。

４つの自己検査から、仕事に対する興味や価
値観、自分の特徴を理解し、就活に役立てる。

自分の長所・短所・得意なこと・苦手なことをま
とめる。仲間の協力で他己分析を行う。
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回数 日程 授業形態

1 4/19 演習

2 4/26 演習

3 5/10 演習

4 5/17 演習

5 5/31 演習

6 6/7 演習

7 6/14 演習

8 6/21 演習

9 6/28 演習

10 7/5 演習

11 7/12 演習

12 7/19 演習

13 8/30 演習

14 9/6 演習

15 9/13 演習

科目名

必修
選択

必修 年次

授業
形態

演習
総時間
（単位）学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

教員の略歴

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

TCA東京ECO動物海洋専門学校

講座を受講する意義を理解し、PCの基本操作がで
きる

評価方法と基準
定期試験では、パソコンを使用した実技試験をおこない、授業で学んだPC操作の定着度を確認する
評価は通常点(40点)と期末テスト(60点)の合計100点満点でおこない、学則規定に準ずる

授業の学習
内容

・コンピュータネットワーク環境の適切な利用をとおして各自の専門分野において有益な情報を得る
・PC操作をとおして、効果的、効率的にデータ作成をおこなう

到達目標　
・コンピュータネットワーク環境をITリテラシーの観点に基づき適切に利用できる
・複合文章の作成（Word）、表計算や表、グラフの作成（Excel）ができる

表計算ソフトの基本操作ができる
後期発表資料のシナリオを作ることができる

企業や施設が求める表計算ソフトの操作ができる

関数を駆使した資料を作成できる

　【使用教科書・教材・参考書】　

担当教員

(株)ブ
レーンス
タッフコ
ンサルタ
ンツ

滋慶学園グループの一企業である(株)ブレーンスタッフコンサルタンツのラーニングマネージャーが、
卒業研究や就職後に必須となるパソコンスキルについて特化した講義を実施

コンピュータ演習Ⅰ
1

滋慶学園グループの学生にとって必要なスキルに特化した、オリジナルのe-learning（インターネット上のテキスト）を使用

前期の振り返り

準備学習　時間外学習

インターネット上の
イーラーニングテキストで

操作手順を確認し、
練習を繰り返し操作を定着させる

新しいテクノロジーや情報を扱うための基礎的な
知識や注意点を理解し、正しく上手に活用できる

受け取り手に好印象を与えるメールのマナーを知
り、メール機能を使いこなすことができる
個人所有PCで講義を実施するための設定ができ
る
Officeソフト共通の基本操作ができる
文書作成ソフトを使って、効率的にビジネス文書を
作ることができる

画像や図形を駆使した文書を作成できる

グラフを駆使した資料を作成できる

Excel基礎で習ったことを実践できる

Excel試験問題の実施

表を駆使した文書を作ることができる

インターンシップの報告書を作成する準備ができる
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1

回数 日程 授業形態

1 演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

滋慶学園グループの学生にとって必要なスキルに特化した、オリジナルのe-learning（インターネット上のテキスト）を使用。

TCA東京ECO動物海洋専門学校

インターネット上の
イーラーニングテキストで

操作手順を確認し、
練習を繰り返し操作を定着させる

PowerPoint試験問題の実施

後期の振り返り

準備学習　時間外学習

作成したスライドを使って発表できる（2）

長文作成における必要な操作ができる

PowerPoint基礎で習ったことを実践できる

表の活用・図表の効果的な表現をすることができ
る

フォントや配色などを工夫して見やすいスライドに
編集できる

作成したスライドを使って発表できる（1）

PowerPointを使用し、紙芝居を作成することができ
る

何を伝えるかを簡潔に示したスライド作成の設計
ができる

レイアウト、配色等、デザインに考慮した図解を作
成できる

AI（人工知能）に関する正しい情報や知識を身に着
け、適正かつ有効に活用できる

AI機械学習について実践を通してより深めることが
できる

スライド作成の基本的な操作ができる

評価方法と基準
定期試験では、パソコンを使用した実技試験をおこない、授業で学んだPC操作の定着度を確認する
評価は通常点(40点)と期末テスト(60点)の合計100点満点でおこない、学則規定に準ずる

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

必要な情報をインターネットで検索したり、ファイル・フォル
ダの仕組みを理解して操作したりすることができる

教員の略歴
滋慶学園グループの一企業である(株)ブレーンスタッフコンサルタンツのラーニングマネージャーが、

卒業研究や就職後に必須となるパソコンスキルについて特化した講義を実施

授業の学習
内容

・コンピュータネットワーク環境の適切な利用をとおして各自の専門分野において有益な情報を得る
・PC操作をとおして、効果的、効率的にデータ作成をおこなう

到達目標　
・コンピュータネットワーク環境をITリテラシーの観点に基づき適切に利用できる
・PowerPointを使用して訴求力のあるスライド作成ができる

担当教員

(株)ブ
レーンス
タッフコ
ンサルタ
ンツ

授業
形態

演習
総時間
（単位）

必修 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

科目名 コンピュータ演習Ⅱ

必修
選択
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1

潜水士およびダイビングインストラクターとして都内ショップにて25年勤務。

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義

2 4月25日 講義

3 5月9日 講義

4 5月16日 講義

5 5月30日 講義

6 6月6日 講義

7 6月13日 講義

8 6月20日 ダイビング実習

9 6月27日 講義

10 7月4日 講義

11 7月11日 講義

12 7月18日 講義

13 8月29日 講義

14 9月5日 試験

15 9月12日 講義

ココナッツ
（小林）

ダイビングライセンスを取得し、それだけでなくその資格をどう生かすか？をお伝えします。
その他に海の多様性のお話しやダイビングビジネスから分かる仕事の仕組みなどを分かりやすく、かつ飽きさ
せないように社外講師を入れながら、理解を深めます。
生き物、生理現象、環境の知識を増やし、コミュニケーションなどの能力も高めていきます。

担当教員
授業
形態

総時間
（単位）

1年次
必修
選択ダイビングビジネスⅠ科目名

選択

講義
学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

この授業の必要性と需要 復習：イメージする仕事を考える

授業計画・内容

教員の略歴

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

評価方法と
基準

定期試験ト100%
筆記試験評価：GPA（A100～90　B89～80　C79～70　D69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　追試験の評価（60点以上）をもってDの評価とする。

授業の学習
内容

到達目標　

ダイビングというレジャー産業の楽しさと難しさを知ること。
しかし、サービス業という形態の中ではゲスト対応は水族館およびアクアショップの店員としては同じサービス
や問題点などがあることが分かります。
重要なことは各々のゲストのニーズを探り、何をどのようにタイミング良く提供するかを理解し、学生時にやるべ
きことが明確化され、ステップを踏むことができます。

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：各々の仕事での資格の必要性
復習：各レポート提出

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

海の楽しさとは？

ダイビングの楽しさとは？

ダイビングの知識を増やそう（器材編）

ダイビングの知識を増やそう（スキル編）

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題9問

海の知識を増やそう（潮汐など）

海の知識を増やそう（天気）

海の価値（ニーズと今後の展開）
予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

海の多様性（生物および環境問題）

実際の仕事での資格の価値

海の危険性（ダイビング事故から分かること）

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びを促す

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

東京ECO動物海洋専門学校

みんなの目標とする仕事に置き換えてみる

まとめ（前期テスト対策）

・教科書（潜水士テキスト　送気調節業務特別教育用テキスト）・問題集（国家試験　潜水士　対策問題集Ⅰ）

テスト結果からの振り返りを行うことで、ダイビングの理解を深め
る

　【使用教科書・教材・参考書】　

試験

予習：全プリントに目を通す
復習：全問題に目を通す
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1

潜水士およびダイビングインストラクターとして都内ショップにて25年勤務。

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義

2 10月10日 講義

3 10月17日 講義

4 10月24日 講義

5 10月31日 講義

6 11月7日 講義

7 11月14日

8 11月21日 講義

9 11月28日 講義

10 12月5日 講義

11 12月12日 講義

12 1月9日 講義

13 1月16日 講義

14 1月23日 試験

15 1月30日 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　・PADIエンサイクロペディア（参照）・PADIナレッジワークブック（参照）

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

授業計画・内容

定期試験ト100%
筆記試験評価：GPA（A100～90　B89～80　C79～70　D69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　追試験の評価（60点以上）をもってDの評価とする。

チーム分けおよび適正とは

ダイビングビジネスの応用（各自に当てはまること）

全員を理解する（自己紹介）

予習：教科書10～135Pを読む
復習：問題集（全4章）51～60問を解く

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

動画鑑賞

オリエンテーション

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

担当教員
ココナッツ
（小林）

授業
形態

総時間
（単位）

1
必修
選択

年次

教員の略歴

ダイビングライセンスを取得し、それだけでなくその資格をどう生かすか？をお伝えします。
その他に海の多様性のお話しやダイビングビジネスから分かる仕事の仕組みなどを分かりやすく、かつ飽きさ
せないように社外講師を入れながら、理解を深めます。
生き物、生理現象、環境の知識を増やし、コミュニケーションなどの能力も高めていきます。

評価方法と
基準

到達目標　

ダイビングというレジャー産業の楽しさと難しさを知ること。
しかし、サービス業という形態の中ではゲスト対応は水族館およびアクアショップの店員としては同じサービス
や問題点などがあることが分かります。
重要なことは各々のゲストのニーズを探り、何をどのようにタイミング良く提供するかを理解し、学生時にやるべ
きことが明確化され、ステップを踏むことができます。

授業の学習
内容

科目名
選択

講義
学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

ダイビングビジネスⅡ

作り方および評価軸
予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

試験

ガイド

プレゼン資料作り
予習：各々の仕事での資格の必要性
復習：各レポート提出

ブリーフィング

予習：全プリントに目を通す
復習：全問題に目を通す

ガイド

まとめ

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

予習：プリント（約10P）を読む
復習：問題10問

東京ECO動物海洋専門学校

総評および評価軸の再構築

プレゼン資料作り

・教科書（潜水士テキスト　送気調節業務特別教育用テキスト）・問題集（国家試験　潜水士　対策問題集Ⅰ）

まとめ

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びを促す



学科・ｺｰｽ

教員の略歴

授業の学習
内容

到達目標　

評価方法と基準

日程 授業形態

4月21日 講義

4月28日 講義

5月12日 講義

5月19日 講義

5月26日 講義と演習

6月2日 講義

6月9日 講義と演習

6月16日 講義と演習

6月25日 講義と演習

7月2日 講義と演習

7月9日 講義

7月16日 講義と演習

9月3日 講義

9月10日 試験

9月17日 振り返り

同上

同上

同上

　【使用教科書・教材・参考書】　

試験の振り返り 同上

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びの展開を促す

引率者のリスクとは（ダイビング）

マーケティング

前期授業のまとめ

試験

必修
選択

オリエンテーション/目標設定 板書を再読して理解を深める

同上

準備学習　時間外学習(学習課題）

ダイビングショップを支える4つE

教育について

学習内容

同上

授業
形態

講義
総時間
（単位）

・期末試験６０％
・出席率２０％
・授業態度２０％（アンケート・ワークシート含む）

授業計画・内容

エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

ダイビング産業の魅力を日々の業務について学びながら社会人の資質を学ぶ。
①接客　②販売/営業　③リスクマネジメント

社会人として必要な知識・技術・心構えを身につける

担当教員 大石拓磨

PADI　IDCスタッフ　ザダイブファクトリー常勤11年　総認定数1142名（2023年度）

３０
（１）

2
ダイビングビジネスⅠ科目名

同上

選択 年次

自己分析

社会人として必要な知識を学ぶ（福利厚生とは）

プロフェッショナルとは？

社会人に必要な資質とは何か学ぶ

同上

同上

体験について

器材について

環境意識について

同上

同上

同上

同上



学科・ｺｰｽ

教員の略歴

授業の学習
内容

到達目標　

評価方法と基準

日程 授業形態

10月1日 講義

10月8日 講義

10月15日 講義

10月22日 講義

10月29日 講義

11月5日 講義

11月12日 講義

11月19日 講義

11月26日 講義

12月3日 講義

12月10日 講義

12月17日 講義

1月14日 講義

1月21日 試験

1月28日 振り返り

エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

PADI　IDCスタッフ　ザダイブファクトリー常勤12年　総認定数1142名（2023年度末）

ダイビング産業の魅力を日々の業務について学びながら社会人の資質を学ぶ。
①接客　②販売/営業　③リスクマネジメント

科目名 ダイビングビジネスⅡ

必修
選択

選択 年次

担当教員 大石拓磨
授業
形態

講義
総時間
（単位）

３０
（１）

2

社会人で必要な知識・技術・心構えを身につける

・期末試験６０％
・出席率２０％
・授業態度２０％

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ビジネスで稼ぐ方法を知る 板書を再読して理解を深める

授業計画・内容

ガイドの役割を知る 同上

ガイドの注意義務について理解する 同上

リスクマネジメントについて（民事訴訟と刑事訴訟） 同上

リスクマネジメント（事故の検証から予防方法を考え同上

ダイビング器材について知る 同上

リスクマネジメント（事故の検証から予防法を理解す同上

積極的販売アプローチについて理解する 同上

接客方法（プロービングという方法を知る） 同上

エニアグラム性格論タイプ別による接客方法を知る 同上

エニアグラム性格論タイプ別による接客方法を知る 同上

教え力（教えることの楽しさを知る） 同上

教え力（教えることの楽しさを知る） 同上

試験

試験の振り返り 同上

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びの展開を促す

　【使用教科書・教材・参考書】　



30

1

回数 日程 授業形態

1 4/14 講義

2 4/21 講義

3 4/28 講義

4 5/12 講義

5 5/19 講義

6 5/26 講義

7 6/2 実習

8 6/16 講義

9 6/23 講義

10 6/30 講義

11 7/7 講義

12 7/14 講義

13 9/1 前期まとめ

14 9/8 試験

15 9/15 振り返り

ダイビング

トレーニングに必要な条件付けについて理解することができる
オペラント条件付けにおける正・負の強化、正・負の罰を理解する
（オペラント条件付けⅠ　強化と罰）
弁別刺激と刺激制御　弁別刺激・刺激制御とは何かを理解する
またフェンディングへの理解を深め重要性を知る（オペラント条件
付けⅡ　弁別刺激と刺激制御）

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

教員の略歴

授業の学習
内容

到達目標　

水族館における鯨類の飼育現場で求められる知識・技能を習得し、人間（自分）本位で押し付けるのではなく動
物の立場に立って考えることのできる人材になる
また、様々な事象に対してその場の対処方法だけを覚えるのではなく、原因を追究し考えかたを理解することで
どのような事態にも対応できる人材となる

担当教員
佐伯
宏美

1975年4月～2016年6月 鴨川シーワールドに在籍　鯨類の飼育・調教・展示に従事

準備学習　時間外学習
準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所を熟読することにより講義内での理解度を深める
時間外学習(学習課題）；講義内容を自らまとめることにより個人の参考資料化を図る

TCA東京ECO動物海洋専門学校

ドルフィントレーニングⅠ科目名

必修
選択

必修・選択必
修・選択等 年次

授業
形態

講義・演習・実
習等

総時間
（単位）

1

授業の概要・目的説明、各自の目標確認または設定・共有する

評価方法と基準
1）定期テスト　60％
2）授業態度及び出席率　40％

前期の重要事項の復習を行うことにより、より深く理解することが
できるようになる　　併せて試験範囲の提示も行いより意識を高め
ることができる

条件付けにおける強化子をより理解し、餌以外の強化子の有効
性について知ることができる（オペラント条件付けⅣ　強化子の多
様性）

トレーニングに必要な条件付けについて理解することができる
条件付けの基本を知り原理を理解する（レスポンデント条件付け）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

　【使用教科書・教材・参考書】
日本動物園水族館協会発行「新ハンドブック水族館編」 ・東海大学出版会「水族館の仕事」・東海大学出版会「海獣水族館」・二瓶社「うまくやるための強化の原理」　他
随時学生に紹介する

水族館における実質的なトレーニング方法について理解・習得する
「イルカの行動と管理」「動物の体のしくみ」「動物の健康管理」の講義とリンクするが、当講義ではトレーニング
理論のみならず、実際のトレーニングを行う現場での目線で講義を展開する
トレーニングは言葉だけの理解ではなく動物に応用できる考え方を身につけることにより、知識だけではなく、
目の前にいる動物の気持ちを考え動物目線で見られる感性を持った人材となり、動物から学ぶ姿勢を身につけ
る

「動物がなぜ、どうして、その行動をするのか？」を弁別刺激を含
めた強化の原理を時系列に並べた三項随伴性で考える（オペラン
ト条件付けⅢ　三項随伴性と条件性強化子）

イルカについて基本的な生態・形態などを理解することができる
（イルカとは）

水族館の仕事「飼育・調教・展示・調査研究」の理解、社会的機能
である教育・レクリエーション・自然保護・研究の必要性を理解す
ることができる　　（水族館の意義と仕事）
トレーナとしての資質条件を知ることができる、また、なぜトレーニ
ングが必要なのかを理解することができる（イルカトレーニング概
要Ⅰ）
一般的なトレーニングテキストを用い、トレーニングの概要を説明
することにより、これからの授業の大まかな流れを知ることができ
る（イルカトレーニング概要Ⅱ）
行動とはなにか 生得的行動と学習される行動を理解する
学習とはなにか，学習と条件づけの概要について理解することが
できる　　（生得的行動と習得的行動）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

試験問題に関する解説を行うことでより理解度を深め、トレーニン
グ理論を再認識することができる
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1

回数 日程 授業形態

1 10/6 講義

2 10/13 講義

3 10/20 講義

4 10/27 講義

5 11/3 実習

6 11/10 講義

7 11/17 講義

8 11/24 講義

9 12/1 講義

10 12/8 講義

11 12/15 講義

12 1/12 講義

13 1/19 後期まとめ

14 1/26 試験

15 2/2 振り返り

準備学習　時間外学習
準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所を熟読することにより講義内での理解度を深める
時間外学習(学習課題）；講義内容を自らまとめることにより個人の参考資料化を図る

　【使用教科書・教材・参考書】
日本動物園水族館協会発行「新ハンドブック水族館編」 ・東海大学出版会「水族館の仕事」・東海大学出版会「海獣水族館」・二瓶社「うまくやるための強化の原理」　他
随時学生に紹介する

TCA東京ECO動物海洋専門学校

パフォーマンスで使用されている種目について現場目線で訓練段
階を解説することによって動作のシェイピング方法をを理解するこ
とができる（各動作のシェイピング・カリキュラムⅠ）

健康管理に必要不可欠なハズバンダリートレーニングとはなに
か、ハズバンダリー種目を知り、そのトレーニング方法を学ぶこと
ができる（受診動作）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

最小強化法（LRS）の原理を理解し、その必要性と実際の使用例
を挙げることにより使用方法を理解することができる（LRS）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

後期の重要事項の復習を行うことにより、より深く理解することが
できるようになる　　　　併せて試験範囲の提示も行いより意識を
高めることができる

試験問題に関する解説を行うことでより理解度を深め、トレーニン
グ理論を再認識することができる

ターゲティングによる行動の引き出し方の理解　　　イルカの演技
の細分化を学びターゲットを使って実践する（トレーニングゲーム）
（シェイピングⅢ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

強化スケジュールとは何か　強化スケジュールの種類を知りそれ
ぞれの効果を理解するとともに消去について理解を深めることが
できる（強化スケジュールⅠ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

問題行動の発見と対応　　やめてほしい行動をやめさせる方法を
理解し、実践方法を理解することができる　（問題行動と対処）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

シェイピングにおけるスモールステップの理解と実際の行動の細
分化を学び（シェイピングゲーム）トレーニングを体験する（シェイ
ピングⅡ-1）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

シェイピングにおけるスモールステップの理解と実際の行動の細
分化を学び（シェイピングゲーム）トレーニングを体験する（シェイ
ピングⅡ-2）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

シェイピングとは何か、スモールスッテプを理解しシェイピングの
やり方を学ぶことができる（シェイピングⅠ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

和歌山

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

パフォーマンスで使用されている種目について現場目線で訓練段
階を解説することによって動作のシェイピング方法をを理解するこ
とができる（各動作のシェイピング・カリキュラムⅡ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

パフォーマンス使用種目の分類を知り、種目の組み立てを理解す
ることができる（垂直動作と水平動作）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

教員の略歴 1975年4月～2016年6月 鴨川シーワールドに在籍　鯨類の飼育・調教・展示に従事

授業の学習
内容

水族館における実質的なトレーニング方法について理解・習得する
「イルカの行動と管理」「動物の体のしくみ」「動物の健康管理」の講義とリンクするが、当講義ではトレーニン
グ理論のみならず、実際のトレーニングを行う現場での目線で講義を展開する
トレーニングは言葉だけの理解ではなく動物に応用できる考え方を身につけることにより、知識だけではなく、
目の前にいる動物の気持ちを考え動物目線で見られる感性を持った人材となり、動物から学ぶ姿勢を身につ
ける

到達目標　

水族館における鯨類の飼育現場で求められる知識・技能を習得し、人間（自分）本位で押し付けるのではなく
動物の立場に立って考えることのできる人材になる
また、様々な事象に対してその場の対処方法だけを覚えるのではなく、原因を追究し考えかたを理解すること
でどのような事態にも対応できる人材となる

評価方法と基準
1）定期テスト　60％
2）授業態度及び出席率　40％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
佐伯
宏美授業

形態
講義・演習・実

習等

総時間
（単位）

必修・選択必
修・選択等 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

科目名 ドルフィントレーニングⅡ

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 4月14日 講義

2 4月21日 講義

3 4月28日 講義

4 5月12日 講義

5 5月19日 講義

6 5月26日 講義

7 6月2日 講義

8 6月16日 講義

9 6月23日 講義

10 6月30日 講義

11 7月7日 講義

12 7月14日 講義

13 9月1日 講義

14 9月8日 試験・レポート

15 9月15日 講義

　【教材・参考書】　イルカ概論(粕谷俊雄著)　海獣水族館～飼育と展示の生物学　(村山司・祖一誠・内田詮三著)　ケトス知恵～
イルカとクジラのサイエンス(村山司著)　イルカ・クジラ学～イルカとクジラの謎に挑む(中原史生著)　世界のクジラ・イルカ百科辞

典(アナリサ　ベルタ著）捕鯨問題の歴史社会学（渡邊洋之著）　イルカのくれた夢　ママのくれた夢　（三好晴之著）

60分筆記試験＋30分の感想文作成
前期を振り返りつつ、自己の理解度を確かめる
また、レポートにより自己分析を明確化する

試験の振り返りと共に、後期に対する取り組み
方をそれぞれに鑑み、就職活動対策を考える

前期を総括しつつ、自身における進路の方向性
を強化もしくは修正し、後期に備える

準備学習　時間外学習 事前学習にて講義の概要受け入れを準備し、事後学習にて自己の習得率を向上する

マインドセットの理解…業種に限らず現場で仕
事に携わる上で自身の内面性の具現化を考える

《自分自身》の精神状態のキープに対して必要
な情報の理解度を高め、対応能力を認識する

水族館の展示テーマ…業界に求められるスキル
の一つ、展示に関して考察し、分析する

業界にとって《展示テーマ》の提示を考え、そ
の方針を自己アピールに繋げる方法を探る

ドルフィントレーニングの基本動作…プログラ
ムの作成にあたって必要とされる基準

改めてイルカ訓練方法の基本を提示し、その手
順を想定、現場適応人材の在り方を考える

情報収集と就活の流れ…就活に対する事前準備
として情報収集力の重要性を説き、対策する

水族館を目指す場合の情報収集の必然さを理解
し、その後の流れを想定し考察出来る様になる

イルカ訓練定義と業界不適合者…現場に求めら
れる人材と適合者の違いを考え、現状と比較

実際のイルカ訓練に伴い、現場に求められる人
材を改めて理解し、不適合な部分を修整する

鯨類飼育管理と水質の重要性…現場サイドで日
常的に扱われる水質の考察、その運用法の定義

飼育管理において、最も重要な部分である水質
においての理解度を高め、改めて理解する

水族館の募集について…求人側の要望、業界が
求める人材とそれに伴う企業側の思考を考える

《水族館》での接客にも通じる案件であり、礼
儀礼節など個人スキルとしての対応力を鑑みる

業界においてのプロとは…自己と他者の思考の
相違を正し、実践的なプロの認識を学ぶ

《プロ意識》に関する気構えや求められる人材
について、昨年の実績を踏まえて論議する

業界への就職とは…業界への就職活動の特異さ
を理解し、就職活動における対応策を講じる

水族館業界への就職に対して、現状の自身の能
力と照し合せ、修整点を見出し、自己分析する

学びに纏わる訓練定義…10項目に分けて、動物
に対するトレーニング必要性を説く

《イルカ》をビジネスとする場合に、必要とさ
れる内容事項を列挙し、志望分野を定める

履歴書制作について…水族館業界に採用される
為に必要な履歴書の書き方を定義する

《履歴書制作》の理解により、その重要性や完
成度を向上する重さを感じ取り実戦する

面接について…業界が求める人材に成り得る面
接技術を考察する…(ZOOM面接対応等)

《面接》を通過する為に必要な、テクニックや
業界が求める人材を総括的に理解し訓練する

本講義について
目指す業界に求められる《人材》を改めて理解
し、それに伴い自己分析を行い、適性を見出す

教員の略歴 同志社大学卒　TCA・ECO副校長　日本唯一のイルカ訓練施設　㈲ドルフィンベェイス代表取締役

授業の学習
内容

①《イルカ》と言う生物を中心として形成され、そこから発信される情報が必要とされるのは、海関係の業界のみ
ではない。水族館という学びの場を飛び越えて、現在において多種多様なビジネス経済とも総合的な関連性を
産み出している。イルカと海から始まる様々な職種の生業、現実の厳しさも踏まえて業界への適応力を学んで貰
いたい。②《水族館系、鯨類系、イルカ系》…個体の訓練方法から個人能力のスキルアップ系まで、多様な科目
と関連有り、相互関係性を重視する③イルカの講義で有りながら、《イルカ》のみに囚われない発想と人間性、そ
れに伴う行動力と知性を身に着けイルカを中心とした海業界の新たな担い手として邁進して頂きたい。

到達目標　

①《イルカ》を中心としたビジネス展開の形式を学ぶ…自分の目指す業種への再認識　②《イルカ》をビジネスに
運用するにあたっての基礎知識と確認状況を提示する…生態としてのイルカを改めて学ぶ　③《イルカ》を国内
で扱う大きな施設、水族館業界の現状を理解する…求められる人材やその採用基準、就活方法など　④《イル
カ》を施設の求める完成体にする為の訓練方法を学習する…施設側の求める個体は、素体ではない為、訓練す
る過程と完成種目等を細部にわたり、公開する　⑤《イルカ》の輸送や搬入、病気や血液検査方法等を考察する
…業界でも必ず行われ、必要不可欠なスキルも伴う　⑥水族館以外の《イルカ》に関わる業界を模索する…ビジ
ネス展開としては、《イルカ》を中心とした物であり、多くの可能性を提示する

評価方法と基準

定期試験　(60％)　出席数　(20％)　レポート　(20％)　達成レベル…①個々人の目標施設の認識、業種の理解
度の向上　②イルカの生態レベルでの理解、扱う生体を伝達出来る　③水族館の現状を考察し、自分の素養と
すり合わせる④イルカ訓練の方式をマスターする、その訓練基準や名称の確認　⑤イルカ生体に関する様々健
康状態や病気などの名称を認識する　⑥《イルカ》を中心とした世界観の構築、その中で自分目指すビジネスの
提示する　試験は筆記で施行　筆記試験評価：（A評価　100～９0点　B評価　８9～８0点　C評価　７9～７0点　Ｄ
評価　69～60点　F評価　59～0点）　再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってＤの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 三好豪
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

科目名 ドルフィンビジネスⅠ

必修
選択



30

1

回数 日程 授業形態

1 9月29日 講義

2 10月6日 講義

3 10月13日 講義

4 10月20日 講義

5 10月27日 講義

6 11月3日 講義

7 11月10日 講義

8 11月17日 講義

9 11月24日 講義

10 12月1日 講義

11 12月8日 講義

12 12月15日 講義

13 1月12日 講義

14 1月19日 試験・レポート

15 2月2日 講義

水族館ビジネス②・生体展示
《メインテーマ》の重要性

集客にあたり、必要とされる事柄を事前に提示
…実在の水族館のテーマから発想力を養う

水族館ビジネス③　その存在意義とドルフィン
ショウにおける《訓練と教育》について

三か月未来の自分自身の進路と方針の明確化、
それまでに蓄積すべき事案についての考察

60分筆記試験＋30分の感想文作成
後期を振り返りつつ、自己の理解度を確かめる
また、レポートにより自己分析を明確化する

試験の振り返りと共に、卒業後に対する取り組
み方をそれぞれに鑑みつつ、自己分析する

在校時代を総括しつつ、自身における進路の方
向性を強化もしくは修正し、卒業に備える

準備学習　時間外学習 事前学習にて講義の概要受け入れを準備し、事後学習にて自己の習得率を向上する

　【教材・参考書】　イルカ概論(粕谷俊雄著)　海獣水族館～飼育と展示の生物学　(村山司・祖一誠・内田詮三著)　ケトス知恵～
イルカとクジラのサイエンス(村山司著)　イルカ・クジラ学～イルカとクジラの謎に挑む(中原史生著)　世界のクジラ・イルカ百科辞

典(アナリサ　ベルタ著）捕鯨問題の歴史社会学（渡邊洋之著）　イルカのくれた夢　ママのくれた夢　（三好晴之著）

水族館ビジネス①・集客を求める展示
《解説版》についての考察

ゲストへの展示として、足を止める解説版の展
示方法を事前に予習し、印象への価値観を得る

《業界時事考察》・捕鯨についての過去と現在
2019年に再開した捕鯨に関する事象や動向を
事前学習し、それに伴う業界の今後を推察する

《業界時事考察》・捕獲後の鯨類売買や調査保
護対象の扱い方について学習する

捕獲された生体の動向を鯨類以外の家畜資源等
も踏まえて事前に考察し、生体展示を考える

《業界時事考察》・鯨類解剖学①
解体手順と図式を改めて説明する

予習事項として、動物の各部位や臓器の役割等
の事前学習、解剖方法と照し合せた後、それら
の部位の機能性を想定し補完しつつ、海凄哺乳
類の内部構成を理解し説明可能を目指す。最終
的には鯨類個体の部位について造詣を深める

《業界時事考察》・鯨類解剖学②
《脳と知性》についての考察

《業界時事考察》・鯨類解剖学③
《各臓器の働き》についての考察

《進路就活考察》・鯨類骨格構造学①
《ヒゲクジラ類とハクジラ類》頭骨の違い

予習事項としては、陸上動物の各部位や骨格の
役割や構造の事前学習、聴講により鯨類の骨格
と照し合せた後、それぞれの部位の機能を考察
する　骨格構造を理解すると共に、海凄哺乳類
の部位の成立ちの説明可能にする。また、それ
らの属性によっての機能的な特色についても、
現場スタッフとして伝達する程の話力を得る。

《進路就活考察》・鯨類骨格構造学②
《ヒゲクジラ類》と胸鰭の構造

《進路就活考察》・鯨類骨格構造学③
《ハクジラ類》と水分供給源

《進路就活考察》・鯨類骨格構造学④
《ハクジラ》と背鰭・尾鰭の構造

《進路就活考察》後期についての再認識…自分
自身の現状で目標と自己能力を照らし合わせる

業界に求められる人材としての自己分析を踏ま
えて、各人の進路設定を提示し、明確化する

教員の略歴 同志社大学卒　TCA・ECO副校長　日本唯一のイルカ訓練施設　㈲ドルフィンベェイス代表取締役

授業の学習
内容

①《イルカ》と言う生物を中心として形成され、そこから発信される情報が必要とされるのは、海関係の業界のみ
ではない。水族館という学びの場を飛び越えて、現在において多種多様なビジネス経済とも総合的な関連性を
産み出している。イルカと海から始まる様々な職種の生業、現実の厳しさも踏まえて業界への適応力を学んで貰
いたい。②《水族館系、鯨類系、イルカ系》…個体の訓練方法から個人能力のスキルアップ系まで、多様な科目
と関連有り、相互関係性を重視する③イルカの講義で有りながら、《イルカ》のみに囚われない発想と人間性、そ
れに伴う行動力と知性を身に着けイルカを中心とした海業界の新たな担い手として邁進して頂きたい。

到達目標　

①《イルカ》を中心としたビジネス展開の形式を学ぶ…自分の目指す業種への再認識　②《イルカ》をビジネスに
運用するにあたっての基礎知識と確認状況を提示する…生態としてのイルカを改めて学ぶ　③《イルカ》を国内
で扱う大きな施設、水族館業界の現状を理解する…求められる人材やその採用基準、就活方法など　④《イルカ
やクジラ》に関する捕鯨方法やその売買を通して改めてその価値を学習する…施設側の求める個体の輸送過程
や要望の達成等を細部にわたり、公開する　⑤《イルカやクジラ》の解剖や部位説明、骨格や臓器の働きを考察
する…訓練以外に必要である知識を纏めている　⑥水族館以外の《イルカ》に関わる業界を模索する…ビジネス
展開としては、《イルカ》を中心とした物であり、多くの可能性を提示する

評価方法と基準

定期試験　(60％)　出席数　(20％)　レポート　(20％)　達成レベル…①個々人の目標施設の認識、業種の理解
度の向上　②イルカの生態レベルでの理解、扱う生体を伝達出来る　③水族館の現状を考察し、自分の素養と
すり合わせる④イルカ訓練の方式をマスターする、その訓練基準や名称の確認　⑤イルカ生体に関する様々健
康状態や病気などの名称を認識する　⑥《イルカ》を中心とした世界観の構築、その中で自分目指すビジネスの
提示する　試験は筆記で施行　筆記試験評価：（A評価　100～９0点　B評価　８9～８0点　C評価　７9～７0点　Ｄ
評価　69～60点　F評価　59～0点）　再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってＤの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 三好豪
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

科目名 ドルフィンビジネスⅠ

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 講義・実技

2 実技

3 実技

4 実技

5 実技

6 実技

7 実技

8 実技

9 実技

10 実技

11 実技

12 実技

13 実技

14 実技

15 試験

　【使用教科書・教材・参考書】　

自己の現在の泳力を理解し、目標設定と練習頻度の設定を行う。

技術レベルに合わせて、練習頻度と練習内
容を確認し、更なる技術と体力の向上を目

指し、授業外でも練習する。

背泳で泳ぐスタミナをつけ、体力の向上を図
る。

夏季休暇中の個々の練習方法を確認する。

200ｍクロールタイム測定、背泳泳力評価
完泳を目指し、練習の中でタイムを確認して

おくこと。

準備学習　時間外学習 技術レベルによって授業外の練習を行う必要性を理解し、目標達成に必要な技術と体力の向上を促す。

背泳のキックが出来るようになる。

背泳のプルが出来るようになる。

背泳のキックとプルを合わせて泳ぐことが出
来る。

クロールで泳ぐスタミナをつけ、体力の向上
を図る。

背泳でのストリームラインを理解する。

クロールのスタート出来るようになる。

クロールキックが出来るようになる。

クロールのプルが出来るようになる。

クロールのキックとプルを合わせて泳ぐこと
が出来る。

前期の授業内容を説明し当科目の明確な学びの目的、目標、方法を理解することが出来る。　

水慣れと呼吸方法を理解する。　

ストリームラインの重要性を理解する。

学校外施設の利用方法の確認。　技術レベルによるコース分けを行う。　　 入学前オリエンテーションにおける3つの習慣の理解と個人目標の策定。持参品の確認。

教員の略歴 東京スポーツレクリエーション専門学校卒、㈱日本潜水機、日本コムシス㈱、㈱アドバンス取締役、㈱トラックス代表取締役

授業の学習
内容

ドルフィントレーナー、ガイド、インタープリター、インストラクターとしての必要な水泳スキルを身につける。
またそれら業務に従事する上で必要不可欠な体力を作る。
準備体操を行い人前に立つことに慣れ、プレゼンテーション能力の向上を目指す。
授業は100％実技です。

到達目標　

クロールと背泳の技術が出来るようになる。
技術と体力を養いクロールで200ｍ泳ぐことが出来るようになる。
日々の生活の中で水中に入り、自身のコンディショニングが出来るよう生活習慣を身に着ける。
準備体操を通じ健康な身体の育成、コンディショニングの維持が出来るようになる。

評価方法と基準

定期試験100％（実技）
200mクロールのタイムの測定。
背泳の泳力評価（25ｍ）
再試験は公欠が認められた物のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（泳力向上について）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
原島大
樹授業

形態
講義

総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

科目名 プール演習Ⅰ

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 講義・実技

2 実技

3 実技

4 実技

5 実技

6 実技

7 実技

8 実技

9 実技

10 実技

11 実技

12 実技

13 実技

14 実技

15 試験

　【使用教科書・教材・参考書】　

自己の現在の泳力を理解し、目標設定と練
習頻度の設定を行う。

技術レベルに合わせて、練習頻度と練習内
容を確認し、更なる技術と体力の向上を目

指し、授業外でも練習する。

スタミナをつける。
水族館泳法が出来るようになる。

400ｍクロールタイム測定、背泳泳力評価
完泳を目指し、練習の中でタイムを確認して

おくこと。

準備学習　時間外学習 技術レベルによって授業外練習の必要性を理解し、目標達成に必要な技術と体力の向上を促す。

平泳ぎのキックとプルを合わせて泳ぐことが
出来る。

平泳ぎのスタートを覚える。スタミナをつけ、
更なる体力と泳力の向上を図る。

サバイバルスイムの紹介
（巻き足・潜水・特殊泳法）

ヘッドアップクロールとオーストラリアンク
ロール　サイドキックが出来るようになる。

25ｍ潜水が出来るようになる。

巻き足が出来るようになる

オープンウォーターを意識した呼吸法が出
来るようになる。

技術レベルによるコース分けを行う。

平泳ぎのキックを理解する。

平泳ぎのキックが出来るようになる。

平泳ぎのプルを確認する。

平泳ぎのプルが出来るようになる。

後期の授業内容を説明し当科目の明確な学びの
目的、目標、方法を理解することが出来る。

入学前オリエンテーションにおける3つの習慣の
理解と個人目標の策定。持参品の確認。

教員の略歴 東京スポーツレクリエーション専門学校卒、㈱日本潜水機、日本コムシス㈱、㈱アドバンス取締役、㈱トラックス代表取締役

授業の学習
内容

ドルフィントレーナー、ガイド、インタープリター、インストラクターとしての必要な水泳スキルを身につける。
またそれら業務に従事する上で必要不可欠な体力を作る。
準備体操を行い人前に立つことに慣れ、プレゼンテーション能力の向上を目指す。
授業は100％実技です。

到達目標　

技術と体力を養いクロールで400ｍ泳ぐことが出来るようになる。
平泳ぎとサバイバルスイムの技術が出来るようになる。
サバイバルスイム（巻き足・潜水・特殊泳法）の技術が出来るようになる。
日々の生活の中で水中に入り、自身のコンディショニングが出来るよう生活習慣を身に着ける。
準備体操を通じ健康な身体の育成、コンディショニングの維持が出来るようになる。

評価方法と基準

定期試験100％（実技）
400mクロールのタイムの測定。
平泳ぎの泳力評価（25ｍ）
再試験は公欠が認められた物のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（泳力向上について）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
原島大
樹授業

形態
講義

総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

科目名 プール演習Ⅱ

必修
選択
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回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

準備学習　時間外学習(学習課題）
オリエンテーション

授業開始にあたり授業内容、目標、注意事項の
説明

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

準備学習　時間外学習

スノーケリング・スキンダイビングについて②
器材編

スノーケリング・スキンダイビングについて③
技術編

ドルフィンスイムについて

振り返り

海況判断(潮汐と波について)

テスト前対策講義

筆記試験

スノーケリング・スキンダイビング時の応急救護
①

スノーケリング・スキンダイビング時の応急救護
②

評価方法と基準筆記試験　100％

浦安のダイビングショップ「トゥルーノース」副店長を務め日々スクーバダイビングインストラクターとして活動しております

ダイビングショップ形態について
将来自分が働きたいダイビングショップ

スノーケリング・スキンダイビングについて①
概要編

授業計画・内容

学習内容

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

教員の略歴

授業の学習
内容

スクーバダイビングをはじめとするマリンスポーツに関する知識等を学ぶ授業となります。
海に携わる業界人になるからこそ知っていてほしいマリンスポーツを知ることで業界の可能性や自分自身がマ
リンスポーツに興味を持ってもらいたいと思います。
また、実際に業界に就職する生徒に関しては現場での即戦力、コミュニケーションの幅を広げるためとして学ん
でいただけたらと思います。
※授業内容に関しては進行状況によって変更がある場合もございます。

到達目標　

スキューバダイビングに関する知識、器材に関する知識、自然に関する知識を身に着ける
マリンスポーツに関する魅力、知識を身に着ける
スキンダイビング、フリーダイビングに関する知識を身に着け、将来的に使える知識を身に着ける
マリンスポーツのフィールドである「海」の知識、コンディションの変化、見極める方法を知る
海でのトラブルに関する知識を身に着けいざという時に活動できる方法を知る

担当教員
須田大
輔授業

形態
講義

総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　2年制　昼一

科目名 マリンスポーツⅠ

必修
選択

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

　【使用教科書・教材・参考書】
授業内における配布資料

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

・時間外学習:授業時に案内します
・事前学習:前の授業時に説明します。

サーフィン・SUPについて①

サーフィン・SUPについて②

海況判断(天気と風について)
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回数 日程 授業形態

1 4月14日 講義

2 4月21日 講義

3 4月28日 実習

4 4月28日 実習

5 5月19日 講義

6 5月26日 講義

7 6月2日 講義

8 6月16日 実習

9 6月16日 実習

10 6月30日 実習

11 7月7日 実習

12 7月14日 講義

13 9月1日 講義

14 9月8日 試験

15 9月15日 講義

科目名 マリンフィールドワークⅠ

手賀沼において水質調査と生物採集を行い
データを記録する　A:6月16日　B:6月23日　2

限連続

2

担当教員
白井芳

弘

荒川河川敷にてベンケイガニの生息状況を調
査を行い、調査地点図を描くことができる、測
定値・記録写真などのデータを班内で共有す

ることができる。　A:4月28日　B：5月12日

事前学習：実習の目的と方法を再確認　事後
学習：フィールドで書いたデータをノートに清
書し、写真データを整理してそこに文書の
データを付け加え、さらに班員と共有する

必修
選択

授業
形態

選択必修

講義・演
習

年次

総時間
（単位）

採集生物の検索と観察・各班調査データをま
とめ、生息個体数を推察する。

準備学習　時間外学習 実習・実験の目的・方法を事前に確認し、終了後に結果をまとめる
　【使用教科書・教材・参考書】　　配布プリント

　※指示をした時のみ、タブレット端末などでの検索を許可する。

TCA東京ECO動物海洋専門学校

試験範囲の説明 レポート提出

チームズ試験

前期の振り返り
レポートを再度見直し、フィールドの環境と生

物の関係を理解できる

採集生物の検索と観察・各班調査データをま
とめる（１）

生物の特徴と種の検索方法を理解しておく

採集生物の検索と観察・各班調査データをま
とめる（２）

生物の特徴と種の検索方法を理解しておく

レポートのまとめ方・表作成の方法

採集したカニ成体を観察し、種名検索を確実
にする

データから表を作成し、グラフ化それを文章と
して説明する。

授業内で得た表からグラフ作成の方法を使
いグラフを作成しそこに文章をつけて次回の

授業に持参する

手賀沼の自然・水質データの読み方 荒川レポート提出

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

1年間の授業の内容と進め方、甲殻類の体の
名称をおぼえ説明できる

配布プリント（カニの体の名称を）を読み返す

甲殻類の分類（カニの分類を学習し、ベンケイ
ガニ科の特徴をおぼえる）

配布プリント（ベンケイガニ科の種）を読み返
す

到達目標　

①実験の進め方（目的・方法・結果・考察）を理解できる　②カニの体の名称を説明できる、さらにノギスを用いて甲
幅測定をすることができる　③ベンケイガニ科の種の検索を行うことができ種名を説明できる　④陸カニの呼吸方
法・摂餌方法・雌雄判別を行うことができる　⑤フィールドにて採集・調査を行い写真記録・測定記録をとることがで
きる　⑥フィールドで得てデータをまとめ表の作成・グラフの作成をおこなおことができる　⑦表とグラフを読み取り
文章を作成することができる　⑧これらの結果から「なぜ」を導きだして考察することができる　⑨期限を守りレポー
トを提出できる

評価方法と基準

実習レポート　３０％
チームズ試験 ６０％
出席　　　　　　１０％
総合試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）　再試験は公欠が認められた者のみ対
応する。
追試験1回　チームズ試験の再試験を行い、９０点以上でCの評価とする。

授業計画・内容

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

教員の略歴 金沢水族館学芸員・あわしまマリンパーク学芸員・館長をへて、自然観察指導員として子供たちの自然教室を指導

授業の学習
内容

海や川や湖などで生物採集を行うことは、生物の生息環境を知るうえで大切です、この授業では、さらに踏み込ん
で、生物がその環境でどのように生きているのかを調べます。水族館の活動の１つに調査研究があります。
フィールドにでて生物を採集し、個体数・体の大きさ・雌雄判別など、フィールドで調べることができるデータを集め
ます。さらに水質測定を行い生物が生活する環境を調べ、ます。　この授業を通してフィールドを見ると環境が推測
でき、出現する生物の推測ができるというところまで力をつけることを目的とします。
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授業形態

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

試験

講義

　※試験以外ではタブレット端末などでの積極的な検索を奨励します。

TCA東京ECO動物海洋専門学校

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

15
テスト結果を振り返り、前期学習の一般常識

や時事問題の理解を深める
試験範囲からの復習と教科書の熟読

準備学習　時間外学習 新聞（含ニュースサイト）を読む/わからない用語を調べる

　【使用教科書・教材・参考書】　　超速マスター！一般常識＆時事問題

13 数学/理科の問題を解くことができる 動画中の指示の課題提出

14 ６０分の筆記試験 試験範囲からの予習と対策

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

7 理科の問題を解くことができる

8 文化・スポーツの問題を解くことができる

9 政治・経済・国際・社会の問題を解くことができる

10 地理・歴史の問題を解くことができる

11 国語の問題を解くことができる

12 英語の問題を解くことができる

6 数学の問題を解くことができる

1
半期の授業内容を説明し、本科目の明確な学び
の目的、目標、学習方法を理解することができる

目的の理解と個人目標の策定

2 政治・経済・国際・社会の問題を解くことができる 動画中の指示の課題提出

3 地理・歴史の問題を解くことができる

4 国語の問題を解くことができる

5 英語の問題を解くことができる

評価方法と基準

1）定期試験60％　2）出席20％　3）小試験20％
筆記試験評価：GPA（A100～90　B89～80　C79～70　D69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってDの評価とする。

授業計画・内容

回数 学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

教員の略歴 フェリス女学院大学卒、緊急人材育成支援事業講師、TCA一般教養講師（2012～）

授業の学習
内容

採用試験対策の一般常識問題や時事問題を解く力を身につける。
幅広い範囲の内容を学習する。
社会人として知らない/聞いたことないでは済まされない一般常識があり、常に最新の社会情勢にアンテナを張っていることが
求められる。

到達目標　
採用試験合格に向けて正答率の向上を目標とする
興味の有無を問わず、どの分野の用語も理解できるようにする

担当教員 永井槇
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

科目名 一般教養Ⅰ

必修
選択
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回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義

2 4月26日 講義

3 5月10日 講義

4 5月17日 実習

5 5月31日 実習

6 6月7日 講義

7 6月14日 講義

8 6月21日 講義

9 6月28日 演習

10 7月5日 演習

11 7月12日 演習

12 7月19日 演習

13 8月30日 演習

14 9月6日 講義・ 試験

15 9月13日 講義

ダイビング実習において、現場での応急手
当の状況を観察する

生体での心肺蘇生の手順を調べる
レサシアンでの正しい胸骨圧迫を習得する

胸骨圧迫の方法を 調べる

生体での心肺蘇生の手順を調べる
胸骨圧迫と人工呼吸の方法について習得
する

人工呼吸の方法を 調べる

小児、 乳児への心肺蘇生について説明で
き る
気道異物除去の方法について調べる

気道異物除去の方法について調べる

ラ イ フ セービングスポーツについて調べ
る
（ 映像： ラ イ フ セービングカ ッ プ）

レ ポート を も っ て充当する

AEDの使い方について説明できる
実際の救命現場について調べる

AEDの使い方について実践する

ダイビング実習を持って充当する

心肺蘇生と AEDを 実践する

心肺蘇生と AEDを 実践する

集団での心肺蘇生とAEDを実践する

テスト 結果から の振り 返り を 行う こ と で
心肺蘇生の理解を 深める（ 映像： 救命病
棟24時）

試験範囲から の復習

準備学習　 時間外学習
事後学習を 通じ てより 深く 学び、 事前学習を 行う こ と で授業内での学びの展開を

促す
　 【 使用教科書・ 教材・ 参考書】 　

※指示を し た時のみ、 タ ブレ ッ ト 端末などでの検索を 許可する。

AEDの使い方について調べる
気道異物除去の方法について実践する

心肺蘇生と AEDの使い方について調べる

集団での心肺蘇生について調べる

テスト 対策・ 60分の筆記試験 試験範囲から の予習と 対策

伊豆実習において、現場での応急手当の状
況を観察する

伊豆実習を持って充当する

心肺蘇生（ CPR) の意義について説明でき
る

心停止の傷病者への対応について実施す
る

心肺蘇生（ CPR) の手順について説明でき
る

心肺蘇生について実施する

評価方法と基準

定期試験　１００％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

教員の略歴 日本ライフセービング協会 理事長、日本サーフィン連盟 理事、JLAサーフライフセービング指導員

授業の学習
内容

ライフセーバーとして救命の現場で実践活動の経験を積んだ教員が、
救命の現場の実際を交えながら一般市民に求められる応急手当や心肺蘇生の重要性を理解させ実践できる
ようになる知識や技術を習得する授業を行う。

到達目標　

ライフセービングの精神を理解し生命教育を通じ自分の大切な家族、友人、そして隣人の命を守りたいという人
間的な愛の表現を学び、
いざという時の心構えを身に着けるとともに、一般的な傷病に対して救急隊が到着するまでの間の正しい手当
が実践できるように、心肺蘇生やAEDの使い方など正確な知識と技術を習得する。また命の尊さについても学
ぶ。

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

科目名 応急手当Ⅰ
必修
選択

生活や仕事を する上で必要なこ と を 準備
する
市民の義務の一つでも あるこ と を 感じ る

授業内容の理解と 個人目標の策定

担当教員 入谷拓哉
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1
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1

回数 日程 授業形態

1 10月4日 講義

2 10月11日 講義

3 10月18日 講義

4 10月25日 講義

5 11月1日 実習

6 11月8日 講義

7 11月15日 講義

8 11月22日 講義

9 11月29日 演習

10 12月6日 演習

11 12月13日 演習

12 1月10日 演習

13 1月17日 演習

14 1月24日 講義・試験

15 1月31日 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　「救急法講習」日本赤十字社

※指示をした時のみ、タブレット端末などでの検索を許可する。

テスト対策・60分の筆記試験 試験範囲からの予習と対策

テスト結果からの振り返りを行うことで応急
手当の理解を深める

試験範囲からの復習

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びの展開を促す

三角巾の振り返りから習得度を確認する 指定した三角巾での傷の保護を実践する

三角巾の実技テストから習得度を確認する 指定した三角巾での傷の保護を実践する

保護ガーゼ・包帯・三角巾について説明でき
る
八つ折り・本結び・たたみ方を修得する
三角巾での傷の保護を修得する
（目・頭・顔面・胸・肩・臀部・顔面・胸）

三角巾での傷の保護を修得する
（肩・でん部・手・足・前腕・腕つり）

指定した三角巾での傷の保護を実践する

指定した三角巾での傷の保護を実践する

指定した三角巾での傷の保護を実践する

和歌山実習において現場での応急手当の
状況を観察する

和歌山実習をもって充当する

熱中症について説明できる
ケガに対する手当の手順を調べる

熱中症の処置を実施する

海外で働く こ と について調べる
（ 映像： NHKド キュ メ ント ）

提出レポートをもって充当する

筋痙攣・低体温・過換気について説明できる RICE処置を実施する

フ ァ ースト エイ ド の定義について説明で
き る
傷病者の観察について実践する

傷病者の観察方法について実施する

ケガについて説明できる
RICE処置・止血について説明できる

止血について実施する

熱傷・心臓発作・脳卒中について説明できる 熱傷の処置を 実施する

AEDの設置状況について調査する レポートを持って充当する

教員の略歴 日本ライフセービング協会 理事長、日本サーフィン連盟 理事、JLAサーフライフセービング指導員

授業の学習
内容

ライフセーバーとして救命の現場で実践活動の経験を積んだ教員が、
救命の現場の実際を交えながら一般市民に求められる応急手当や心肺蘇生の重要性を理解させ実践できる
ようになる知識や技術を習得する授業を行う。

到達目標　

ライフセービングの精神を理解し生命教育を通じ自分の大切な家族、友人、そして隣人の命を守りたいという人
間的な愛の表現を学び、
いざという時の心構えを身に着けるとともに、一般的な傷病に対して救急隊が到着するまでの間の正しい手当
が実践できるように、正確な知識と技術を習得する。

評価方法と基準

実技試験（三角巾）40％　期末試験　60％　合計で100％とする。
実技試験（三角巾）を欠席した者は、授業態度からみなし点とする。
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 入谷拓哉
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

科目名 応急手当Ⅱ
必修
選択
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1

回数 日程 授業形態
1 5/13     5/20 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 5/27    6/03 講義

7 実習

8 実習

9 実習

10 実習

11 6/17     6/24 講義

12 実習

13 講義

14 実習

15 実習

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科２年制（昼一）

科目名 解剖生理Ⅰ
必修
選択

担当教員

阿部葉
子

阿部宜
之

授業
形態

講義・演
習

総時間
（単位）

選択 年次 2

魚類の生物学上の位置付け/魚類の外部
形態

教員の略歴
日本大学農獣医学部水産学科卒、日本大学農獣医学部副手、日本大学鶴ケ丘高等学校、埼玉県立滑川高等学校、
日本動物植物専門学校、武蔵越生高等学校、日本女子体育大学附属二階堂高等学校、聖望学園中学高等学校

授業の学習
内容

○解剖学は、種の同定、死因や病因の解明、生物を取り巻く環境の調査等、生き物と関わる上で不可欠なも
のです。
○主に魚類学、生理学、病理学で習った内容を実際に自分の目で、自分の手で確認していきます。
○この授業で、計測、解剖、顕微鏡試料作成、検鏡が自ら時間をかけずに行えることはもちろん、
　準備や片付けの実務、集団の中で、自分が今何を行わなくてはいけないかを見極めて動くことも学んで頂き
たいです。
○前期のみのため、理論のレクチャーがありません。概要は説明しますが、細かな知識・理論（復習事項）をき
ちんと予習

到達目標　

１.実習を通して 魚類の外部形態、及び内部形態の観察、 計測、計数形質の測定部位の確認。
２.魚類の簡単な同定ができる。（同定のための手順の確認 ）。
３.血液標本を作成して計測と検鏡ができる。
４.細菌の扱い、グラム染色の技法を習得する。
５. 顕微鏡の操作を理解して、適切な調整、検鏡ができる。
６.解剖器具、顕微鏡、血液検査器具、最近検査器具の扱いを習得できる。

評価方法と基準

実験・実習技能、アウトプット（レポート）１００％
レポートはフォーマット内に記入の他、各自の分析、調べなどで加点する。
期限を過ぎたものは受け付けない。
総合評価：GPA(S１００〜９０　A８９〜８０　　B７９〜７０　C６９〜６０　F５９〜０）

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

計測部位①

計測部位②/魚類の計数形質①

魚類の計数形質②

解剖実習手順解説 レポート作成準備

魚類の内部形態/解剖実習準備

魚類の計測実習

魚類の解剖実習

魚類の内部形態観察、切り出し レポート作成

片付け/細菌サンプリング手順説明 次回細菌実験のサンプリングと培養

血液実習手順解説実習/準備
コイの採血と血液塗抹標本作成・血球計

算

　【使用教科書・教材・参考書】　「魚学入門」岩井保著（恒星社厚生閣）、「新魚類解剖図鑑」木村清志監修（緑書房）

「魚類生理学の基礎」会田勝美編（恒星社厚生閣）「魚類の分類の図鑑世界の魚の種類を考える」上野輝彌・坂本一男著（東海大

TCA東京ECO動物海洋専門学校

血液実習手順解説実習/準備

グラム染色標本作成

グラム染色標本検鏡/片付け レポート作成

準備学習　時間外学習
レポート課題を事前に記入して講義のない部分を補う。授業後は、アクアルームや実習先での同定、死因や病因の解明等、実践に役
立てる。



30

1

回数 日程 授業形態

1 自己紹介と講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義・試験

15 講義

TCA東京ECO動物海洋専門学校

海洋哺乳類Ⅰ科目名

必修
選択

選択 年次

授業形態 講義
総時間
（単位）

2

全員が何に興味があるか、どのような仕事
につきたいかを話す。何を学ぶかの確認

自己紹介の準備。
この科目で何を学ぶかを確認し準備する

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

教員の略歴

授業の学習
内容

海洋哺乳類の飼育・トレーニングにかかわる場合、野生での生態、海の環境を知ることは必須である。これまで
に学習した、あるいはこれから学習する、体の仕組みや飼育の技術、環境保全やインタープリター養成講座な
どをあわせ、アウトドアや飼育の現場で、海洋哺乳類の生態について解説できるようになることを目指す。講師
の所有する現場の映像資料を中心に講義を行い可能な限り博物館などの見学も行う

到達目標　
海の環境と海洋哺乳類との関係について、説明できるようになる。海洋哺乳類矢その他の海洋生物について、
生態を子供にも理解できる言葉で、説明できるようになる。海洋環境の保全、海洋哺乳類の保護について、自
分の考え・意見を言えるように、また書けるようになる。

担当教員
友松こず

え

埼玉大学生化学科卒、野村生物科学研究所を経て、生物・ダイビング・鯨類等のライター・映像制作に従事

評価方法と基準

出席率　40％
定期試験ト60％
筆記試験評価：GPA（A100～90　B89～80　C79～70　D69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってDの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

シロナガスクジラについて知っていることを
確認。配布資料の復習

ヒゲクジラの採餌方法について調べる。
配布資料の復習

講師が撮影、採録、所有する映像・音源資料を使用する。講師の所有する書籍、資料からコピーを使用する

試験の振り返りを行うことで、カイギュウ類、
クジラ類、海の環境について理解を深める

試験範囲の復習
配布資料の復習

準備学習　時間外学習
準備学習で学びたいことに気づき、時間外学習により理解を深め、意見を持てるようにな

る
　【使用教科書・教材・参考書】　

ザトウクジラについてニュースをチェックす
る。　配布資料の復習

試験範囲の対策
試験内容の復習

マッコウクジラについて、採餌などの生態、
どこで見られるかを説明できるようになる

海鳥と海洋ゴミについて、環境保全の観点
から　意見を言えるようになる

前期で学んだこと、また捕鯨について
自分の意見を言えるようになる

試験対策・筆記試験（60分）

マッコウクジラの潜水について調べる。
配布資料の復習

海洋ゴミについてのニュースをチェックする
配布資料の復習

前期で学んだことの理解を確認。
配布資料の復習

ザトウクジラの特徴、生態を説明できる。
いつ、どこで何が見られるか教えられるよう

になるニタリクジラ、カツオクジラ、ツノシマクジラの
生態、どこで見られるかを説明できるように

なる
ナガスクジラ、ミンククジラについて、生態、
どこで見られるかを説明できるようになる

シロナガスクジラについてどこで見られるか
など、生態について説明できるようになる
コククジラ、セミクジラについて、生態や、
どこで見られるかなどを説明できるようにな

る

土佐湾のニタリクジラについて調べる。
配布資料の復習

ミンククジラの種類についてしらべる。
配布資料の復習

海の環境、潮汐、大循環などを理解し、
説明できる。海洋生物の多様性を説明でき

る
野生環境で観察できる海洋哺乳類の例を

挙げられるようになる

カイギュウ類の生態を説明できる。
見られる場所を教えられるようになる。

クジラ類はどのような生物かを説明できるよ
うになる。進化について話せるようになる

これまでに海洋について何を学んだかを確
認。　配布資料の復習

野生動物の観察体験の例を挙げる。
配布資料の復習

カイギュウ類についてのニュースをチェック
する。配布資料の復習

クジラについて知っていることを確認。
配布資料の復習
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1

回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 見学

8 見学

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義・試験

15 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　

講師が撮影、採録、所有する映像・音源資料を使用する。講師の所有する書籍、資料からコピーを使用する

TCA東京ECO動物海洋専門学校

試験対策・筆記試験（60分）
試験範囲の対策
試験内容の復習

試験の振り返りを行うことで、イルカ類、鰭
脚類、海洋生態系についてみ会を深める

試験範囲の復習
配布資料の復習

準備学習　時間外学習
準備学習で学びたいことに気づき、時間外学習により理解を深め、意見を持てるようにな

る

セイウチ、アザラシ類について
生態や分布を説明できる

アザラシについて、ネット情報をチェックする
配布資料の復習

ウミガメとペンギンの生態を知り、
海洋生態系での意味を説明できるようにな

る

ウミガメとペンギンの繁殖地を調べる
配布資料の復習

後期で学んだことについて、
自分の考えを言えるようになる

後期で学習したことの理解を確認する
配布資料の復習

国立科学博物館見学
見学ルートと見学するべきものの確認

学んだことを記録する

深海の環境と生物について説明できる。
海洋生態系への意味を理解し説明できる

深海についてネットで情報を収集する
配布資料の復習

鰭脚類の種類を挙げられる。
アシカ類について生態や分布を説明できる

鰭脚類について知っていることを確認する
配布資料の復習

カワイルカ類について説明できる。
イルカと人間の関係について考えを言える

イルカと人間の関係についてネットなどで調
べる　配布資料の復習

クジラ・イルカウォッチング、スイミングにつ
いて　　どこで何をするか提案できるように

なる

自分のウォッチング、スイミング体験を確認
配布資料の復習

国立科学博物館見学
見学ルートと見学するべきものの確認

学んだことを記録する

ハンドウイルカ、ハシナガイルカ、カマイルカ
の生態と行動を説明できる

知っているイルカの生態を確認。
配布資料の復習

シャチとコビレゴンドウの生態、どこで見られ
るかを説明できるようになる

シャチ、コビレゴンドウについての知識を確
認。　配布資料の復習

その他のマイルカ類、イシイルカ、スナメリ
の生態とどこで見られるかを説明できる

ネズミイルカ類について知っていることを確
認。配布資料の復習

イルカの主な種類を挙げられるようになる。
エコーロケーションについて説明できる

前期で学習したことの理解と後期で何を学
ぶかの確認。配布資料の復習

教員の略歴 埼玉大学生化学科卒、野村生物科学研究所を経て、生物・ダイビング・鯨類等のライター・映像制作に従事

授業の学習
内容

海洋哺乳類の飼育・トレーニングにかかわる場合、野生での生態、海の環境を知ることは必須である。これまで
に学習した、あるいはこれから学習する、体の仕組みや飼育の技術、環境保全やインタープリター養成講座な
どをあわせ、アウトドアや飼育の現場で、海洋哺乳類の生態について解説できるようになることを目指す。講師
の所有する現場の映像資料を中心に講義を行い可能な限り博物館などの見学も行う

到達目標　
海の環境と海洋哺乳類との関係について、説明できるようになる。海洋哺乳類矢その他の海洋生物について、
生態を子供にも理解できる言葉で、説明できるようになる。海洋環境の保全、海洋哺乳類の保護について、自
分の考え・意見を言えるように、また書けるようになる。

評価方法と基準

出席率　40％
定期試験ト60％
筆記試験評価：GPA（A100～90　B89～80　C79～70　D69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってDの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
友松こず

え
授業形態 講義

総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

科目名 海棲哺乳類Ⅱ

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 4月20日 ガイダンス

2 4月27日 標本作り実習

3 5月11日 標本作り実習

4 5月18日 標本作り実習

5 5月25日 標本作り実習

6 6月1日 講義・演習

7 6月15日 講義・演習

8 6月22日 講義・演習

9 6月29日 講義・演習

10 7月6日 講義・演習

11 7月13日 グループディスカッション

12 7月20日 グループディスカッション

13 8月31日 テスト対策

14 9月7日 テスト

15 9月14日 振り返り

サメの頭の構造を理解し、頭骨と顎骨を分離する
技術を体得する。

サメの顎のクリーニング及び漂白する技術を習得
する。

サメの顎のクリーニング及び漂白する技術を習得
する。

サメの顎を固定し、乾燥を行い、標本を完成する
ことができる。

Teams課題；サンプル写真の提出、授業レポート、
授業の要点疑問点、購入したペットボトル本数報
告
Teams課題；サンプル写真の提出、授業レポート、
授業の要点疑問点、購入したペットボトル本数報
告
Teams課題；サンプル写真の提出、授業レポート、
授業の要点疑問点、購入したペットボトル本数報
告
Teams課題； 授業の要点疑問点、プラスチックが
生物に与える影響とは何ですか、購入したペット
ボトル本数報告
Teams課題； 授業の要点疑問点、プラゴミが魚よ
りも増えるのはいつですか。そうなると何が起きま
すか。購入したペットボトル本数報告

環境問題に関するテーマにおいて、問題点を指摘
できる。

環境問題に関するテーマにおいて、問題点を指摘
できる。

サメの基礎知識、IUCN絶滅危惧種評価検索を復
習し、テストに向けて更に理解を深めることができ
る。ワークシート実施。

テスト

Teams課題； 授業の要点疑問点、購入したペット
ボトル本数報告

Teams課題； 授業の要点疑問点、購入したペット
ボトル本数報告

Teams課題； 授業の要点疑問点、購入したペット
ボトル本数報告

サメの分類、形態について知識を修得できる。

サメの系統・分布について知識を修得できる。

サメの環境・生態について知識を修得できる。

サメと人との関わりについて知識を修得できる。

絶滅危惧種について自ら調べるスキルを体得でき
る。

Teams課題； 授業の要点疑問点、なぜ生物はプラ
スチックを食べてしまうのですか、絶滅危惧種の
評価を調べる小テスト、購入したペットボトル本数
報告

Teams課題； 授業の要点疑問点、プラゴミを少なく
するにはどうすれば良いですか。具体的にあなた
ができることは何ですか、購入したペットボトル本
数報告
Teams課題； 授業の要点疑問点、漁業にはどん
なスタイルの漁業がありますか。養殖のメリットと
デメリットは何ですか。購入したペットボトル本数
報告
Teams課題； 授業の要点疑問点、購入したペット
ボトル本数報告とレポートまとめ

　※IUCNレッドリスト検索の際は、タブレット端末などでの検索を許可する。

テスト結果からの振り返りを行うことで、サメの基
礎知識及びIUCN絶滅危惧種について知識を深め
ることができる。ペットボトルの購入数を削減する
ことができたかフィードバックできる。ワークシート
の総括をすることで自らの関心ごとを認識できる。

Teams課題； 授業の要点疑問点、購入したペット
ボトル本数報告

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びの展開を促す

　【使用教科書・教材・参考書】　ほぼ命がけサメ図鑑（講談社）沼口麻子著　他

評価方法と基準

定期試験１００％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

　サメ(軟骨魚綱 板鰓亜綱)という海洋生態系の頂点に位置するグループについての講義が中心となります。形態・分類・行
動・食性・繁殖・人との関わりなど、サメを多角的に学び、保全活動について関心を高め、絶滅危惧種について自ら調べるスキ
ルを身につけます。
　海の環境を改善するためには、より多くの人に行動変化を起こさせる必要があります。購入するペットボトルを1本減らす、海
岸のゴミを毎日1つ拾う、これらは些細なことかもしれませんが1億人が行動したらどうなるでしょう。まずは自らができることを
考え、実行してみましょう。
※サメの生体サンプルを使用するため、内容が変更になる場合があります。

到達目標　

①サメの知識を修得する。；座学だけでなく、生体および標本の観察・解剖といった体験によるシャーキビリティ
の向上を計る。
②絶滅危惧種であるか否かを調べることができる。；IUCNレッドリストデータベースの最新情報を検索するスキ
ルを得る。
③使い捨てプラスチック製品の使用を減らす。；ペットボトルの購入本数削減計画を立て実行する。

担当教員
沼口麻

子

海大学海洋学部卒業後、同大学海洋学研究科水産学専攻修士課程修了。現在、世界で唯一のシャークジャーナリスト として活

TCA東京ECO動物海洋専門学校

海洋保全Ⅰ科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

2

シラバスを理解することができる。サメの基礎及び
サメの標本の作り方について知識を得ることがで
きる。標本作りにおける提出レポートについて理
解する。

Teams課題；アンケート（サメの印象、関心のある
環境問題、好きな生物など、購入したペットボトル
本数記録）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

教員の略歴

授業の学習
内容

1
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1

回数 日程 授業形態

1 4/14 講義

2 4/21 講義

3 4/28 講義

4 5/12 講義

5 5/19 講義

6 5/26 講義

7 6/2 講義

8 6/16 講義

9 6/23 講義

10 6/30 講義

11 7/7 講義

12 7/14 講義

13 9/1 前期まとめ

14 9/8 試験

15 9/15 振り返り

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

教員の略歴

授業の学習
内容

到達目標　
飼育現場で求められる知識を身につけることを目的とし、人間（自分）本位で押しつけるのではなく動物の立場
に立ち動物目線で思考することができること、飼育に関する様々な事象に対して常に考え動物から学ぶ姿勢を
持つことなど目の前にいる動物の気持ちを考え飼育管理ができる感性を持った人材になる

担当教員
佐伯
宏美

1975年4月～2016年6月 鴨川シーワールドに在籍　鯨類の飼育・調教・展示に従事
 
水族館における「素晴らしい展示」には「よい調教」が必要であり、よい調教を行うには「よい飼育」を行い健康な
動物を確保することが必要であることから、すべてにおいて「飼育」が基本となる
飼育の重要性を十分に理解し、水族館での鯨類の実質的な飼育について知り理解する
「水族館学」「海洋哺乳類」とリンクするが、当講義では飼育10項目を含む飼育の要点である①水②種③餌料④
管理を軸に現場目線で講義を展開する

TCA東京ECO動物海洋専門学校

鯨類の飼育管理Ⅲ科目名

必修
選択

必修・選択必
修・選択等 年次

授業
形態

講義・演習・実
習等

総時間
（単位）

2

授業の概要・目的説明、鯨類の飼育について基本的な考え方を
伝えることにより今後の学習内容を把握することができる（飼育と
は）

評価方法と基準
1）定期テスト　60％
2）授業態度及び出席率　40％

授業計画・内容

学習内容

　【使用教科書・教材・参考書】
日本動物園水族館協会発行「新ハンドブック水族館編」 1～5・東海大学出版会「水族館の仕事」・東海大学出版会「海獣水族館」・二瓶社「うまくやるための強化の原理」　他
随時学生に紹介する

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

試験問題に関する解説を行うことでより理解度を深め、飼育環境
管理の大切さ、飼育動物の入手や取扱を再認識することができる

準備学習　時間外学習
準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所を熟読することにより講義内での理解度を深める
時間外学習(学習課題）；講義内容を自らまとめることにより参考資料化を図る（次回講義終了時に全講義内容を確認）

プール用薬品注入における水族館の特殊性を知り、その必要性
を理解するとともに、薬注機器の原理を知り管理できるようにする
（水ｰ④　飼育水の管理　プール用薬品と薬注ポンプ）
飼育鯨類の自然界における生息環境で重要である温度調節つい
てその必要性と原理を理解することができる（水ｰ⑤　飼育水の管
理　温度調節装置）

前期の重要事項の復習を行うことにより、より深く理解することが
できるようになる　　併せて試験範囲の提示も行いより意識を高め
ることができる

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習　時間外学習(学習課題）

搬入直後のイルカの初期飼育の基本である馴致について理解す
ることができる（種ｰ⑤　初期飼育・馴致と調教）

日本での飼育鯨種を知り、それらの同定方法を学ぶ　　　自然界
でイルカに遭遇した時に識別できるようになる（種ｰ①　鯨類の同
定方法（見分け方））

水族館における電気の重要性を知るとともに非常時の対応（動
物・施設・運営）を学ぶことができる（水ｰ⑥　電気設備　非常用発
電設備と自家発電設備）

鯨類の収集に関する法令を知ることができる
（種ｰ②　収集に関する法令）

イルカ類の捕獲方法、入手方法を知るとともに入手可能な鯨種を
認識することができる（種-③　捕獲・収集方法）

野生鯨類の選別・畜養・輸送について知ることができる
（種ｰ④　鯨類の輸送）

飼育設備の概要を学ぶ　　　　水槽設備・飼育水の管理・濾過循
環システムなどの概要を知ることができる （水ｰ①　施設管理（概
要））
水槽設備について水槽形状・防水・ガラス・ディスプレイ・照明など
水族館ならではの特性を知り飼育の側面だけではなく展示につい
てもその重要性を学ぶことができる（水ｰ②　水槽設備）
鯨類の飼育の大きな要素である飼育水の管理を学ぶ　　　取水方
法と様々な濾過循環設備の原理を理解することができる（水ｰ③
飼育水の管理　取水設備とろ過循環設備）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化
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1

回数 日程 授業形態

1 10/6 講義

2 10/13 講義

3 10/20 講義

4 10/27 講義

5 11/3 講義

6 11/10 講義

7 11/17 講義

8 11/24 講義

9 12/1 講義

10 12/8 講義

11 12/15 講義

12 1/12 講義

13 1/19 後期まとめ

14 1/26 試験

15 2/2 振り返り

準備学習　時間外学習
準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所を熟読することにより講義内での理解度を深める
時間外学習(学習課題）；講義内容を自らまとめることにより参考資料化を図る（次回講義終了時に全講義内容を確認）

　【使用教科書・教材・参考書】
日本動物園水族館協会発行「新ハンドブック水族館編」 1～5・東海大学出版会「水族館の仕事」・東海大学出版会「海獣水族館」・二瓶社「うまくやるための強化の原理」　他
随時学生に紹介する

TCA東京ECO動物海洋専門学校

繁殖の重要性を理解するとともに、繁殖の推進の仕方を学び、繁
殖への理解を深めることができるようになる（管理-⑦　繁殖Ⅰ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

鯨類の繁殖を学ぶ　　また、新生児の育成について現場での知見
を交えて知ることにより重要性を再認識することができるようにな
る（管理-⑧　繁殖Ⅱ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

後期の重要事項の復習を行うことにより、より深く理解することが
できるようになる　　併せて試験範囲の提示も行いより意識を高め
ることができる

試験問題に関する解説を行うことでより理解度を深め、飼育環境
管理の大切さ、飼育動物の入手や取扱を再認識することができる

鯨類の疾病についての詳細な原因、対応を知り、飼育現場にお
いての疾病の発見、治療の重要性を理解し学ぶことができる（管
理-⑤　鯨類の病気Ⅱ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

鯨類における血液検査内容を知り、正常値を知るとともに、検査
結果のそれぞれの検査項目の関係性による読み方を学ぶことが
できる（管理-⑤　血液検査）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

健康管理に必要な観察ポイントを理解し、異常の発見の仕方につ
いて学ぶ　　日常における動物観察がいかに重要かを理解するす
ることができる（管理-⑥　日常の健康管理）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

鯨類の生理を知ることにより、疾病との関連を考えられるようにな
る（神経系・循環器系・呼吸器系・消化器系）（管理-②　鯨類の生
理Ⅰ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

鯨類の生理を知ることにより、疾病との関連を考えられるようにな
る（消化器系・泌尿器系・内分泌系・体温調節）（管理-③　鯨類の
生理Ⅱ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

飼育条件と病気の原因、発見と診断など基本的な病気の考え方
と治療、予防について理解することができる（管理-④　鯨類の病
気Ⅰ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

餌料への考え方、選択、保管等基本的な考え方を学び、餌料管
理の重要性を理解すことができる（餌料-①　餌料Ⅰ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

鯨類の餌料について、詳細な取り扱い及び管理を理解し、餌料管
理の重要性について再認識することができる（餌料-②　餌料Ⅱ）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

「NHK プロフェッショナル 仕事の流儀」のDVDを見ることにより実
際の現場の管理を実感することができ、以後の講義内容の重要
性を知ることができる　（管理-①）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

ストランディング・迷入・混獲の多い鯨種を知り対応方法を知るこ
とができる（種ｰ⑥　ストランディング個体の対処方法）

準備学習：次回講義の飼育ハンドブック該当箇所の熟読
時間外学習(学習課題）；講義内容のまとめ　資料化

教員の略歴 1975年4月～2016年6月 鴨川シーワールドに在籍　鯨類の飼育・調教・展示に従事

授業の学習
内容

 
水族館における「素晴らしい展示」には「よい調教」が必要であり、よい調教を行うには「よい飼育」を行い健康な
動物を確保することが必要であることから、すべてにおいて「飼育」が基本となる
飼育の重要性を十分に理解し、水族館での鯨類の実質的な飼育について知り理解する
「水族館学」「海洋哺乳類」とリンクするが、当講義では飼育10項目を含む飼育の要点である①水②種③餌料④
管理を軸に現場目線で講義を展開する

到達目標　
飼育現場で求められる知識を身につけることを目的とし、人間（自分）本位で押しつけるのではなく動物の立場
に立ち動物目線で思考することができること、飼育に関する様々な事象に対して常に考え動物から学ぶ姿勢を
持つことなど目の前にいる動物の気持ちを考え飼育管理ができる感性を持った人材になる

評価方法と基準
1）定期テスト　60％
2）授業態度及び出席率　40％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
佐伯
宏美授業

形態
講義・演習・実

習等

総時間
（単位）

必修・選択必
修・選択等 年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

科目名 鯨類の飼育管理Ⅳ

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 試験

15 講義

TCA東京ECO動物海洋専門学校

様々なシステムと器材

　【使用教科書・教材・参考書】　　配布プリント
各種図鑑　など

筆記試験

振り返り・自分の弱点を知る

準備学習　時間外学習 実習・実験の目的・方法を事前に確認し、終了後に結果をまとめる

魚類の病気、細菌性疾病 人間の病気との違いがあるのか考える

魚類の病気、水性菌（真菌） 人間の病気との違いがあるのか考える

魚類の病気、寄生虫症 人間の病気との違いがあるのか考える

電気の扱い（漏電の対処） 家庭の電気を調べておく

魚類の病気、原因、症状、治療 人間の病気との違いがあるのか考える

魚類の病気、白点病 人間の病気との違いがあるのか考える

様々なシステムと器材

良い濾過とは何か？

良い濾過とは何か？

様々なシステムと器材 良い濾過とは何か？

魚の体と呼称（学名・和名など） １つの生物がいくつの名を持つ？

水とは何か？海水・淡水 飲料水とは違うのか？

濾過とは何か？ 【こす】とはどういうことか？

魚とはどんな生物か？ 他の生物とどう違うのか？

教員の略歴 東京タワー水族館からひかるアクアリューム、サッドアルバーリ及びハナマサ店長、南米、ドイツ、スリランカの水草輸入に関わる

授業の学習
内容

水生生物、特に魚類を飼育するために必要な基礎を講義にて学ぶ。後期には生態を学び、販売、展示、メンテナンスなどに活
かせるようにする。

到達目標　
アクアルームで飼育を始めるにあたり、基礎となることを理解できる。勘による飼育ではなく、飼育の要点を人に伝えられるよ
うになる。

評価方法と基準
筆記試験：９０％
出席率：１０％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 土屋俊朗
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

科目名 飼養管理Ⅰ

必修
選択
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　（　1単位　）

回数 日程 授業形態

1 4月22日 講義

2 5月6日 講義

3 5月13日 講義

4 5月20日 講義

5 5月27日 講義

6 6月3日 講義

7 6月17日 講義

8 6月24日 講義

9 7月1日 講義

10 7月8日 講義

11 7月15日 講義

12 7月22日 講義

13 9月7日 テスト

14 9月16日 筆記試験

15 9月2日 項目的におさらいをする これからの環境対策

予習と対策

全ては自分に繋がっている

収集　里山

身近なゴミ処理について

人と食料の関係

ブーストック計画を学ぶ

ワシントン条約CB,WCを学ぶ

暮らしとエネルギー

ゴミの生産世界第二位の日本

考える人　足りない食料

動物園と水族館の環境

動物病院とペットショップ

TCA東京ECO動物海洋専門学校

次世代の環境教育Ⅰ科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

1年生

高尾の森実習準備 高尾の森作りの会スタッフによる説明

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

教員の略歴

授業の学習
内容

世界的に環境問題の現状をどうしていくのかを広く学び私たちはそれに対してどう対処したらよいのかを考えます。
高尾の森に間伐。伐採に行くことによって森の自然を学びます
森と海の環境は繋がっていることを学び、海の環境改善に生かす。

到達目標　
色々な場面を環境自体でみられるように示します。海洋生物か環境悪化に悩まされる環境をつくりどうしたらそれを保護出来るの
か考える
世界の環境を学び人に環境の大切さを伝えられるようにします。

担当教員 中川　武

青山学院大学卒、読売日本テレビ文化センター「楽しい登山教室」講師プロガイド

評価方法と基準定期試験80% 実習評価20％　筆記試験評価

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

準備学習　時間外学習

次世代の環境教育　教科書使用

世界の環境問題を学ぶ

動物現象　保護のCM作成

熱帯林の役割について

大きな海青い星が濁り始めた理由

次世代のための環境教育

関連資料の用意

何故温暖化になってしまったか？

予習・復習課題

海洋に関する資料送付

世界の温暖化の現状

自分のライフスタイルとエネルギーの関係

現状をチャック

環境問題を人ごとにしない



30

1

回数 日程 授業形態

1 4月20日 講義

2 4月27日 講義

3 5月11日 講義

4 5月18日 実習

5 5月18日 実習

6 5月25日 講義

7 6月1日 講義

8 6月22日 講義

9 6月29日 講義・実験

10 7月6日 講義

11 7月13日 講義

12 7月20日 講義

13 8月31日 講義

14 9月7日 講義

15 9月14日 講義

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

教員の略歴 東海大学海洋学部卒　金沢水族館学芸員・あわしまマリンパーク学芸員・館長をへて、自然観察指導員として子供たちの自然教室を指導

授業の学習
内容

水族館スタッフ・ネイチャーガイド・ショップスタッフの仕事では、自然や生物の知識を得ることは大切なことですが、その知識
を自分のものにして伝えることが求められます。この授業では、水生生物の分類とその特徴、そこに属する生物名を学び、さ
らに解剖と実験を通して生活の様子を学習します。干潟と河口の生物については実際にフィールドで観察を行い、環境に適
応して生物が棲み分けを行う様子や潮汐により変化する生物の行動を観察します。

総時間
（単位）

到達目標　

①各動物門の特徴と属する生物の種名を説明できる。　②潮汐の仕組みを理解し潮汐表から任意の海岸の干潮時刻を検
索できる　③干潟の環境を理解しそこに適応して生息する生物の種名をおぼえる。　④実習で干潟の観察を行い生物の生息
状況を記録し生物写真を撮影それを用いて観察記録としてのレポートを作成する。　⑤軟体動物の特徴と各綱に所属する生
物の種名をおぼえる。　⑥アサリの実験を行い呼吸と偽糞の観察ができ結果を記録できる。　⑦都市の海で発生する青潮の
成因を説明できる。　⑧二枚貝の解剖を行い体のしくみ名称を説明できる。　⑨刺胞動物の特徴を理解し、イソギンチャクの
刺胞を顕微鏡にて観察を行い顕微鏡写真の撮影ができる。

評価方法と基準

定期試験　　　１００％
総合試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　定期試験の再試験を行い、80点以上でCの評価とする。

授業計画・内容

前期授業内容の説明からこの授業の目的を理解す
る、生物の分類　門・綱の特徴と名称を説明できる

飼育ハンドブックNo.3　分類を読んでおく
潮汐のしくみを理解し、干潮・満潮で変化す

る干潟の環境を説明できる
気象庁HP内の潮汐表を閲覧

変化する干潟の環境に適応した生物の形態と
行動を学び実習に活用する

TCA東京ECO動物海洋専門学校

必修
選択

授業
形態

選択

講義

年次

都市の海の環境を理解し私たちの生活が青潮
を発生させる仕組みを説明できる
前期のまとめ・試験範囲の説明 前期授業のノートの見返し

前期試験

回答と振り返り
学習した内容を自分の言葉で説明することが

できることを目標とする

二枚貝の形態を復習・アサリの実験結果・干
潟の観察結果のまとめを読みなおす

二枚貝綱の特徴と内部構造を理解し実験に応
用する

飼育ハンドブックNo.3軟体動物門二枚貝綱を
読んでおく

フィールドでのメモと写真をノートにまとめ
る

準備学習　時間外学習 実習・実験の目的・方法を事前に確認し、終了後に結果をまとめる

　【使用教科書・教材・参考書】　飼育ハンドブックNo.3　配布プリント

　※指示をした時のみ、タブレット端末などでの検索を許可する。

生きたアサリの観察を行い、呼吸を観察し取
り込まれた物質の排出過程を観察する

アサリの実験結果を干潟で見た自然環境に置
き換え考察する

アサリ・マガキなどの二枚貝の生活が環境に
与える影響を説明できる

干潟の生物の関係を食物連鎖という形でつな
がりを説明できる

干潟の生物観察を行い、レクチャー内容を記
録する

採集生物の写真撮影を行い種名を記録し、生息場所
の環境を観察し記録する。

干潟の生物観察の振り返り・観察内容の説明 期限内に写真をつけたレポートを提出する

軟体動物門の特徴・綱の名称を説明できる
飼育ハンドブックNo.3軟体動物門を読んでお

く

1

担当教員 白井芳弘
水生生物Ⅰ科目名
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回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義

2 4月25日 講義/演習

3 5月9日 実習

4 5月16日 講義/実習

5 5月30日 講義/実習

6 6月6日 実習

7 6月13日 実習

8 6月20日 講義

9 6月27日 実習

10 7月4日 講義

11 7月11日 実習

12 7月18日 講義

13 8月29日 実習

14 9月5日 講義・試験

15 9月12日 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　　　　　　＊指示した時のみスマートフォンなどの端末での検索を許可する。

　　　MPJ　「水草水槽のススメ」　参考資料　「デュプラジャパン理想的な水槽」　　　　

TCA東京ECO動物海洋専門学校

テスト内容の予習・60分の筆記試験 試験範囲からの予習と対策

テスト結果からの振り返りを行うことで「水草水槽の仕組み」
の理解を深める

試験範囲から、誤答した箇所の復習を行い理
解を深める

準備学習　時間外学習 事後学習を通じて深く学び、準備学習を行うことで授業内での学びの展開を促す。

エントランス水草水槽管理。水草の植栽を実践できる。 授業以外での水槽管理を時間外学習に充てる

外部式フィルターを実際に分解、組み立てを行い設置から定期
的な清掃方法、修理方法が実践できる。

外部式フィルターの仕組みを事後復習に充て
る

エントランス水草水槽管理。自身の判断で現在行うべき作業を
実践できる。

授業以外での水槽管理を時間外学習に充てる

水草の進化と保全について理解することが出来る。　国立科学
博物館,植物研究部,研究主幹　田中法生（理学）博士特別講義
予定

エントランス水槽内の水草について種類の同
定を行い、

エントランス水草水槽管理。水草の剪定を実践できる。 授業以外での水槽管理を時間外学習に充てる

水草の生活と成長に必要な条件を記することができる。また、
光合成、必須元素について説明することができる。

必須元素について事後復習を行う。

グラスアクアリウム制作。水草を実際に植栽することで植え方
を習得することができる

授業以外での水槽管理を時間外学習に充てる

エントランス水草水槽管理。アクリル面の掃除を実践できる。 授業以外での水槽管理を時間外学習に充てる

外部式フィルターの仕組みと使用方法、各部品の名称を理解
し、実際に稼働させることができる。

外部式フィルターの項目を事前予習。アクア
ルームでの可動状態の確認

水草水槽の全体的な循環とシステムの仕組みを理解することが
できる。

エントランス水槽をイラスト含む解説をグルー
プで提出することで授業内容の再確認する。

エントランス水草水槽管理。水底に潜り安定して作業を行う技
術を身に着けることができる。

レイアウト構図の資料制作

グラスアクアリウム制作。石・流木を使用して構図を理解し実
際の水槽レイアウト制作に反映することができる。

グラスの選択と事前の構図案の制作

半期の授業内容を説明、当科目の最終目標の水槽例を確認。今
後の授業を理解することができる。　作業に欠かせないホース
の巻き方を習得できる。

水槽管理時に使用するホースの巻き方を実
践・習得する。

教員の略歴 有限会社エイチ・ツー代表取締役

授業の学習
内容

近年、自然環境を保全・維持する観点、平静な時間を求める需要に伴い、美しく管理・育成された水草水槽の需
要が高まっています。今では個人宅での趣味を超えてマンション、銀行、病院などのエントランスに設置される機
会も多くなりました。さらには水族館でも水草水槽が展示されるようになり、その技術が求められる時代となりつつ
あります。この授業では、座学と共にレイアウト実習を通して水草レイアウト水槽の制作、管理のプロフェッショナ
ルを目指します。また、大型水槽の管理を行うことで水族館レベルの水草水槽管理の習得を目指します。　　＊実
際に生物を使用するため内容に変更がある場合があります。また、エントランス水槽に入り作業を行います。天
候によって授業内容が変更になる場合もあります。

到達目標　

水槽空間で、美しいレイアウト構図を創ることが出来るようになる。
水草育成に最適な照明管理を行うことが出来るようになる。
水草育成に最適なろ過システムの仕組みを学び、実際に使用できるようになる。
水槽内での水草育成における二酸化炭素の必要性を学び専用添加器具を実際に使用できるようになる。
水草が育成する最良の水質を学び、水槽内で調整できるようになる。
水族館と同様、大型水草水槽管理ができるようになる。

評価方法と基準

エントランス水槽管理実習・グラスアクアリウム制作実習　20％
定期試験８０％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　同試験内容の実施、提出をもってCの評価とする。

１A水族館アクアリスト１年　授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 早坂誠
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

科目名 水槽レイアウトⅠ

必修
選択
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1

授業形態

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

見学

見学

演習

講義

講義

講義

講義・試験

講義

プレゼンテーション

新飼育ハンドブック4　P1～P90の熟読と理解

見学を持って充当する

トレーニング
新飼育ハンドブック5　P113～P139136の熟読と理

解
6

危機管理 新飼育ハンドブック5　　P1～P83、の熟読と理解5

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科3年制（昼一）

科目名 水族館研究Ⅰ　　

必修
選択

担当教員 佐藤充
授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

選択
必修

年次 1

教員の略歴 北里大学水産学部卒業　(株)淡島マリンパーク元館長　Wonder Labo代表　

授業の学習
内容

水族館の飼育者を目指す為には飼育の基本となる「新飼育ハンドブック」の内容を把握する必要があるので、こ
れを中心に授業を行います。飼育ハンドブックの内容は読んだだけでは解りにくいため、深く理解できるよう映像
など含め授業を進めていきます。
授業は座学が中心ですが、実際に濾過槽などの機材を使用したり、水族館の見学を行ったりしてハンドブックの
内容を体験も含め学習します。

到達目標　

魚類飼育全般の基礎知識を理解することが出来る。
海獣飼育全般の基礎知識を理解することが出来る。

評価方法と基準

小試験20％　定期試験80％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

回数 学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

一年間の流れや、生徒の疑問質問に答える

2

餌料　餌料の大切さと工夫を理解できる。3

繁殖　魚類だけでなく海獣の人工繁殖など水族館
で取り組んでいる活動を理解できる。

4

新飼育ハンドブック3　P1～P32の熟読と理解

新飼育ハンドブック1　P61～P90の熟読と理解

新飼育ハンドブック1　P1～P60の熟読と理解

1 授業内容の進め方説明とアンケート

水族館概論　現在の動物園・水族館の役割がど
のように変わってきているのか理解できる。

新飼育ハンドブック　　※指示をした時のみ、タブレット端末などでの検索を許可する。

東京ECO動物海洋専門学校

前期まとめ　前期の授業を再確認し、不明な点、
疑問点を洗い出し、より深い理解ができる。

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びの展開を促す

　【使用教科書・教材・参考書】　

13

14 テスト対策・６０分の筆記試験 試験範囲からの予習と対策

15
テスト結果の振り返りを行うことで、動物園水

族館の役割をより深く理解する
前期に取り扱った新飼育ハンドブック全般

教育　動物園・水族館の教育活動について具体的
活動を元に説明・理解できる。

12 新飼育ハンドブック4　P91～P150の熟読と理解

展示1　水族館における展示の意味と効果につい
て理解できる。

7

ダイビング実習11

9

10
展示2　見学を通し明確になった展示の目的の再

確認と、その他の展示の意味を説明できる。

8
水族館の見学を通し、展示にどのような工夫がさ
れていて、どのような効果があるのか説明できる
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1

授業形態

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義・試験

講義

11

病気　病気の原因と改善点が理解できる

前期まとめ　前期の授業を再確認し、不明な点、
疑問点を洗い出し、より深い理解ができる。

新飼育ハンドブック3　P33～P65の熟読と理解

新飼育ハンドブック3　P91～P117の熟読と理解

10

水族館見学

見学した施設の復習 見どころ、工夫していた所を各自考える

東京ECO動物海洋専門学校

回数

1

2

3

4

5

6

テスト対策・６０分の筆記試験 試験範囲からの予習と対策

テスト結果からの振り返りを行うことで、水質
と飼育管理の理解を深める

アクアルームの飼育当番・補助の作業を時
間外学習に充当する。

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びの展開を促す

13

14

　【使用教科書・教材・参考書】　

鑑賞魚飼育・管理士ハンドブック／鑑賞魚飼育・管理士ハンドブックⅡ　※指示をした時のみ、タブレット端末などでの検索を許可す

15

12

生態

研究・広報　水族館で行われている研究活動につ
いて説明・理解できる。

施設運用

新飼育ハンドブック3　P129～P138の熟読と理解

新飼育ハンドブック5　P87～P1096の熟読と理解

新飼育ハンドブック1　P91～P124の熟読と理解

7

新飼育ハンドブック4　P151～P162の熟読と理解

8

9

見学

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

輸送　動物の安全な輸送についての理解と説明
が出来る。

生理

分類

保存　保存の意味と役割について説明できる。

収集　水族館における収集活動が理解できる
新飼育ハンドブック2　P1～P51、P105～P127の熟

読と理解

新飼育ハンドブック2　P53～P86、P129～P152の
熟読と理解

新飼育ハンドブック2　P153～P169の熟読と理解

科目名 水族館研究Ⅰ　　

必修
選択

担当教員 佐藤充
授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

選択
必修

年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科3年制（昼一）

評価方法と基準

小テスト20％
定期試験筆記80％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

教員の略歴 北里大学水産学部卒業　(株)淡島マリンパーク元館長　Wonder Labo代表　

授業の学習
内容

水族館の飼育者を目指す為の基本となる「新飼育ハンドブック」を中心に授業を行います。飼育ハンドブックの内
容は読んだだけでは解りにくいため、深く理解できるよう映像など含め授業を進めていきます。
授業は座学が中心ですが、実際に濾過槽などの機材を使用したり、水族館の見学を行ったりしてハンドブックの
内容を学習します。

到達目標　

魚類飼育全般の基礎知識を理解することが出来る。
海獣飼育全般の基礎知識を理解することが出来る。



30

1

授業形態

講義

講義

講義・演習

講義

講義・演習

講義

講義

講義

講義

講義・演習

講義

講義・試験

講義

5

10

見学 上野動物園見学
上野動物園でどのような理由でトレーニングが行

われているのか実際に見て理解し説明できる

6

7

8

9

海洋の基礎知識を身に付ける

11

展示の工夫を考える
水族館や博物館の展示方法の工夫につい

て自ら気付ける

海洋生物の基礎知識を身に付ける

餌料　餌の重要性と実際に魚を捌けるようになる

前期まとめ　前期の授業を再確認し、不明な点、
疑問点を洗い出し、より深い理解ができる。

知っておくべき単位と計算を身に付ける

12
動物園のトレーニングの目的についてプレゼン

テーション 人前で喋ることに慣れるようになる

13

水族館で使う計算や基本的な単位を答えられる

　※指示をした時のみ、タブレット端末などでの検索を許可する。

東京ECO動物海洋専門学校

14 テスト対策・６０分の筆記試験 試験範囲からの予習と対策

15
テスト結果から振り返りを行うことで飼育管

理の理解を深める
試験範囲からの復習

　【使用教科書・教材・参考書】

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びの展開を促す

　※日程は変更になる可能性あり。

具体例を映像を使用して説明。

2

水槽の仕組みを理解する3

水槽の仕組みを理解し、組み立てることが出来
る。

4

就職試験に出そうな生物の進化の知識を答
えられる

1
海外のネイチャーガイドを紹介。学校で学習する

知識が水族館以外でも活かせる例を紹介

生命の進化

評価方法と基準

小試験２０％
定期試験８０％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

回数 学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

教員の略歴 北里大学水産学部卒業　(株)淡島マリンパーク元館長　Wonder Labo代表

授業の学習
内容

水族館の就職の試験では生物の基礎知識や計算問題が出ることが予想されます。ドルフィントレーナー専攻で
も水槽の仕組みなどが試験で出題されているので、それらの弱点の克服を前提とした授業を行います。

※実際に生き物を使用する授業のため、内容に変更がある場合があります。

到達目標　
海洋全般の幅広い知識を習得し答えることが出来る。
試験に出るレベルの計算問題を答えることが出来る。
人前でプレゼンテーションを行うことが出来る。

担当教員 佐藤　充
授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

選択
必修

年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

科目名 水族館研究Ⅲ

必修
選択

水槽のろ過の仕組みと、その原理について説明。
その後、実際に濾過槽などを組み立てられるよう

にする。

研修前に包丁の扱いに慣れるようになる

就職試験に出そうな海洋生物の知識を答え
られる

就職試験に出そうな海洋科学の知識を答え
られる
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1

授業形態

講義

講義

演習

講義

見学

講義

講義

演習

講義

講義・試験

講義

動物園・水族館の動物の取り扱いにつ
いて理解する

外来種の現状を説明できる

テスト前対策

プロテインスキマーを作る
プロテインスキマーの原理を理解し、作るこ

とが出来る

外来種を探す（左近川） 身近な外来種を知り説明できる

評価方法と基準

小試験２０％
定期試験８０％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

教員の略歴 北里大学水産学部卒業　(株)淡島マリンパーク元館長　Wonder Labo代表

授業の学習
内容

水族館の就職の試験では生物の基礎知識や計算問題が出ることが予想されます。ドルフィントレーナー専攻で
も水槽の仕組みなどが試験で出題されているので、それらの弱点の克服を前提とした授業を行います。

※実際に生き物を使用する授業のため、内容に変更がある場合があります。

到達目標　
海洋全般の幅広い知識を習得し答えることが出来る。
試験に出るレベルの計算問題を答えることが出来る。
人前でプレゼンテーションを行うことが出来る。

科目名 水族館研究Ⅳ

必修
選択

担当教員 佐藤　充
授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

選択
必修

年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

施設見学の復習

深海の基礎知識 具体例を映像を使用して説明。

見学 水族館見学 未定

チーム分けでプレゼンテーション

2 環境問題の基礎知識を身に付ける 代表的な環境問題を理解し説明できる

　【使用教科書・教材・参考書】

　※指示をした時のみ、タブレット端末などでの検索を許可する。

15

12

後期復習

　※日程は変更になる可能性あり。

講義・演習

東京ECO動物海洋専門学校

回数

1

3

4

5

6

7

テスト対策・６０分の筆記試験 試験範囲からの予習と対策

テスト結果から振り返りを行うことで飼育管
理の理解を深める

試験範囲からの復習

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びの展開を促す

13

14

8

9

10

11

トレーニングの効果について学び、その必要性を
説明できる

動物園（行船公園）見学

トレーニングの原理を再度確認し、映像も使って
理解する

行船公園の動物園の飼育を考える

動物福祉の知識を身に付ける

外来種問題の基礎知識



30

1

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義

2 4月15日 講義

3 5月20日 講義

4 5月20日 講義

5 5月27日 講義

6 5月27日 講義

7 6月17日 講義

8 6月17日 講義

9 7月1日 講義

10 7月1日 講義

11 7月15日 講義

12 7月15日 講義

13 9月2日 講義

14 9月16日 講義

15 9月16日 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　

新・飼育ハンドブック５

TCA東京ECO動物海洋専門学校

期末考査 前期で学習した内容の復習

期末考査振り返り
参考テキストの熟読

いろいろな水槽形状

準備学習　時間外学習

小テスト 前回までの授業内容の復習

生物毎の飼育設備

参考テキストの熟読

水族館の設備①
ポンプと熱源設備
水族館の設備①
ポンプと熱源設備
水族館の設備②
水処理とろ過
水族館の設備②
水処理とろ過
水質とろ過設備

水質とろ過設備

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

海の近くの水族館と海の無い場所の水族館

参考テキストの熟読水族館で用いられる専門用語・基礎知識

水族館・水産設備に備わる設備について①

半期の授業内容を説明し、当科目の明確な学びの目
的、目標、方法を理解することができる。

専攻別オリエンテーションにおける3つの週間
の理解と個人目標の策定

東京コミュニケーションアート専門学校ドルフィントレーナー専攻卒業、伊豆中央水産㈱、ORIX水族館㈱、㈱VAN アクア・ティール　勤務

授業の学習
内容

水生生物にとって水槽設備は住環境そのものです。多種多様な生物を健康的に飼育する為に現代の飼育施設では様々な
設備機器が利用されています。その役割と機能を理解する事は設備担当者だけでなく、飼育員や水族館運営に携わる者に
とっても知っておくべき重要な要素です。毎日接する生き物達の住環境を想像し、創造できる水族館職員となれるよう学びま
しょう。
講義は座学中心ですが、可能な限り実例を交えつつ展開します。

到達目標　
水生生物の住環境の理解を深める。
設備管理をする上で基礎となる用後の理解を深める。
基本的な水槽設備機器の役割と機能を理解する。

評価方法と基準

小試験　２０％
定期試験　８０％
最終総合評価：GPA（S100～110　A99～90　B89～80　C79～70　D69～60　F59～0）
上記２項目の合計により評価する。
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってDの評価とする。

川上丞太
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科２年制（昼一）

科目名 設備管理Ⅰ

必修
選択

担当教員

教員の略歴
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回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

新・飼育ハンドブック５　各種事例紹介資料（系統図・配管図等）

TCA東京ECO動物海洋専門学校

最終課題発表
課題発表の準備・練習

最終課題発表

１年間の振り返り 参考テキストの熟読

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　

前期の学習の復習

グループワーク
水槽リストの作成と諸条件の確認

参考テキストの熟読

グループワーク
水槽リストの作成と諸条件の確認

グループワーク
レイアウトの検討
グループワーク
レイアウトの検討

グループワーク
コンセプトの決定と水槽リストの作成

参考テキストの熟読

（仮）都内某所のバックヤード見学
訪問施設の下調べの実施

（仮）都内某所のバックヤード見学

グループワーク
水槽リストとレイアウトの修正

グループワーク
発表準備（原稿作成）

グループワーク
コンセプトの決定

飼育生物の下調べの実施

前期の内容を振り返り、当科目の明確な学びの目
的、目標、方法を理解することができる。

専攻別オリエンテーションにおける3つの週間
の理解と個人目標の策定

教員の略歴 東京コミュニケーションアート専門学校ドルフィントレーナー専攻卒業、伊豆中央水産㈱、ORIX水族館㈱、㈱VAN アクア・ティール　勤務

授業の学習
内容

前期で学んだ内容を基礎とし、より具体的かつ詳細に水槽設備を学んでいきます。単純に各種機器をつなぎ合わせるので
はなく、どんな根拠を持って設備が組まれているかを理解できるようにします。また、同時に各種図面に触れる機会を設け、
紙面（画面）上で設備計画を読み解きます。

到達目標　
根拠をもって水槽設備を理解する。
図面より水槽設備を読み解く力を養う。
実際に水槽リストやシステム図を作成する事を目指す。

評価方法と基準

課題提出　40％
最終課題発表　80％
最終総合評価：GPA（S100～110　A99～90　B89～80　C79～70　D69～60　F59～0）
上記２項目及び出席率を考慮し、総合的に評価する。
公欠が認められた者のみ最終課題発表に関するレポートを提出する事で対応する。
最終課題発表欠席者は最終課題に関するレポート提出をもってDの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

最終課題発表の条件説明

川上丞太
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

担当教員

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科２年制（昼一）

科目名 設備管理Ⅱ

必修
選択
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潜水士およびダイビングインストラクターとして都内ショップにて25年勤務。

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義

2 4月24日 講義

3 5月8日 講義

4 5月15日 講義

5 5月22日 ダイビング実習

6 5月29日 講義

7 6月5日 講義

8 6月12日 講義

9 6月19日 講義

10 6月26日 講義

11 7月3日 講義

12 7月10日 講義

13 8月28日 講義

14 9月4日 試験

15 9月11日 講義

予習：教科書138～161Pを読む
復習：問題集第2章1～10問

予習：各々の仕事での資格の必要性
復習：各レポート提出

潜水士の必要性が分かるようになる。 復習：イメージする仕事を考える

実際の仕事での資格の価値

潜水業務の練習問題を解き慣れ、答えを導き出すことができる。

送気および潜降と浮上について理解することができる。

予習：教科書63～135Pを読む
復習：問題集第1章11～20問

潜水業務について理解することができる。

学習内容

評価方法と
基準

1年次

準備学習　時間外学習(学習課題）

水族館および水槽清掃に関わる全ての仕事に必修である国家資格の潜水士を学び、資格取得を目指す授業
です。また、現実的な作業での問題点や解決策をレジャーのダイビングに置き換えて分かりやすく解説します。
授業は座学が中心ですが、実際の器材を目にしたり触れたりして理解や興味を深めます。

定期試験ト100%
筆記試験評価：GPA（A100～90　B89～80　C79～70　D69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　追試験の評価（60点以上）をもってDの評価とする。

担当教員
ココナッツ
（小林）

選択

講義

必修
選択

到達目標　

授業の学習
内容

科目名

国家試験である潜水士資格を取得することができる。（9/26目標）
基本的な潜水知識を増やし、実際の作業に必要なテクニックも学ぶことができる。
潜水器材に必要性を理解し、操作を出来るようになる。

授業計画・内容

予習：教科書10～135Pを読む
復習：問題集（全4章）21～30問を解く

潜水士対策講座Ⅰ

授業
形態学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

予習：教科書318～359Pを読む
復習：問題集第4章11～19問

予習：教科書276～318Pを読む
復習：問題集第4章1～10問

予習：教科書194～235Pを読む
復習：問題集第3章1～10問

予習：教科書236～273Pを読む
復習：問題集第3章11～20問

関係法令の練習問題を解き慣れ、答えを導き出すことができる。

高気圧障害の練習問題を解き慣れ、答えを導き出すことができ
る。

関係法令について理解することができる。

高気圧障害について理解することができる。

予習：教科書161～191Pを読む
復習：問題集第2章11～20問

送気および潜降と浮上の練習問題を解き慣れ、答えを導き出すこ
とができる。

予習：教科書10～62Pを読む
復習：問題集第1章1～10問

試験範囲からの復習とさらに理解を深める。

教員の略歴

総時間
（単位）

東京ECO動物海洋専門学校

申請書を作成し、提出できる状況をつくる。

まとめ（前期テスト対策）

・教科書（潜水士テキスト　送気調節業務特別教育用テキスト）・問題集（国家試験　潜水士　対策問題集Ⅰ）

テスト結果からの振り返りを行うことで、潜水士の理解を深める

今までの練習問題を模擬試験として行う（実力試し）
予習：今までの練習問題を復習しておく
復習：授業で間違えた問題と同等問題を復習す
る

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びを促す

予習：必要書類を用意する
復習：不足書類を用意する

　【使用教科書・教材・参考書】　

試験
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潜水士およびダイビングインストラクターとして都内ショップにて25年勤務。

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義

2 10月16日 和歌山実習

3 10月23日 講義

4 10月30日 講義

5 11月6日 講義

6 11月13日 講義

7 11月20日 講義

8 11月27日

9 12月4日 講義

10 12月11日 講義

11 12月18日 講義

12 1月15日 講義

13 1月22日 講義

14 1月29日 試験

15 2月5日 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　・PADIエンサイクロペディア（参照）・PADIナレッジワークブック（参照）

授業計画・内容

定期試験ト100%
筆記試験評価：GPA（A100～90　B89～80　C79～70　D69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　追試験の評価（60点以上）をもってDの評価とする。

実際の仕事での資格の価値
予習：各々の仕事での資格の必要性
復習：各レポート提出

準備学習　時間外学習(学習課題）

予習：教科書10～135Pを読む
復習：問題集（全4章）51～60問を解く

潜水業務の練習問題を解き慣れ、答えを導き出すことができる。

学習内容

ダイビング生理は身体に潜水がどのように影響するのかを把握
し、より安全に作業できることができる。

潜水士とダイビングの関係性を理解し、潜水作業に対しての不安
や疑問点を解消することができる。

ダイビング物理を理解することにより、潜水士という現実味のない
作業を分かりやすく紐解くことができる。

予習：教科書4-1～41Pより抜粋を読む
復習：問題集1-1～14Pを解く

予習：教科書5-1～81Pより抜粋を読む
復習：問題集2-1～13Pを解く

予習：プリントの解説を読む
復習：プリントより10問を解く

教員の略歴

水族館および水槽清掃に関わる全ての仕事に必修である国家資格の潜水士を学び、資格取得を目指す授業
です。また、現実的な作業での問題点や解決策をレジャーのダイビングに置き換えて分かりやすく解説します。
授業は座学が中心ですが、実際の器材を目にしたり触れたりして理解や興味を深めます。

評価方法と
基準

授業の学習
内容

到達目標　
国家試験である潜水士資格を取得することができる。（2/14目標）
基本的な潜水知識を増やし、実際の作業に必要なテクニックも学ぶことができる。
潜水器材に必要性を理解し、操作を出来るようになる。

科目名
選択

講義
学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

潜水士対策講座Ⅰ
担当教員

ココナッツ
（小林）

授業
形態

総時間
（単位）

1
必修
選択

年次

送気および潜降と浮上の練習問題を解き慣れ、答えを導き出すこ
とができる。

予習：教科書138～191Pを読む
復習：問題集51～60問を解く

試験

ダイビング器材の知識を増やし、簡単なトラブルに対処出来るよう
になることにより、実際の現場で役立てる。

高気圧障害の練習問題を解き慣れ、答えを導き出すことができ
る。

予習：教科書194～273Pを読む
復習：問題集51～60問を解く

実際の仕事での資格の価値

予習：問題集各項目71～80問を解く
復習：問題集各項目81～90問を解く

関係法令の練習問題を解き慣れ、答えを導き出すことができる。

ダイビング環境とスキルを理解し、フィールドなどによる天候の影
響やダイビング技術の向上が望める。

予習：各々の仕事での資格の必要性
復習：各レポート提出

予習：教科書1-1～69、2-1～63Pより抜粋を読む
復習：問題集4-1～12Pを解く

予習：教科書全体を読む
復習：問題集各項目61～70問を解く

予習：教科書3-1～93Pより抜粋を読む
復習：問題集3-1～12Pを解く

予習：教科書276～359Pを読む
復習：問題集51～60問を解く

東京ECO動物海洋専門学校

最新過去問での模擬試験（実力試し）

まとめ（後期テスト対策）

・教科書（潜水士テキスト　送気調節業務特別教育用テキスト）・問題集（国家試験　潜水士　対策問題集Ⅰ）

テスト結果からの振り返りを行うことで、潜水士の理解を深める 試験範囲からの復習とさらに理解を深める。

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びを促す
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回数 日程 授業形態

1 オリエンテーション

4 実習

5 実習

6 講義

7 講義

9 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 試験

15 振り返り

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

科目名 動物の健康管理Ⅰ

必修
選択

担当教員 黒葛原
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

授業の概要・目的説明・目標設定・自己紹介 　　　　　　　　　　　/最も印象に残った自己紹介

教員の略歴 TCA卒業後ドルフィントレーナーとしてふれあい施設に勤務、現在は(株)MMSを設立、ダイビングショップ・潜水作業を運営する

授業の学習
内容

①水族館等で扱われている海洋哺乳類について知り、その生態や特徴、飼育管理に必要な事を学び理解する
ことができる。　②水族館、ふれあい施設をはじめその他マリン業界や動物園業界等様々な方向性の中でどの
ように自分は関わりたいのか、その上では何が必要なのかを見極め、考えていくことができる。
③授業手法は主に「講義」「筆記」「パワーポイント資料」で展開。
④後半はグループワークを行い授業で学んだ事を人前で発表する事で、コミュニケーション力の向上と学びの
アウトプットをすることができる。

到達目標　

①水族館やふれあい施設等において動物の飼育・管理に関わる上で、扱われている海洋哺乳類の基礎的な
生態、健康管理に必要な知識を中心に身につけ実践に役立てることができる。
②水族館・マリン業界を始め、海に関わる仕事内容を知り理解することができる。
③座学や業界実習を重ね、二年時に上がる上である程度の方向性を確立できる。
④『人前で話す力、人に伝える力などのコミュニケーション力　』　を身につけることができる。

評価方法と基準プレゼンテーション(グループ発表)　70％　　　出席率・受講姿勢＆取り組み　　30％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

3 講義 海の哺乳類Ⅱ(鰭脚類) ミニテスト/ミニテスト勉強

2 講義 海の哺乳類Ⅰ(鯨類) 発表/ミニテスト勉強

伊豆ドルフィンファンタジー実習 事前学習/レポート

伊豆大島ダイビング実習 事前学習/レポート

海の哺乳類Ⅲ(海牛類) ミニテスト/ミニテスト勉強

海の哺乳類Ⅳ(その他の海洋哺乳類) ミニテスト/ミニテスト勉強

8 講義 海の鳥類

餌料Ⅰ サバ・アジ・サンマ・ホッケ・シシャモを見分ける

10 講義 餌料Ⅱ ミニテスト/ミニテスト勉強

　【使用教科書・教材・参考書】　

ミニテスト/ミニテスト勉強

プレゼンテーション発表

試験総評 総評

準備学習　時間外学習

グループワーク① グループ分け・テーマ決め

グループワーク② グループ作業

クループワーク③ 最終確認・リハーサル
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1

回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義

2 4月26日 講義

3 5月10日 講義

4 5月17日 講義

5 5月31日 講義

6 6月7日 講義

7 6月14日 講義

8 6月21日 講義

9 6月28日 講義

10 7月5日 講義

11 7月12日 講義

12 7月19日 講義

13 8月30日 講義

14 9月6日 試験

15 9月13日 講義

TCA東京ECO動物海洋専門学校

動物の体のしくみⅠ科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ガイダンス テキスト・ノート確認

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

担当教員
藤田智
子

農獣医学部卒業後、千葉県鴨川シーワールド入社。海獣飼育員として勤務。

評価方法と基準
定期試験　80％
授業態度　20％

教員の略歴

授業の学習
内容

基本的な動物の体の構造や骨格、生理的な知識を学ぶ。

到達目標　 飼育環境の改善、体調不良の原因を考えられるようになれば良い

授業計画・内容

JESC動物の体のしくみ

振り返り

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　

テキスト・ノート確認

咽頭と喉頭の違いについて説明できる。

鯨類の咽頭・喉頭・食道について説明でき
る。

前期の授業内容をまとめ、説明できる。

筆記試験

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

汗、体温調節について説明できる。

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

体毛について説明できる。

食事、栄養について説明できる。

栄養成分について説明できる。

海獣の食事について説明できる。

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

表皮・真皮を説明できる。

末端血流について説明できる。

乳腺について説明できる。

動物の表皮について説明できる。

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認
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1

回数 日程 授業形態

1 10月4日 講義

2 10月11日 講義

3 10月18日 講義

4 10月25日 講義

5 11月1日 講義

6 11月8日 講義

7 11月15日 講義

8 11月22日 講義

9 11月29日 講義

10 12月6日 講義

11 12月13日 講義

12 1月10日 講義

13 1月17日 試験

14 1月24日 講義

15 1月31日 講義

肝臓、胆のう、すい臓の分泌物について説
明できる。

腎臓のはたらきを説明できる。

腎臓のはたらきを説明できる。

気管・気管支・肺のはたらきを説明できる。

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

頭蓋骨と耳骨を説明できる。

眼球を説明できる。

まとめ

筆記試験

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

生殖器のつくりを説明できる。

生殖器のつくりを説明できる。

生殖器のつくりを説明できる。

骨格のつくりを説明できる。

骨格のつくりを説明できる。

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

テキスト・ノート確認

JESC動物の体のしくみ

振り返り

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　

評価方法と基準
定期試験　80％
授業態度　20％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

基本的な動物の体の構造や骨格、生理的な知識を学ぶ。

到達目標　 飼育環境の改善、体調不良の原因を考えられるようになれば良い

担当教員
藤田智
子

農獣医学部卒業後、千葉県鴨川シーワールド入社。海獣飼育員として勤務。

TCA東京ECO動物海洋専門学校

動物の体のしくみⅡ科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

1

胃のはたらきについて説明できる テキスト・ノート確認

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科　２年制　昼一

教員の略歴

授業の学習
内容
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1

回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 試験

15 講義

TCA東京ECO動物海洋専門学校

動物関連法規Ⅰ科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

2

法とは何か、どのような意図のもと作成され
ているかを理解する。

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科２年制（昼一）

教員の略歴

授業の学習
内容

　法令を遵守することは国民全員に課せられた義務の一つです。しかしながら動物業界の現場に出る機会の多
い自分から見て、まだまだコンプライアンスの点で不十分な点が多々あるように見受けられます。東京都の方針
としても「法令遵守のできる人材」が多く業界で活躍することが望まれています。法令はとかく知識偏重となり、現
場に出た際に実践的であるとはいえないものも多くあります。そこで、この講義では基本的な知識の習得はもち
ろんですが、動物園、水族館、ペットショップ店員として接することとなる「飼育動物」だけでなく、「野生動物」を含
めた動物全般という観点から、接するための心構えを含め、現場でそれを使いこなせ、かつ一般の人々の規範と
なれるような法令を遵守できる「動物業界人」の育成を目指した学習を進めていきます。

到達目標　

動物業界に携わるものとして
法とはどのようなものか体系を理解することができる。
動物関連の法令にはどのようなものがあるか知ることができる。
それぞれの法がどのように関係しているか知ることができる。
動物そして自分を守るための知識を身につけることができる。
将来現場に出た際に「知恵」として役たてることができる。

担当教員
木村

幸一郎

東京都鳥獣保護管理員として警察と共に密猟取締担当。その他、動物園に飼育員として従事。

評価方法と基準

定期試験により評価を行う。
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回、レポート課題を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ワシントン条約と種の保存法の関連につい
て復習し理解する。

特に定めないが、読んでおくのが有用と思われる書籍、論文等については授業の際に紹介します。

テスト結果からのふり返りを行うことで、法律
についての理解を深める。

試験範囲からの復習および動物関連書籍の
熟読による法的な理解。

準備学習　時間外学習 この行為が法的にはどのような位置づけかを理解するための動物関連書籍の熟読。

　【使用教科書・教材・参考書】　

試験範囲からの予習と対策

条約により、国同士がどのような取り決めを
行ったかが理解できる。

近年改正が著しい漁業に関連する法律につ
いて理解することができる。

海洋生物と陸上生物の法的な差異について
理解できる。

６０分の筆記試験

ラムサール条約と国内法の関係について復
習し理解する。

漁業法について内容を再度確認し正しく理
解する。

水産資源保護法と鳥獣保護法の関連につい
て再度確認し理解する。

国際間の取り決めである条約とは何かにつ
いて理解できる。

日本における動物関連法規が成立した過程
を説明し、現状の問題点を浮き彫りにする。

野生鳥獣の捕獲について（狩猟免許、特別
許可）。申請方法等を含め理解できる。

外来生物について、なぜこのような法律がで
きたかについて理解できる。

外来生物について、業界人としての関わり方
について理解できる。

野生鳥獣について業界人および一般社会人
としての付き合い方が理解できる。

種を保護するためにどのような制度が設けら
れているかが理解できる。

鳥獣の保護および管理並びに狩猟の適正化
に関する法律の内容を再度確認し、何をして

はいけないかを確実に把握する。

特定外来生物による生態系等に係る被害の
防止に関する法律の内容を再度確認し、何
をしてはいけないかを確実に把握する。

鳥獣被害対策特措法について内容を再度確
認し理解する。

野生鳥獣の被害対策についての法的な取り
組みについて理解できる。

種という概念に関する法がなぜ必要であった
かについて理解できる。 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存

に関する法律について内容を再度確認し、ど
の制度がどの場合に適用されるかを把握し

ておく。年月とともに種を保護する法律がどのように
変遷をとげていったか理解できる。
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1

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義

2 4月25日 講義

3 5月9日 講義

4 5月16日 講義

5 5月30日 講義・実習

6 6月6日 講義

7 6月13日 講義・実習

8 6月20日 講義

9 6月27日 講義

10 7月4日 講義

11 7月11日 講義

12 7月18日 講義

13 8月29日 講義

14 9月5日 試験

15 9月12日 講義

問屋の役割、存在意義を説明できる

生体管理方法を理解し説明できる

問屋や小売店での生体入荷方法を理解し実践できる

観賞魚飼料の流通について理解する

問屋とは何か調べる

水質に関する用語を調べる

魚の水合わせ方法について調べる

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

熱帯魚のこれまでのブームを調べる

筆記試験の返却、解答の理解 試験範囲の復習

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びの展開を促す

　【使用教科書・教材・参考書】　ATLAS熱帯魚３２００種図鑑

観賞魚問屋の仕事内容を理解する
講義で学んだ生体入荷の方法や管理方法を
復習する

試験範囲の予習

商品の原価、売価、利益率ついて理解し説
明できる

試験対策、前期授業の総まとめ

筆記試験の実施

利益率とは何か調べる

2

半期の授業内容を説明し、当科目の明確な学び
の目的、目標、方法を理解することができる。 神畑養魚がどのような会社なのか調べる

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科２年制（昼一）

教員の略歴

授業の学習
内容

・観賞魚業界への従事を目指す生徒を対象とし、業界で働く為の幅広い知識を修得する。観賞魚業界は、生き物
に触れ合う仕事であるため、本科目では“知識”を増やす講義と、即戦力となるための“経験値”を高める実習を
組み入れたカリキュラム構成となっている。また、グループ会社である、株式会社キョーリンとキョーリンフード工
業株式会社による観賞魚の餌に関するの特別授業をおこない、業界内のより幅広い分野に精通した人材を育成
する。
・学生は本授業で得た観賞魚に関する幅広い知識と経験を基に、ショップスタッフや問屋へ就職後も即戦力とし
て活躍できる人材に育ってくれることを望む。

到達目標　

・実際に従事する職場での即戦力となるため、業界に対する基本知識を学ぶ。
・問屋業の理解とそこで必要とされる幅広い基礎知識や技術を習得する。
・小売業の一部の基礎知識と技術を習得する。
・小売店での生体管理方法を身につける。
・餌の種類、成分、用途などの知識を習得した後に、飼料の製造について学ぶことで理解をより深める。

担当教員
神畑養魚
株式会社

評価方法と基準
1）筆記試験70％　2）出席数30％
小試験は講義の内容をしっかりと理解できているのかを評価する。
筆記試験は語句選択、記述問題、計算問題などを出題して総合点で評価する。

授業計画・内容

流通基礎Ⅰ科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

キョーリンフード工業株式会社がどのよ
うな会社なのか調べる

パッキング実習 生体の輸送梱包方法を調べる

TCA東京ECO動物海洋専門学校

前期授業内容の整理、復習

観賞魚飼料の製造過程を理解する

観賞魚飼料の製造過程を実戦する

観賞魚飼料製品の特徴を理解する

アクアリウムの歴史、輸送手段の変化やブームについて理解する。

株式会社キョーリンがどのような会社な
のか調べる
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1

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義

2 10月10日 講義

3 10月17日 講義

4 10月24日 講義

5 10月31日 講義

6 11月7日 講義

7 11月14日 講義

8 11月21日 講義

9 11月28日 講義・実習

10 12月5日 講義

11 12月12日 講義・実習

12 1月9日 講義

13 1月16日 講義

14 1月23日 試験

15 1月30日 講義

担当教員
神畑養魚
株式会社

授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科２年制（昼一）

科目名 流通基礎Ⅱ

必修
選択

観賞魚の原産国とその特徴を理解し説明できる 図鑑を使って主な熱帯魚の産地を調べる

教員の略歴

授業の学習
内容

・観賞魚業界への従事を目指す生徒を対象とし、業界で働く為の幅広い知識を修得する。観賞魚業界は、生き物
に触れ合う仕事であるため、本科目では“知識”を増やす講義と、即戦力となるための“経験値”を高める実習を
組み入れたカリキュラム構成となっている。また、グループ会社である、株式会社キョーリンとキョーリンフード工
業株式会社による観賞魚の餌に関するの特別授業をおこない、業界内のより幅広い分野に精通した人材を育成
する。
・学生は本授業で得た観賞魚に関する幅広い知識と経験を基に、ショップスタッフや問屋へ就職後も即戦力とし
て活躍できる人材に育ってくれることを望む。

到達目標　

・実際に従事する職場での即戦力となるため、業界に対する基本知識を学ぶ。
・問屋業の理解とそこで必要とされる幅広い基礎知識や技術を習得する。
・小売業の一部の基礎知識と技術を習得する。
・小売店での生体管理方法を身につける。
・餌の種類、成分、用途などの知識を習得した後に、飼料の製造について学ぶことで理解をより深める。

評価方法と基準
1）筆記試験70％　2）出席数30％
小試験は講義の内容をしっかりと理解できているのかを評価する。
筆記試験は語句選択、記述問題、計算問題などを出題して総合点で評価する。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

観賞魚の初期飼料のついて理解し説明でき
る

観賞魚の繫殖方法について調べる

金魚・錦鯉の歴史と主な品種の特徴を説明できる 金魚・錦鯉の品種について調べる

メダカの飼育と繫殖方法を理解し説明できる メダカの繁殖方法ついて調べる

観賞魚の学名と流通名について理解する 主な観賞魚の学名について調べる

試験対策、後期授業の総まとめ 後期授業内容の整理、復習

生体輸入の流れと輸入に関わる法律に
ついて理解する

ワシントン条約と対象種について調べる

エーハイム商品の取扱方法を実践できる エーハイム商品について調べる

観賞魚の販促方法、WEBやSNSを用いた魅
せ方について理解し実践できる

SNSを使った観賞魚の記事の内容を調べて
みる

什器の仕組みを理解し説明できる
店舗で使われる什器の種類や器具について
調べる

観賞魚の病気について理解しその対処方法を説明できる 白点病とはどのような病気なのか調べる

塩ビ配管の接続を実践できる 塩ビパイプの特性を調べる

観賞魚用品の流通や用品メーカーの役割につい
て理解する

観賞魚用品メーカーについて調べる

　【使用教科書・教材・参考書】　ATLAS熱帯魚３２００種図鑑

TCA東京ECO動物海洋専門学校

筆記試験の実施 試験範囲の予習

筆記試験の返却、解答の理解 試験範囲の復習

準備学習　時間外学習 事後学習を通じてより深く学び、事前学習を行うことで授業内での学びの展開を促す



日数 日程

【使用教科書・教材・参考書】
（参考書）滋慶教育科学研究所監修(2006)「動物の健康管理」(株式会社滋慶教育事業部)、菅野宏文著：「ミドリガメ・ゼニガメの医・食・住」、「リクガ
メの医・食・住」、「ニオイガメ・ドロガメの医・食・住」、(社)日本動物園・水族館協会「飼育ハンドブック・動物園編」Ⅲ

TCA東京ECO動物海洋専門学校

15 9/11 講義
試験解答および全過程の総括
講義の全体像を理解する事ができる。

理解がよくできていない項目を確認する。

準備学習　時間外学習 各自ノートを読み返しをし、復習に努める。講義の予習、下調べ学習を行う。

13 8/28 講義
両生・爬虫類の病(原因・症状・対処法)
について学び緊急時に対応できる様にする。

飼育室の両生・爬虫類の健康状態を予めチェッ
クする。

14 9/4 試験
期末試験・ペーパーテスト実施
試験に解答する事ができる。

試験に対する準備を行う

11 7/3 〃
カメ目陸棲ガメ類の飼育（管理・取り扱い）
を学び実践に役立てる。

〃

12 7/10 〃
両生類総論(形態、生態、生理等)
無尾目・有尾目の飼育（日常管理・取り扱い方）を学ぶ。

日本産両生類を1種選び調べる。

9 6/19 〃
有鱗目ヘビ亜目の飼育（管理、取り扱い）II
を学び実践に役立てる。

〃

10 6/26 〃
カメ目水棲ガメ類の飼育（管理・取り扱い）
を学び実践に役立てる。

日本産カメ類を1種選び調べる。

7 6/5 講義・演習
有鱗目トカゲ亜目の飼育（管理、取り扱い）
を学び実践に役立てる。

日本産トカゲを1種選び調べる。

8 6/12 〃
有尾目ヘビ亜目の飼育（管理、取り扱い）
を学び実践に役立てる。

日本産ヘビを1種選び調べる。

5 5/22 講義
爬虫類の取り扱い時の考慮
爬虫類の保定法(物理的・化学的)を学び実践に役立てる。

動物を取り扱う必要性を予め考えておく。

6 5/29 講義
爬虫類総論(形態、生態、生理、生態等）
について述べる事ができる。

本日の講義の復習。

3 5/8 講義
種の保存法について述べる事ができる。

登録票について説明できる様に練習する。

4 5/15 講義
動物の愛護及び管理に関する法律
特定動物について述べる事ができる。

動物販売時説明書を使用しながら説明練習。

必修
選択

選択

1 4/17 講義
外来生物法について述べる事ができる。

特定外来生物を1種選び詳しく調べる。

2 4/24 講義
ワシントン条約について述べる事ができる。 飼育室の動物で条約に関係している種をカテゴ

リーごとに調べる。

年次 1

到達目標
業界(動物園・ペットショップ等)のニーズに応えられるレベルまで動物の飼育・管理能力を身に付け、飼養動物の異常の早期発見及
び速やかに対処できる能力を身に付ける。また、ショップなどの接客に必要な説明及び解説ができる力を培う。

評価方法と基準

出席率・試験成績により判断する。
出席率70%以上の学生には2点、80%以上の学生には3点、90%以上の学生には5点、上記の点数を筆記試験に加点する。
筆記試験評価　GPA〔A 100～90、B 89～80、C 79～70、D 69～60、F 59～0(不合格)となる。〕
　　　　　　　再試験は公欠が認められた者のみ対応する。

授業計画・内容

授業形態 学習内容 準備学習　時間外学習（学習課題）

学科・コース エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）
教員の略歴 日本蛇族学術研究所研究員、伊豆アンディランド学芸員、現在は執筆活動を行う。

授業の学習内容
野生動物及び飼養動物に関する法令(外来生物法、文化財保護法、ワシントン条約及び種の保存法、動物愛護法等を業界人の常識と
して覚えなければならない。)
爬虫類・両生類の飼育及び取扱い方等を学び、水族館・ショップ等の仕事に就いた際実践できる。

担当教員 菅野　宏文
授業
形態

講義
総時間

（単位）
30
1

科目名 爬虫両生類学Ⅰ



30

1

回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義 飼育の基本(ケージ・保温・衛生面等)

3 講義 水生ガメの分類や高度な飼育法、保全

4 講義 爬虫両生類の餌学(栄養素と飼育法)

5 講義 陸生ガメの分類や高度な飼育法、保全

6 講義 ウミガメの保全活動と基本的な飼育法

7 講義 校外実習(あきる野市横沢入を予定)

8 講義 校外実習(あきる野市横沢入を予定)

9 講義 トカゲの総論と生態、地上生種の飼育

10 講義 樹上生トカゲの生態と高度な飼育法

11 講義 カメレオン・ヤモリ類の生態と飼育法

12 講義 オオトカゲ・ドクトカゲ・ワニの分類と飼育

13 講義 これまで習得した知識や技術の確認

14 試験

15 振り返り

　【使用教科書・教材・参考書】　適宜プリント等を用意します。回によってスライドやビデオ等の画像や、生体・骨格標本・液浸標
本も使用。

年次

総時間
（単位）

2

担当教員
富田京

一

　　爬虫両生類学Ⅲ科目名

授業初め、前回の内容について議論

後期の学習内容に進むためのまとめ 後期に向けた予習(レポート)の指示

準備学習　時間外学習

授業初め、前回の内容について議論

授業初め、前回の内容について議論

授業初め、前回の内容について議論

授業初め、前回の内容について議論

授業初め、前回の内容について議論

授業初め、前回の内容について議論

授業初め、前回の内容について議論

授業初め、前回の内容について議論

授業初め、前回の内容について議論

授業初め、前回の内容について議論

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

爬虫両生類とは何か(特に爬虫類) 一年時の内容について復習(レポート)

授業初め、前回の内容について議論

到達目標　

爬虫類・両生類とはいかなる動物か、進化的な背景も含めて理解する。水族館・動物園でよく展示されていたり、
一般に流通している種類についてひととおりの飼育がこなせるようになる。希少であったり、反対に外来生物とし
て環境問題となっている、また国内外のネイチャーツアーなどで観察できる代表的な種類を識別できるようにな
る。およびまた、もし高校で生物を履修していない生徒でも、爬虫両生類関連の業界に就職した場合に困らない
だけの基礎的な知識をつける。

評価方法と基準
定期試験を基準としますが、出席・授業態度も重視します(定期試験80％ 授業内での小テスト・レポート各
10％)。

授業計画・内容

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科2年制（昼一）

教員の略歴

授業の学習
内容

水族館など主として海洋生物を取り扱う業界においても、生態系、生物多様性といった概念の普及に伴って、さ
まざまな動植物の展示や教育活動が行なわれるようになりました。かつては常に脇役に甘んじていた爬虫類や
両生類に対する世間の関心や需要も非常に高まっています。水生生物や愛玩動物を取り扱う問屋、小売店にお
いても、それは同様の傾向にあると考えられます。また、爬虫類・両生類は他の脊椎動物とも生物学上密接なつ
ながりを持っており、たとえば魚類学を学ぶ際にそれを補完するものとして欠くべからざるものです。
時代のニーズに即した爬虫類・両生類に関する学問的な知識や飼育技術の習得は、今後ますます求められてい
くものと予想されるため、それに即応した教育を目指します。
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1

回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義

2 4月26日 講義

3 5月10日 講義

4 5月17日 講義

5 5月31日 講義

6 6月7日 講義

7 6月14日 講義

8 6月21日 講義

9 6月28日 講義

10 7月5日 講義

11 7月12日 講義

12 7月19日 講義・演習

13 8月30日 講義

14 9月6日 試験

15 9月13日 講義

リス科/シマリスとジリス ジリスの展示ケースを観察しておく

　【使用教科書・教材・参考書】　

TCA東京ECO動物海洋専門学校

準備学習　時間外学習

試験

試験の解説と夏休みの課題について

ジリスとプレーリードッグの世界 飼育室のプレーリーを観察しておく

採食と知育玩具

前期のまとめ

到達目標　

評価方法と基準

授業計画・内容

日本初のドッグシッター&イヌの託児施設を発案、開業　小動物全般の繁殖・卸し

飼育展示、販売、接客に必要不可欠となる小動物の基本を学ぶ授業の前編です。
種を理解する事で、品種や繁殖、人工哺乳や介護をする為の知識を身に付けます。
飼育される全ての動物たちが、生涯ストレスなく健康で暮らし続けられるために、飼い主様とのパイプラインを目指して学習に
励んで下さい。
授業は座学ですが、実際に動物に触れ合い、感覚も養いながら授業を進めます。

※実際に生き物を使用する授業のため、内容に変更がある場合があります。

ウサギの品種を識別できるようになる。
スーパーの食材から草食動物の餌を選ぶ事ができる。
種の特性を理解し、ストレスフリーな扱い方の習得を目指す。

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 エキゾチックアニマルⅠ

必修
選択

担当教員 高橋幸子

授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択必修 年次 1

教員の略歴

授業の学習
内容

提出物20％　小テスト20%
定期試験60％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ウサギの体の構造と病気について ウサギの展示ケースを観察しておく

自己紹介　授業の説明と生き物を扱う上での注意
事項

動物の分類/齧歯目 齧歯目にはどんな種がいるのか考えてみる

動物の分類/ウサギ目 ウサギを扱っている施設を調べておく

穴ウサギの種類、種と品種について ウサギの価格を調べておく

ウサギの品種 店舗で取り扱いの多い品種を調べておく

リス亜目/モモンガ属とムササビ属 ムササビを見に行ってみる

リス亜目/モモンガ属と有袋目 リスを販売している店舗を探す

ウサギの管理と食性について
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1

回数 日程 授業形態

1 4月20日 講義

2 4月27日 講義・演習

3 5月11日 講義

4 5月18日 講義・演習

5 5月25日 講義

6 6月1日 講義・演習

7 6月15日 演習

8 6月22日 講義

9 6月29日 講義・演習

10 7月6日 講義

11 7月13日 講義

12 7月20日 講義・演習

13 8月31日 講義

14 9月7日 試験

15 9月14日 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　

TCA東京ECO動物海洋専門学校

試験

試験の解説と夏休みの課題について

準備学習　時間外学習

フェレットの体の構造と病気 フェレットのカラーの写真を集めておく

フェレットのケージと用品 フェレットの用品について調べておく

前期のまとめ

回し車のサイズと危険性 回し車について調べておく

高さ認識とステップ ステップについて調べておく

食肉目/フェレット フェレットの値段を調べておく

ヤマアラシ亜目/デグー デグーの値段を調べておく

デグーのケージと用品 飼育室のデグーを観察しておく

採食と知育玩具

ウサギのケージと用品 ウサギの用品について調べておく

ヤマアラシ亜目/チンチラ チンチラのサイズを確認しておく

チンチラのケージと用品 チンチラのケージについて調べておく

観察と管理の重要性

教員の略歴 日本初のドッグシッター&イヌの託児施設を発案、開業　小動物全般の繁殖・卸し

授業の学習
内容

　　飼育展示、販売、接客に必要不可欠となる小動物の基本を学ぶ授業の後編です。
種を理解する事で、品種や繁殖、人工哺乳や介護をする為の知識を身に付けます。
飼育される全ての動物たちが、生涯ストレスなく健康で暮らし続けられるために、飼い主様とのパイプラインを目指して学習
に励んで下さい。
授業は座学ですが、実際に動物に触れ合い、感覚も養いながら授業を進めます。

※実際に生き物を使用する授業のため、内容に変更がある場合があります。

到達目標　 市販のケージや用品を使い、より良い空間作りが出来るようになる。

評価方法と基準

提出物20％　小テスト20%
定期試験60％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 高橋幸子
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 エキゾチックアニマルⅡ１

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義、演習

2 4月26日 講義、演習

3 5月10日 講義、演習

4 5月17日 講義、演習

5 5月31日 講義、演習

6 6月7日 講義、演習

7 6月14日 講義、演習

8 6月21日 講義、演習

9 6月28日 講義、演習

10 7月5日 講義、演習

11 7月12日 講義、演習

12 7月19日 講義、演習

13 8月30日 講義、演習

14 9月6日 試験

15 9月13日 講義、演習

【基礎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力】話すのポイントやコツを知り、実際
に使うことができる

【基礎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力】自己表現方法の種類を知り、適
切な自己主張の方法を実践できる

【基礎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力】頼み方、断り方、相談の仕方を知
り、実際に使うことができる

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

TCA東京ECO動物海洋専門学校

準備学習　時間外学習

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

【振り返り】前期試験結果と自己チェックを振返り、後期
に向け目標を設定することができる

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

【検定講義①】CSU検定に向け第1章・第2章のポイント
を理解できる

【チームワーク】相手と自分を理解し、チームで同じ目
標に向かい協働する要素を明確にする

【基礎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力】事実や意見などを区別して、結論
からわかりやすく伝える型を実践できる

【前期試験】前期に学んだことを整理し、自分を振り返
り、達成や課題を分析できる

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

教科書「コミュニケーションスキルアップ検定」　

　【使用教科書・教材・参考書】　

教員の略歴

授業の学習
内容

到達目標　

評価方法と基準

授業計画・内容

IT企業にてエンジニア、人事部門での教育、採用を経験後、独立。現在は、研修講師、キャリアカウンセラーとして従事。

動物の飼育をしていく上で、一緒に働く人やお客様など関係する人たちと円滑にコミュニケーションがとれると、仕事が円滑に
進みます。
この授業では、コミュニケーションについて、知識の理解だけでなく、体験を通じてコミュニケーションのコツやスキルを学びま
す。また、実習や研修に向けたビジネスコミュニケーションを学びます。学んだことを身につけ定着するため、飼育当番等学校
内に加えアルバイト、プライベートでも自ら意識的に実践していくことが必須です。「クラスの仲間との関係つくり」から「実習
先、社会人に向け必要な振る舞い」の力を身につけることを目指します。

・コミュニケーションの基本である、「聴く」「伝える」のポイントが実践できる。
・人と協働するために必要な行動を理解し、実践できる。
・社会人として必要なビジネスマナーを理解し、使えるようになる。
・自分自身の特徴を知り、自己表現ができるようになる。
・他者と自分自身の違いを知り、お互いを尊重しようとなる。

【評価方法】
１）定期試験70％　２）授業態度20％　３）出席数10％
【評価基準】
１）定期試験は、各設問について、授業内での実施事項を踏まえ回答する。各設問ごとに点数を設け、合算して算出する。
２）授業態度は、授業参加姿勢や授業後の実践の取り組み状況、提出物の有無、内容を含む。

担当教員 中村美穂

授業
形態

講義
総時間
（単位）

必修 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 コミュニケーションスキルアップⅠ

必修
選択

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

【オリエンテーション】自己スキルチェックで自己分析、
課題発見ができる。クラス交流を図る

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

・授業終了時に立てた行動計画を実践する
【基礎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力】コミュニケーションの一歩となる挨
拶と表情の意味が分かり、実践ができる

【基礎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力】会話の成り立ちを、聴く/話すに分
けて理解し、聴くポイントを実践できる

【チームワーク】グループの目的や役割を理解し、グ
ループへの積極的な参加や連携ができる

【自己理解・他者理解】他者との交流を通して価値観の
違いを理解できる

【自己理解・他者理解】自分と他者の価値観の違いを理
解し、他者の価値観を尊重する

【チームワーク】グループの目的と個々の役割を理解
し、グループワークに取り組むことができる

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

・授業終了時に立てた行動計画を実践する

・授業終了時に立てた行動計画を実践する
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回数 日程 授業形態

1 4月17日 演習

2 4月24日 演習

3 5月8日 演習

4 5月15日 演習

5 5月22日 演習

6 5月29日 演習

7 6月5日 演習

8 6月12日 演習

9 6月19日 演習

10 6月26日 演習

11 7月3日 演習

12 7月10日 演習

13 8月28日 演習

14 9月4日 演習

15 9月11日 演習

科目名

必修
選択

必修 年次

授業
形態

演習
総時間
（単位）学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

教員の略歴

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

TCA東京ECO動物海洋専門学校

講座を受講する意義を理解し、PCの基本操作がで
きる

評価方法と基準
定期試験では、パソコンを使用した実技試験をおこない、授業で学んだPC操作の定着度を確認する
評価は通常点(40点)と期末テスト(60点)の合計100点満点でおこない、学則規定に準ずる

授業の学習
内容

・コンピュータネットワーク環境の適切な利用をとおして各自の専門分野において有益な情報を得る
・PC操作をとおして、効果的、効率的にデータ作成をおこなう

到達目標　
・コンピュータネットワーク環境をITリテラシーの観点に基づき適切に利用できる
・複合文章の作成（Word）、表計算や表、グラフの作成（Excel）ができる

表計算ソフトの基本操作ができる
後期発表資料のシナリオを作ることができる

企業や施設が求める表計算ソフトの操作ができる

関数を駆使した資料を作成できる

　【使用教科書・教材・参考書】　

担当教員

(株)ブ
レーンス
タッフコ
ンサルタ
ンツ

滋慶学園グループの一企業である(株)ブレーンスタッフコンサルタンツのラーニングマネージャーが、
卒業研究や就職後に必須となるパソコンスキルについて特化した講義を実施

コンピュータ演習Ⅰ
1

滋慶学園グループの学生にとって必要なスキルに特化した、オリジナルのe-learning（インターネット上のテキスト）を使用

前期の振り返り

準備学習　時間外学習

インターネット上の
イーラーニングテキストで

操作手順を確認し、
練習を繰り返し操作を定着させる

新しいテクノロジーや情報を扱うための基礎的な
知識や注意点を理解し、正しく上手に活用できる

受け取り手に好印象を与えるメールのマナーを知
り、メール機能を使いこなすことができる

個人所有PCで講義を実施するための設定ができる
Officeソフト共通の基本操作ができる

文書作成ソフトを使って、効率的にビジネス文書を
作ることができる

画像や図形を駆使した文書を作成できる

グラフを駆使した資料を作成できる

Excel基礎で習ったことを実践できる

Excel試験問題の実施

表を駆使した文書を作ることができる

インターンシップの報告書を作成する準備ができる
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回数 日程 授業形態

1 10/2 演習

2 10/16 演習

3 10/23 演習

4 10/30 演習

5 11/6 演習

6 11/13 演習

7 11/20 演習

8 11/27 演習

9 12/4 演習

10 12/11 演習

11 12/18 演習

12 1/15 演習

13 1/22 演習

14 1/29 演習

15 2/5 演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

滋慶学園グループの学生にとって必要なスキルに特化した、オリジナルのe-learning（インターネット上のテキスト）を使用。

TCA東京ECO動物海洋専門学校

インターネット上の
イーラーニングテキストで

操作手順を確認し、
練習を繰り返し操作を定着させる

PowerPoint試験問題の実施

後期の振り返り

準備学習　時間外学習

作成したスライドを使って発表できる（2）

長文作成における必要な操作ができる

PowerPoint基礎で習ったことを実践できる

表の活用・図表の効果的な表現をすることができ
る

フォントや配色などを工夫して見やすいスライドに
編集できる

作成したスライドを使って発表できる（1）

PowerPointを使用し、紙芝居を作成することができ
る

何を伝えるかを簡潔に示したスライド作成の設計
ができる

レイアウト、配色等、デザインに考慮した図解を作
成できる

AI（人工知能）に関する正しい情報や知識を身に着
け、適正かつ有効に活用できる

AI機械学習について実践を通してより深めることが
できる

スライド作成の基本的な操作ができる

評価方法と基準
定期試験では、パソコンを使用した実技試験をおこない、授業で学んだPC操作の定着度を確認する
評価は通常点(40点)と期末テスト(60点)の合計100点満点でおこない、学則規定に準ずる

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

必要な情報をインターネットで検索したり、ファイル・フォル
ダの仕組みを理解して操作したりすることができる

教員の略歴
滋慶学園グループの一企業である(株)ブレーンスタッフコンサルタンツのラーニングマネージャーが、

卒業研究や就職後に必須となるパソコンスキルについて特化した講義を実施

授業の学習
内容

・コンピュータネットワーク環境の適切な利用をとおして各自の専門分野において有益な情報を得る
・PC操作をとおして、効果的、効率的にデータ作成をおこなう

到達目標　
・コンピュータネットワーク環境をITリテラシーの観点に基づき適切に利用できる
・PowerPointを使用して訴求力のあるスライド作成ができる

担当教員

(株)ブ
レーンス
タッフコ
ンサルタ
ンツ

授業
形態

演習
総時間
（単位）

必修 年次 1

学科・ｺｰｽ 水族館プロデュース専攻

科目名 コンピュータ演習Ⅱ

必修
選択
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授業形態

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

試験

講義

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 一般教養Ⅰ

必修
選択

担当教員 永井槇
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

教員の略歴 フェリス女学院大学卒、緊急人材育成支援事業講師、TCA一般教養講師（2012～）

授業の学習
内容

採用試験対策の一般常識問題や時事問題を解く力を身につける。
幅広い範囲の内容を学習する。
社会人として知らない/聞いたことないでは済まされない一般常識があり、常に最新の社会情勢にアンテナを張っていることが
求められる。

到達目標　
採用試験合格に向けて正答率の向上を目標とする
興味の有無を問わず、どの分野の用語も理解できるようにする

評価方法と基準

1）定期試験60％　2）出席20％　3）小試験20％
筆記試験評価：GPA（A100～90　B89～80　C79～70　D69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってDの評価とする。

授業計画・内容

回数 学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

6 数学の問題を解くことができる

1
半期の授業内容を説明し、本科目の明確な学び
の目的、目標、学習方法を理解することができる

目的の理解と個人目標の策定

2 政治・経済・国際・社会の問題を解くことができる 動画中の指示の課題提出

3 地理・歴史の問題を解くことができる

4 国語の問題を解くことができる

5 英語の問題を解くことができる

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

7 理科の問題を解くことができる

8 文化・スポーツの問題を解くことができる

9 政治・経済・国際・社会の問題を解くことができる

10 地理・歴史の問題を解くことができる

11 国語の問題を解くことができる

12 英語の問題を解くことができる

数学/理科の問題を解くことができる 動画中の指示の課題提出

14 ６０分の筆記試験 試験範囲からの予習と対策

　※試験以外ではタブレット端末などでの積極的な検索を奨励します。

TCA東京ECO動物海洋専門学校

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

動画中の指示の課題提出

15
テスト結果を振り返り、前期学習の一般常識

や時事問題の理解を深める
試験範囲からの復習と教科書の熟読

準備学習　時間外学習 新聞（含ニュースサイト）を読む/わからない用語を調べる

　【使用教科書・教材・参考書】　　超速マスター！一般常識＆時事問題

13
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回数 日程 授業形態

1 4月14日 講義（配信）

2 4月21日 講義（配信）

3 4月28日 講義（配信）

4 5月12日 講義（配信）

5 5月19日 講義（配信）

6 5月26日 講義（配信）

7 6月2日 講義（配信）

8 6月16日 講義（配信）

9 6月23日 講義（配信）

10 6月30日 講義（配信）

11 7月7日 講義（配信）

12 7月14日 講義（配信）

13 9月1日 講義（配信）

14 9月8日 試験

15 9月15日 講義（配信）

　【使用教科書・教材・参考書】　

参考書として、ECO業界で役立つ基礎生物、生物図録、新生物基礎などを状況に応じて使用

TCA東京ECO動物海洋専門学校

試験 授業のノートを復習する

生物多様性について理解する
授業のノートを整理する　生物多様性条約につい

て調べてまとめる

準備学習　時間外学習

神経系や内分泌系による情報伝達と調節につい
て理解する

授業のノートを整理　体のしくみで学んだ内分泌
系のホルモンについてノートにまとめる

体内環境の維持の仕組みと免疫について理解す
る

授業のノートを整理　体のしくみで学んだ腎臓の
働きと構造をまとめる

植生と遷移、バイオーム、生態系について理解す
る

授業のノートを整理　生産者を牧草として、飼育動
物を例に食物網をノートに書く

呼吸について仕組みや働きを理解する
授業のノートを整理する　発酵について調べてま

とめる

光合成の仕組みについて理解する
授業のノートを整理する　植物の絵をノートに書い

て構造を理解する

酵素と代謝について理解する
授業のノートを整理する　細胞内以外で働く酵素

は何があるか調べてまとめる

生物の多様性と共通性について理解し、共通の
特徴である細胞について理解する

授業のノートを整理する　動物細胞と植物細胞の
絵をノートに書いて理解する

真核生物の細胞構造とその働きについて理解す
る。原核生物の構造と比較する

授業のノートを整理する　細胞小器官の絵をノー
トに書いて形を理解する

代謝について理解し、説明できる。ATＰに付いて
理解できる。

　授業のノートを整理する 物質代謝である同化・
異化とエネルギー代謝の違いを理解

進化とは何か、地質時代とは何か、相対年代と絶
対年代の違いは、などを理解できる

授業のノートを整理する　特に、相対年代と絶対
年代の表をキレイにまとめて書く

地質時代ごとの生物の出現や進化について特徴
や変化を理解できる

授業のノートを整理する　それぞれの地質時代の
特徴を覚える

進化の証拠である化石や形態や分布の違いな
ど、専門用語や違いを理解できる

授業のノートを整理する　示準化石と示相化石の
板書したもの以外を調べまとめる

地球の成り立ちや生命の誕生の経緯について知
り、用語を理解できる

ユーリーミラーの実験について調べてまとめる

教員の略歴 競走馬生産イヤリング牧場、乗馬クラブ、総合ペットショップ、移動動物園、NPO法人生態科学研究機構副理事長

授業の学習
内容

生物の基礎的な内容を学ぶことで、動物や植物の理解を促し、飼育管理に必要な生態生理の知識を身につける。また、動物
園等の試験対策の一助となるようにする。

到達目標　
生物の基本的事項について理解し説明できる。
動物が置かれている状況を理解し、保全や多様性について理解し考えることができる。
基礎知識をもとに、飼育管理に応用できるようになる。

評価方法と基準 定期試験において６０点以上を合格とする

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 長嶺幸介

授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 基礎生物Ⅰ１

必修
選択
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回数 日程 授業形態

1 4月14日 講義

2 4月21日 講義

3 4月28日 講義

4 5月12日 講義

5 5月19日 講義

6 5月26日 講義

7 6月2日 講義

8 6月16日 講義

9 6月23日 講義

10 6月30日 講義

11 7月7日 講義

12 見学実習

13 7月20日 講義

14 9月8日 試験

15 9月13日 振り返り

この授業を受講する際の心構えを、学生自らが明
確に示すことが出来る

日本の動物園、水族館の数を調べる

事前配布のワークシートに目を通しておく

野生動物に与える飼料について、その重要性を
理解出来る

野生動物をより自然に見せるための展示の工夫
を知ることが出来る

環境エンリッチメントについて、導入の経緯を説明
出来る

環境エンリッチメントについて、具体的な取り組み
を理解出来る

環境エンリッチメントについて、具体的な取り組み
を説明出来る

動物園の展示手法に対して、自分のイメージをま
とめておく

動物福祉の概念についてについて調べておく

環境エンリッチメントの概念について調べておく

環境エンリッチメントの取り組みを具体的にイメー
ジし、動物園で見つけることが出来る

野生動物に与える飼料について、その重要性を
理解出来る

食性毎に野生動物をグループ分けしておく

食性毎の体のつくりを調べておく

日本の動物園が辿ってきた歴史について説明す
ることが出来る

TCA東京ECO動物海洋専門学校

準備学習　時間外学習

【使用教科書・教材・参考書】
新・飼育ハンドブック、クマが肥満で悩んでます

多摩動物公園ガイダンス（仮）

多摩動物公園見学実習（仮、２コマ分）

特に興味を持てる動物種を何種か挙げておく

前期授業、試験内容振り返り

見学実習分休講

前期まとめ試験

メール配信にて試験範囲確認

現代動物園が掲げる４つの役割について説明す
ることが出来る

現代動物園が掲げる４つの役割について説明す
ることが出来る

４つの役割について、ハンドブックを読んでおく

４つの役割について、具体的などんなことが挙げ
られるか予想しておく

これから必要になる取り組みは何か、自分の考え
をまとめる

教員の略歴

授業の学習
内容

到達目標　

評価方法と基準

授業計画・内容

日本動物植物専門学校卒、（株）よみうりランド、財団法人横浜市緑の協会勤務

小試験　２０％
定期試験　８０％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　D59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応します。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とします。

「動物園」という様々な立場の人が働く現場を偶像として見るのではなく、日本の動物園が歩んできた歴史や現代社会におい
て果たすべき役割を具体的に理解していきます。また、日々野生動物に接している飼育員の取り組みや心構えを知ること
で、、「動物を飼育する」ことの意味と意義をしっかりと理解し、実践していくための大切なファーストステップになります。

動物園の存在意義、現在抱えている課題を知り、理解することを通して、「動物の命を預かる」ことの意味を身近に理解するこ
とを到達目標とします。

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
栗原
七保子

授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名

必修
選択飼育概論Ⅰ
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回数 日程 授業形態

1 4月17日 座学

2 4月24日 座学

3 5月8日 座学

4 5月15日 座学

5 5月22日 座学

6 5月29日 座学

7 6月5日 座学

8 6月12日 座学

9 6月19日 座学

10 6月26日 座学

11 7月3日 座学

12 7月10日 グループワーク

13 8月28日 座学

14 9月4日 座学

15 9月11日 座学

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 次世代の為の環境教育Ⅰ　　

必修
選択

筆記テストにおける理解力チェックと、発表による評価
Teams による「授業おさらいクイズ」など課題の提出
筆記テスト80％、授業の積極的参加態度20％

担当教員 加藤直邦
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

ケニア・プロサファリガイド / アフリカ野生生物管理大学 / 青年海外協力隊、環境教育活動

なぜ環境問題を学ぶのか知る エコ検定試験について調べる

テストの振り返りと自己評価する 不正解問題の訂正

宇宙のしくみと地球の歴史を知る

大気にまつわる環境問題を学ぶ

大気にまつわる環境問題を学ぶ

教員の略歴

授業の学習
内容

主にeco検定（環境社会検定試験）テキストを教材とし、一般常識として地球のしくみや、人
間の歴史を通じて環境問題を考え、次世代型環境教育ビジネスに活かせる知識や技術を
習得する。

到達目標　

地球環境や自然保護についての基礎知識を学ぶ。
動物や自然を通して自分の考えを伝える技術を身につける。
SDG’ｓや国際条約などの取り組みを理解し具体的に支援していく。
グローバル社会に対応するための社会人育成。

評価方法と基準

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】

エコ検定公式テキスト

熱帯雨林について考える

エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

Teams による感想レポートの提出

エコ検定過去問題集で復習

試験範囲の予習と対策

環境問題の歴史を知る

SDG’ｓを知る

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

TCA東京ECO動物海洋専門学校

中間テスト前の授業を復習する

中間テスト

エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

Teams による感想レポートの提出

エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

海洋のしくみと環境問題を学ぶ

屋内アクテビティを体験する

水循環と環境問題を学ぶ

土壌と森林について学ぶ１

土壌と森林について学ぶ２
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回数 日程 授業形態

1 4月19日

2 4月26日

3 5月10日

4 5月17日

5 5月31日

6 6月7日

7 6月14日

8 6月21日

9 6月28日

10 7月5日

11 7月12日

12 7月19日

13 8月30日

14 9月6日 試験

15 9月13日 講義

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 畜産飼養Ⅱ１

必修
選択

担当教員 工藤悟
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

講義・演習
牧場で使用するロープワークについて理解し

実践できるようになる。
構造、扱い方、手入れ・結び方が理解できる。

紹介した結び方の復習を行い習得すること。

教員の略歴 （株）マザー牧場勤務、日本大学動物資源科学科 特別講師、 PlanningOvis代表

授業の学習
内容

『畜産飼養Ⅰ』で学んだ分野から就職後、家畜を扱う現場において、必要な知識をより詳しく解説すると共に、特
に演習を通して経験を積み、即戦力としてのスキルアップを習得する。
（※家畜を扱う現場とは、特に生産牧場、観光牧場、移動動物園、動物園のふれあいエリアを指す。）

到達目標　
畜産学の基礎を正しく理解する。
『畜産飼養 Ⅰ』で学んだことが職場のどこで役立つかを理解する。
即戦力として役立つ知識を理解すると共に、演習を通して経験する。

評価方法と基準

演習実技試験　10％
レポート　40％
定期試験　50％
試験評価：S-Fの基準（S　100～90、　A　89～80、　B　79～70、　C　69～60、　F　59～0）

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

講義

作業犬
・働く犬の種類が理解できる。
・牧場の作業犬について理解できる。
・観光牧場の作業犬について理解できる。

準備学習について　：
毎回、講義終盤に次回の講義内容の予告を行い
ますので教科書の該当箇所を熟読すること。

講義・演習

羊毛加工
・羊毛の基礎知識について理解できる。
・羊毛を利用した催事について理解できる。
・実際に羊毛で糸を作れるようになる。
・実際に羊毛で小物を制作できるようになる。

時間外学習について　：
講義中に使用した教科書、配布したプリント。そし
て、口頭、板書を書き留めたノートの熟読を行い復
習すること。、また、理解できなかった内容につい
ての質問を整理し次回の講義に備える。

講義
家畜の福祉、特に日本における代表的な家畜

（牛・豚・鶏）を対象としたアニマルウエルフェアに
ついて理解できる。

レポートについて　：
演習時のレポート作成を通して習得した内容を再
確認し理解を深めると共に、疑問を整理し解決す
ること。講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　　　家畜飼育の基礎　並河澄　他5名共著（農文協）/配布する講義用プリント。

TCA東京ECO動物海洋専門学校

家畜を使用した催事
・催事の種類を理解できる。
・催事内容の組み立てが理解できる。
・催事運営時の問題点と対策について理解でき
る。

筆記試験

試験の解説を通して、前期のポイントを整理し理
解させる事。

前期講義の復習を通して要点を再確認する。

準備学習　時間外学習
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回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義

2 4月25日 講義

3 5月9日 講義

4 5月16日 実習

5 5月30日 実習

6 6月6日 実習

7 6月13日 実習

8 6月20日 実習

9 6月27日 講義

10 7月4日 講義

11 7月11日 講義

12 7月18日 講義

13 8月29日 試験

14 9月5日 試験

15 9月12日 講義

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 鳥類学Ⅰ１

必修
選択

担当教員 山﨑 優佑
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

アイスブレイク
(緩い空気で鳥類について紹介)

特になし

教員の略歴 2019年に立正大学大学院地球環境科学科専攻を修了。同年4月からNPO法人バードリサーチで越冬期の鳥類の分布状況について調査・分析を行っている。

授業の学習
内容

主に5月～7月に日本で見られる野鳥の種や行動を学習する。
葛西臨海公園などでも実習を行い、実際に野鳥を観察することで、野鳥を調査するときに初歩的な感覚を身に着けてもらう。

到達目標　 身近にいる野鳥や代表的な夏鳥の識別ができるようになる。

評価方法と基準

作品評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
試験資格は学生便覧学則に沿うものとする。
出席率66.7％以上に試験受験後の単位認定を行う。
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回　レポート課題（教材からの抜粋）を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

鳥の繁殖行動
（繁殖期の野鳥の行動を理解できる）

事前学習：なし
時間外学習：授復習をしておく

繁殖期の野鳥識別
（野鳥の識別方法を理解できる）

事前学習：なし
時間外学習：授復習をしておく

野外調査1・葛西臨海公園
（実際に野鳥を観察する）

事前学習：ペンとメモ帳、汚れていい服装、飲み
物、双眼鏡を用意する。

野外実習2・明治神宮
（森の野鳥を観察する）

事前学習：ペンとメモ帳、汚れていい服装、飲み
物、双眼鏡を用意する。

野外調査3・葛西臨海公園
（実際に野鳥を観察する）

事前学習：ペンとメモ帳、汚れていい服装、飲み
物、双眼鏡を用意する。

野外調査4・葛西臨海公園
（実際に野鳥を観察する）

事前学習：ペンとメモ帳、汚れていい服装、飲み
物、双眼鏡を用意する。

野外調査5・葛西臨海公園
（実際に野鳥を観察する）

事前学習：ペンとメモ帳、汚れていい服装、飲み
物、双眼鏡を用意する。

生態学の基礎
(生態学で使われている用語を知ることができる。)

準備学習：前回の授業の復習
時間外学習：授業で学習した内容の復習

日本列島の自然
(日本列島の自然を説明する。)

準備学習：前回の授業の復習
時間外学習：授業で学習した内容の復習

繁殖期の鳥類分布
（日本の野鳥の生息状況を理解できる）

準備学習：前回の授業の復習
時間外学習：授業で学習した内容の復習

日本を中継する渡り鳥について
（渡り鳥の特徴を理解できる）

準備学習：前回の授業の復習
時間外学習：授業で学習した内容の復習

テスト勉強
準備学習：前回の授業の復習

時間外学習：授業で学習した内容の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

TCA東京ECO動物海洋専門学校

期末試験(ペーパーテスト実施) 試験に対する準備を行う

前期の振り返りとタカの渡りについて
（これまでに学習したことの復習と渡りをするタカ

を理解できる）

準備学習：前回の授業の復習
時間外学習：授業で学習した内容の復習

準備学習　時間外学習
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回数 日程 授業形態

1 4月20日 講義

2 4月27日 講義

3 5月11日 講義

4 5月18日 講義

5 5月25日 講義

6 6月1日 講義

7 6月15日 講義

8 6月22日 講義

9 6月29日 講義

10 7月6日 講義

11 7月13日 講義

12 7月20日 講義

13 8月31日 講義

14 9月7日 講義・試験

15 9月14日 講義

動物の生息地の環境（気候、地形、文化など）を意識し博物館や植物園などにも行ってみて下さい。

講義概略、動物園はみんなにとってどんな所？動物園
での仕事は？

自身が思う動物園像や自身の夢などをいつでも
話せるように整理しておいて下さい。（年間を通し
て）

（公社）日本動物園水族館協会とは？

動物に関する社会的環境（条約等）

動物に関する社会的環境（法等）

生理学とは？生体の構成や基本的生命現象につ
いて

器官および系統について

血液（成分、役割、血液型等）ならびに血液循環
について

骨格について

動物分類の基本について

胸腔内臓器、腹腔内臓器、肝臓と腎臓の形態

消化について（口腔内消化）

前期講義まとめ

試験解説

　【使用教科書・教材・参考書】

TCA東京ECO動物海洋専門学校

準備学習　時間外学習

改訂版新飼育ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ動物園編 1～5、世界の動物 分類と飼育（東京動物園協会）、動物園学入門（朝倉書店）

教員の略歴
北里大学獣医畜産学部獣医学科卒　獣医師　学芸員　伊豆シャボテン公園元園長　（公社）日本動物園水族館協会会友　　（公社）日本植
物園協会名誉会員　（一財）進化生物学研究所客員研究員

授業の学習
内容

到達目標　

評価方法と基準

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

動物に関する社会的環境、動物の生理、形態（解剖学的）、などを中心に基本的な部分を中心に一年を通して学びます。動
物による比較や人間との比較も動物園やそこで働くスタッフの意義やいくつかの動物園の写真を見ながら展示についてなど
解説を行う。

一年の講義にて動物の体の基礎を学ぶことにより動物を飼育する際に応用できるようにする。
基本を知ることにより動物の異常をより早く発見できるようにする。
動物を取り扱う者として飼育技術知識の習得やその説明などができるようにする。
またこれによりどういった展示をし、どんなスタッフになるかを考えられる基本を作っていく。

定期試験を基本100％とするが課題や講義への姿勢も加味する。
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。

歯について、体側について

担当教員 岩田光一

授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 動物の健康管理Ⅰ

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 4月14日 講義

2 4月21日 講義

3 4月28日 講義

4 5月12日 講義

5 5月19日 講義

6 5月26日 講義

7 6月2日 講義

8 6月16日 講義

9 6月23日 講義

10 6月30日 講義

11 7月7日 講義

12 7月14日 講義

13 9月1日 講義

14 9月8日 試験

15 9月15日 講義

皮膚や皮膚線の構造や働きを理解できる

前回の授業の復習

前回の授業の復習

前回の授業の復習胃の構造や働きを理解できる

小腸の構造や働きを理解できる

大腸の構造や働きを理解できる

肝臓と胆嚢の構造や働きを理解できる

膵臓の構造や働きを理解できる

前回の授業の復習

前回の授業の復習

角質器の構造や違いを理解できる

口腔内や歯の構造や働きを理解できる

口蓋と舌の構造や働きを理解できる

TCA東京ECO動物海洋専門学校

準備学習　時間外学習

【使用教科書・教材・参考書】
教科書「体のしくみ」と参考文献は必要に応じて随時使用										

試験解説と前期まとめ 前期の授業の総復習

前回までの授業の復習筆記試験

腎臓の構造や働きを理解できる

尿管・尿道・膀胱の構造や働きを理解できる

鼻腔や気管などの構造や働きを理解できる

前回の授業の復習

前回の授業の復習

前回の授業の復習

咽頭と食道の構造や働きを理解できる 前回の授業の復習

前回の授業の復習

前回の授業の復習

前回の授業の復習

教員の略歴

授業の学習
内容

到達目標　

評価方法と基準

授業計画・内容

定期試験において６０点以上を合格とする

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

競走馬牧場・乗馬クラブ・総合ペットショップ・移動動物園・NPO法人生態科学研究機構副理事

動物たちは種ごと、個体ごとに体のしくみや特徴が異なる。教科書では犬が中心の解剖学のものであるが、他の動物も比較
し、織り交ぜながら、動物たちの基本的な体の仕組みを理解し、適切な取り扱いや管理ができるようにする。

基本的な動物の体のしくみを理解する。部位や構造などの専門用語を読み書きできる。これらを踏まえて、構造や働き、仕組
みなどをしっかりと理解し記憶し、動物たちに接する際、自らが正しい扱いができ、正常な状態を知り、早期に異常に気づき、
間違った扱いを正すこともできる。

担当教員 長嶺幸介

授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 動物の体のしくみⅠ

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 4月20日 講義

2 4月27日 講義

3 5月11日 講義

4 5月18日 講義

5 5月25日 講義

6 6月1日 講義

7 6月15日 講義

8 6月22日 講義

9 6月29日 個別指導

10 7月6日 講義

11 7月13日 講義

12 7月20日 講義

13 8月31日 質疑応答

14 9月7日 考査

15 9月14日 振り返り

初回に下記のテキストを配布する。1.本田公夫(2014)「動物園の展示学」村田浩一ほか編『動物園学入門』朝倉書店また、以下のテキストも講
義の基礎とする。2.本田公夫(2020)「展示とエンリッチメント」日本動物園水族館協会『改訂版 新・飼育ハンドブック 動物園編5』※その他、以下
の参照を推奨する。3.sirokumao(2021)『クマが肥満で悩んでます 動物園のヒミツ教えます』角川書店
森由民(2010)『動物園のひみつ』PHP研究所(校内図書室に寄贈済み)
森由民「ZOOたん～全国の動物園・水族館紹介～」 https://kosodatecafe.jp/zoo/

準備学習　時間外学習
特に本田論文について。予習=不明点の確認。復習=当該の講義内容との関連付け(講義は単に本田論文を要約するものではない。

それは自分で読めば、そこそこ何とかなることに過ぎない)。

　【使用教科書・教材・参考書】　

動物園はどこから来たのか_古代編

動物園はどこから来たのか_近代に向けて

近代動物園の誕生=オーストリアからパリへ

近代動物園の展開_ヨーロッパ_1=大英帝国とロン
ドン動物園

同上

同上

以降、講義内で紹介するインターネット資料(動画
等)の復習を推奨する。

同上

近代動物園の展開_ヨーロッパ_4=第二次世界大
戦から現在へ

課題レポート完成のための質疑応答・指導

近代動物園の展開_アメリカ_1=ウィルダネスとジ
オラマ展示

同上

指導をもとに課題レポートの完成を目指す

本田論文・インターネット資料の参照

振り返り・後期に向けて 後期に向けての準備開始

同上

振り返りを期して、各自復習

近代動物園の展開_アメリカ_2=ランドスケープ・イ
マージョンと環境エンリッチメント

前期のまとめ

考査に向けての質疑応答

考査

同上

同上

本田論文による考査準備

近代動物園の展開_ヨーロッパ_2=パノラマ展示の
誕生

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名

必修
選択動物園研究Ⅰ

担当教員 森由民
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択必修 年次 1

TCA東京ECO動物海洋専門学校

教員の略歴

授業の学習
内容

到達目標　

評価方法と基準

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

動物園ライター、ヒトと動物の関係学会評議員

動物園スタッフを志望する者はじぶんにふさわしい園を見極め、そこでの活躍を目指して励まなければならないが、そのよう
な判断の基礎となる見識（動物園原論）を、歴史的な視点と展示論を重視しつつ講じる。

西欧近代に生まれ、日本にも導入された動物園のありようを歴史的に理解することで、現在、国際的に焦点化している動物
福祉の問題等、実際的でリアルタイムの課題への思考も可能となる素養を身に着ける。
動物園を他の動物飼育施設と峻別する、市民への展示の意義を理解し、将来の動物園人としての現場で適切な言動をし、
園の展開を主体的に支える基礎能力を養う。
※前期は特にヨーロッパに生まれた近代動物園の基本要件、そこでの動物分類学や生態学の地位、アメリカでの動物園の
展開を重要なトピックとして扱う。

各期末に、指定されたテキストに基づく穴埋め型の試験を行うとともに、前期には自らの志望動機を記したレポートの提出を課し、学生各自
の目的意識を高めるとともに、そこでの論述力の評価を行っていく。
※詳細は講義内で解説する。なお、レポートの提出や追加資料の提示などにはTeamsを活用するので、早期の習熟を心がけていただきた
い。
※本講義の試験課題はあえて簡潔なものとしている。これらは講義の日程内で確実に終えられることを想定しているとともに、学生諸氏と
の質疑応答を歓迎するものである。
また、講義の内容は当シラバスに加え、受講者の要望を汲んで、適宜拡充するものとする。

イントロダクション

近代動物園の展開_ヨーロッパ_3=分類学から生
態学へ

同上

次回に向けて、テキストとして指定した本田公夫
の論文を読み進めること。
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1

回数 日程 授業形態

1 4月20日 講義

2 4月27日 実習

3 5月11日 実習

4 5月18日 実習

5 5月25日 実習

6 6月1日 実習

7 6月15日 実習

8 6月22日 実習

9 6月29日 実習

10 7月6日 実習

11 7月13日 実習

12 7月20日 実習

13 8月31日 実習

14 9月7日 試験

15 9月14日 振り返り

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 動物園研究Ⅱ１

必修
選択

担当教員
栗原

七保子
授業
形態

講義・
演習

総時間
（単位）

選択必修 年次 2

環境エンリッチメントまとめ 環境エンリッチメントの必要性を説明出来る

教員の略歴 日本動物植物専門学校卒、（株）よみうりランド、財団法人横浜市緑の協会勤務

授業の学習
内容

動物園、牧場、ペットショップ、どんな業界で働くにせよ、必要な情報を相手に分かりやすく伝えるということはとても大切であ
る。この授業は、各テーマに沿って情報を収集し、まとめ、発表する機会を通して、インプットした情報をアウトプットしながら本
当の知識に変えていく学びの場とする。

到達目標　
飼育室の動物についてしっかりと調べ、より深い知識を持ちながらガイドをすることが出来る。アフリカ研修に行けなくても、ア
フリカの野生動物について、生態やヒトとの関わりを知り、発表を行っていく中で、共存のために必要なアクションを見つける
ことが出来る。

評価方法と基準

定期試験　８０％　　提出物　２０％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　D59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応します。
追試験1回　レポート課題を提示し、提出をもってCの評価とします。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

動物たちに与える飼料について
飼育室の動物に与えている飼料について理解し

ている

動物たちに与える飼料について
飼育室の動物に与えている飼料について説明出

来る

動物が受けるストレスについて ストレスとは何か、を理解することが出来る

前期まとめ試験

動物が受けるストレスについて 自分が動物に与えているストレスを見つけられる

野生動物の繁殖について 繁殖に必要な要素を予測することが出来る

野生動物の繁殖について 繁殖に必要な環境設定を予測出来る

日本にくらす野生動物について、　　グ
ループワークでグループ毎に設定した

各種の生態を説明出来る

パワーポイントを使用しながら、課題作成に向け
ての情報収集、分かりやすいまとめ方について考

える

中間発表

中間発表に基づく修正

修正後発表

TCA東京ECO動物海洋専門学校

日本の生態系について相対的に理解出来る

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ノートパソコン、学校図書、各自準備資料
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1

回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義

2 4月26日 講義

3 5月10日 講義

4 5月17日 講義

5 5月31日 講義

6 6月7日 講義

7 6月14日 講義

8 6月21日 講義

9 6月28日 講義

10 7月5日 講義

11 7月12日 講義

12 7月19日 講義

13 8月30日 講義

14 9月6日 試験

15 9月13日 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　

（参考書）日本動物園・水族館協会「飼育ハンドブック・動物園編」Ⅲ

TCA東京ECO動物海洋専門学校

期末試験・ペーパーテスト実施
試験に解答する事ができる。

試験に対する準備を行う

試験解答および全過程の総括
講義の全体像を理解する事ができる。

理解がよくできていない項目を確認する。

準備学習　時間外学習 各自ノートを読み返しをし、復習に努める。講義の予習、下調べ学習を行う。

最新の分類・古細菌と3ドメインセオリー、近年の
動向を学び考察できる。

五界説の矛盾点について予め調べる。

脊椎動物亜門・哺乳網の分類について学び、説
明できる。

本日の講義の復習。

哺乳類の生理について学び、説明できる。 本日の講義の復習。

種の概念・形態学的、生物学的種の定義、種とは
何かを把握し、述べる事ができる。

本日の講義の復習。

学名、国際動物命名規約、二名法の原則を学
び、説明できる。

動物を1種選び予め学名を調べる。

五界説における動物界の各門の概要を学び、説
明できる。

生物を5つの界に分けた理由を予め調べる。

分化財保護法を学び、説明できる。 天然記念動物を予め1種選び調べる。

ワシントン条約及び種の保存法を学び、説明でき
る。

登録票について説明できる様練習。

分類の概念及びリンネ式分類学について学び、
分類の必要性を理解する。

なぜ分類が必要なのか予習を行う。

動物の愛護及び管理に関する法律を学び、説明
できる。

動物販売時説明書を使用しながら説明練習。

動物の愛護及び管理に関する法律、特定動物の
飼養に関する法的措置を理解する。

特定動物を予め1種選び調べる。

外来生物法を学び、説明できる。 特定外来動物を予め1種選び調べる。

動物園・水族館の意義・役割を理解し、述べる事
ができる。

本日の講義の復習。

教員の略歴 日本蛇族学術研究所・研究員、伊豆アンディランド学芸員、現在は執筆活動

授業の学習
内容

動物園・水族館の意義と役割、動物園・水族館に関係する法令、分類と分類学、脊椎動物の生理及び生態と飼養動物の飼
育環境（環境エンリッチメントについて）、生物学史、生命の誕生、進化論、メンデルと遺伝、染色体と遺伝、性と遺伝等。以上
の項目について学び業界人として必要最小限の知識を身につけ、動物園・ショップ等の職に就いた時に役立てる。

到達目標　
業界（動物園・水族館・企業等）のニーズに対応出来る深い知識を習得し、更には動物園・水族館の採用試験に対応出来る
学力を培う。

評価方法と基準

出席率・試験成績により判断する。
出席率70%以上の学生には2点、80%以上の学生には3点、90%以上の学生には5点、上記の点数を筆記試験に加点する。
筆記試験評価　GPA〔A 100～90、B 89～80、C 79～70、D 69～60、F 59～0(不合格)となる。〕
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 菅野宏文

授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 動物学概論Ⅰ

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 4月14日 講義

2 4月21日 講義

3 4月28日 講義

4 5月12日 講義

5 5月19日 講義

6 5月26日 講義

7 6月2日 講義

8 6月16日 講義

9 6月23日 講義

10 6月30日 講義

11 7月7日 講義

12 7月14日 講義

13 9月1日 講義

14 9月8日 試験

15 9月15日 講義

　【使用教科書・教材・参考書】　

特に定めないが、読んでおくのが有用と思われる書籍、論文等については授業の際に紹介します。

TCA東京ECO動物海洋専門学校

６０分の筆記試験 試験範囲からの予習と対策

テスト結果からのふり返りを行うことで、法律につ
いての理解を深める。

試験範囲からの復習および動物関連書籍の熟読
による法的な理解。

準備学習　時間外学習 この行為が法的にはどのような位置づけかを理解するための動物関連書籍の熟読。

条約により、国同士がどのような取り決めを行っ
たかが理解できる。

ラムサール条約と国内法の関係について復習し
理解する。

近年改正が著しい漁業に関連する法律について
理解することができる。

漁業法について内容を再度確認し正しく理解す
る。

日本における自然関連の法令を野生生物の保全
の視点から理解できる。

自然関連法と野生動物及び人間活動の規制の
関係について確認し理解する。

種という概念に関する法がなぜ必要であったかに
ついて理解できる。

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関
する法律について内容を再度確認し、どの制度
がどの場合に適用されるかを把握しておく。

種を保護するためにどのような制度が設けられて
いるかが理解できる。

年月とともに種を保護する法律がどのように変遷
をとげていったか理解できる。

国際間の取り決めである条約とは何かについて
理解できる。

ワシントン条約と種の保存法の関連について復
習し理解する。

外来生物について、なぜこのような法律ができた
かについて理解できる。 特定外来生物による生態系等に係る被害の防止

に関する法律の内容を再度確認し、何をしてはい
けないかを確実に把握する。外来生物について、業界人としての関わり方につ

いて理解できる。

評価方法と基準

定期試験により評価を行う。
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。
追試験1回、レポート課題を提示し、提出をもってCの評価とする。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

日本における動物関連法規が成立した過程を説
明し、現状の問題点を浮き彫りにする。

法とは何か、どのような意図のもと作成されてい
るかを理解する。

野生鳥獣について業界人および一般社会人とし
ての付き合い方が理解できる。 鳥獣の保護および管理並びに狩猟の適正化に関

する法律の内容を再度確認し、何をしてはいけな
いかを確実に把握する。野生鳥獣の捕獲について（狩猟免許、特別許

可）。申請方法等を含め理解できる。

野生鳥獣の被害対策についての法的な取り組み
について理解できる。

鳥獣被害対策特措法について内容を再度確認し
理解する。

教員の略歴 東京都鳥獣保護管理員として警察と共に密猟取締担当。その他、動物園に飼育員として従事。

授業の学習
内容

　法令を遵守することは国民全員に課せられた義務の一つです。しかしながら動物業界の現場に出る機会の多い自分から
見て、まだまだコンプライアンスの点で不十分な点が多々あるように見受けられます。東京都の方針としても「法令遵守ので
きる人材」が多く業界で活躍することが望まれています。法令はとかく知識偏重となり、現場に出た際に実践的であるとはい
えないものも多くあります。そこで、この講義では基本的な知識の習得はもちろんですが、動物園、水族館、ペットショップ店
員として接することとなる「飼育動物」だけでなく、「野生動物」を含めた動物全般という観点から、接するための心構えを含
め、現場でそれを使いこなせ、かつ一般の人々の規範となれるような法令を遵守できる「動物業界人」の育成を目指した学習
を進めていきます。

到達目標　

動物業界に携わるものとして
法とはどのようなものか体系を理解することができる。
動物関連の法令にはどのようなものがあるか知ることができる。
それぞれの法がどのように関係しているか知ることができる。
動物そして自分を守るための知識を身につけることができる。
将来現場に出た際に「知恵」として役たてることができる。

担当教員
木村

幸一郎
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 動物関連法規Ⅰ１

必修
選択
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1

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義

2 4月24日 講義

3 5月8日 講義

4 5月15日 講義

5 5月22日 講義

6 5月29日 講義

7 6月5日 講義

8 6月12日 実技実習

9 6月19日 実技実習

10 6月26日 講義

11 7月3日 講義

12 7月10日 講義

13 8月28日 講義

14 9月4日 試験

15 9月11日 講義

品種や用途について理解する

食性と飼料について理解できる

食性以外の習性について理解できる

感覚器の構造と特徴について理解できる

前回の授業のノートを整理する

前回の授業のノートを整理する　プリントを確
認し馬体名称を覚える

前回の授業のノートを整理する　プリントを確
認し馬体名称を覚える

前回の授業のノートを整理する　プリントを確
認し馬体名称を覚える

前回の授業のノートを整理する　プリントを確
認し馬体名称を覚える

授業内容と試験範囲の確認　試験対策だけ
でなく覚えるべきことを整理し覚える

個体識別方法について理解する

悪癖について学び正しく対処できるようにす
る

馬具の名称や使用方法を理解し正しく扱うこ
とができる

筆記試験

前回の授業のノートを整理する　プリントを確
認し個体識別について覚える

前回の授業のノートを整理する　プリントを確
認し個体識別について覚える

前回の授業のノートを整理する

馬体の特徴や名称、蹄・削蹄・装蹄について
理解する。

保定方法と必要な道具と使い方について学
び正しく使えるように

仕事で使うロープワーク技術を身につける

仕事で使うロープワーク技術を身につける

飼養する馬の登録について理解する

前回の授業のノートを整理する　プリントを確
認し馬体名称を覚える

前回の授業のノートを整理する　プリントを確
認し馬体名称を覚える

前回の授業のロープワークで覚えた結び方
を復習する

前回の授業のロープワークで覚えた結び方
を復習する

教科書はなし。必要に応じて随時参考資料等を使用。馬具や手入れ道具、ロープ、ビデオなどを使用。

乗馬について、形式や騎乗者資格などにつ
いて理解できる

授業の中で解らないこと、確認したいことな
どをまとめ、授業内で質問する

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　

評価方法と基準定期試験６０点以上で合格とする。追試は１回（不合格者と公欠者）

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

本専攻は動物園、移動動物園、観光牧場、競走馬関連牧場、など馬が関わる仕事につくケースも多い。また障
害者乗馬、アニマルセラピー、動物行動学などの分野でも馬を扱う事象が増えている。
馬について基本的な知識や扱い方を学ぶ授業です。
馬は産業動物の中でも特殊な関わり方であり、馬という動物の素晴らしさを知ってほしいと思っています。
実際の現場で必要な知識や扱う技術について知り、理解し、多様な現場において、実際に対応できることを目指
します。
映像や実際の道具を見てもらったり、ロープワークなどを取り入れ、実際に対応できるよう実例を取り上げながら
わかり易い内容にする

到達目標　

馬の歴史と進化について理解できる。品種や用途について理解できる。馬の体と生態、習性について理解でき
る。馬具や乗馬について理解できる。仕事に必要なロープワーク技術を身につける。
これらの内容を踏まえ、基本的な知識や技術を習得し、適切な取り扱いと飼育管理ができることを目標とする。

担当教員 長嶺幸介

競走馬生産イヤリング牧場、乗馬クラブ、総合ペットショップ、移動動物園、NPO法人生態科学研究機構副理事長

TCA東京ECO動物海洋専門学校

馬学科目名

必修
選択

選択 年次

授業
形態

講義
総時間
（単位）

1

科目について目標と目的を理解して、どう授業に
向き合うか学ぶ。馬の歴史と進化について理解で

きる

なんの資料も見ずに、馬について自分で持
つイメージを書き出してみる。

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

教員の略歴

授業の学習
内容
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1

回数 日程 授業形態

1 4月14日 講義

2 4月21日 講義

3 4月28日 講義

4 5月12日 講義 甲虫の外部形態の疑問点を調べる。

5 5月19日 講義

6 5月26日 講義

7 6月2日 講義

8 6月16日 講義

9 6月23日 講義

10 6月30日 講義

11 7月7日 講義

12 7月14日 講義

13 9月1日 講義

14 9月8日 試験

15 9月15日 講義

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科（2年制）昼一

科目名 両生類・爬虫類学Ⅰ１

必修
選択

担当教員 菅野宏文
授業
形態

講義
総時間
（単位）

選択 年次 2

教員の略歴 日本蛇族学術研究所研究員、伊豆アンディランド学芸員、現在は執筆活動を行う。

授業の学習
内容

両生・爬虫類の形態・生理・生態学的特徴及び最新の両性・爬虫類の分類。
一般的にショップ等で取り扱われる種の飼育法（総論・各論）及び保定・制御法の実践。
金魚・メダカの飼育法（品種の紹介、繁殖等も含む）、甲虫類の飼育管理法（繁殖・取り扱い・標本作成等）。
以上の項目を学び実践に役立てる。動物園・水族館・ショップ等での仕事の際、最小限必要である。

到達目標　
一般的にペットショップなどで取り扱われている種類に関しては、正しい飼育方法及び取り扱い方を習得し、又動物園・水族
館等で飼育される大型・希少種に対してもある程度応用しながら対応できる様に知識・技術を身につける。またペットの多様
化により、甲虫種・メダカ・金魚の飼育法も行う。

甲虫類の飼育(取り扱い方、標本作成)を理解し実
践できる。

両生類総論(分類、形態、生理、生態)、概要を理
解し述べる事ができる。

評価方法と基準

出席率・試験成績により判断する。
出席率70%以上の学生には2点、80%以上の学生には3点、90%以上の学生には5点、上記の点数を筆記試験に加点する。
筆記試験評価　GPA〔A 100～90、B 89～80、C 79～70、D 69～60、F 59～0(不合格)となる。〕
再試験は公欠が認められた者のみ対応する。

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

金魚メダカ等、淡水魚の飼育総論、概要を理解し
述べる事ができる。

どんな品種がいるか各自調べる。

pH及び硬水・軟水について調べてくる。

過去に飼育した経験を話せるように準備。

カブトムシの飼い方、寿命などを調べる。

日本産の両生類を1種選び調べる。

水質の調整などを含む水の管理を理解し実践で
きる。

金魚・メダカ等の飼育法（管理・繁殖）を理解し実
践できる。

甲虫類総論(形態、生態、生理等)、概要を理解し
述べる事ができる。

有尾目の飼育（日常管理、取り扱い方）を理解し
実践できる。

無尾目の飼育（日常管理、取り扱い方）を理解し
実践できる。

爬虫類総論（分類、形態、生理、生態）、概要を理
解し述べる事ができる。

カメ目水棲ガメ類の飼育（管理・取り扱い）を理解
し実践できる。

日本産カメ類を1種選び調べる。

〃

〃

ムカシトカゲについて調べる。

カメ目陸棲ガメ類の飼育（管理・取り扱い）を理解
し実践できる。

〃

有鱗目トカゲ亜目の飼育（管理・取り扱い）を理解
し実践できる。

日本産トカゲを1種選び調べる。

有鱗目ヘビ亜目の飼育（管理・取り扱い）を理解し
実践できる。

日本産ヘビを1種選び調べる。

　【使用教科書・教材・参考書】　（参考書）日本動物園・水族館協会「飼育ハンドブック・動物園編」Ⅲ、

菅野宏文著：「ミドリガメ・ゼニガメの医・食・住」、「リクガメの医・食・住」、「ニオイガメ・ドロガメの医・食・住」、「ヘビの医・食・住」（どうぶつ出版）

TCA東京ECO動物海洋専門学校

期末試験・ペーパーテスト実施
試験に解答する事ができる。

試験に対する準備を行う

試験解答および全過程の総括
講義の全体像を理解する事ができる。

理解がよくできていない項目を確認する。

準備学習　時間外学習 各自ノートを読み返しをし、復習に努める。講義の予習、下調べ学習を行う。
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